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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

Ⅰ　赤眸の少年、忘却の墓所に立つ

Ⅱ　双角の少女、竜人との再会を果たす

Ⅲ　バルミダの英雄、劇場にて己が野望を語る

Ⅳ　税騎士、魔神封じの城塞にて砂を絞る

Ⅴ　閃光の万力、反逆同盟を結成する
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　ほの暗く、どこまでも奥へ奥へと延びていく一本の通路。

　その中ちゆう途とに、壁かべを背に腰こし掛かける一人の青年がいた。

「言ったはずだ……僕は誰だれ一人、傷つけたくはないんだって……！」

　青年の声は苦く悶もんに満ちていた。

「でも……僕の邪じや魔まをするのなら、容よう赦しやはしない……！」

　肩かたを上下させ、荒あらい呼吸を必死に抑おさえながら、青年は立ち上がった。そして、前方に広がる暗がりに目をやる。

　複数のうめき声が渦うずを巻いていた。白衣を着た男達が、ある者は頭を床ゆかにすりつけ、ある者は仰あお向むけになって倒たおれ、山をなしている。その数は全部で五人。全員が、立ち直れないまでに叩たたきのめされていた。

「どうするつもりだ……」

　白衣の男の一人、青年の一番近い所に倒れている研究者が顔をもたげ、腕うでを伸のばした。

「ここから逃にげるつもりなのか？　おまえの逃げる場所なんてどこにもないんだぞ、被ひ検けん体たい第五号……」

　その単語が発せられた途と端たん、青年の顔が怒いかりに歪ゆがんだ。

「僕をその名で呼ぶな……」

　青年は研究者の髪かみをつかんで、引っ張り上げた。そして壁に押しつけると、

「……僕をその名で呼ぶなァァ──ッ!!」

　絶ぜつ叫きようとともに、青年は自分の角を研究者に叩きつけた。

　避よけることも防ぐこともできず、研究者は二本の角で顔面を打たれた。青年がぱっと手を放すと研究者はその場にずるりと崩くずれ落ち、そのまま動かなくなった。

　しばらくの間、青年はその場に立ち尽つくしていた。呼吸を整えてから、

「……クソッ」

　短く毒づく。自分の胸むな元もと、着用している白衣──研究者達が着ているものとは違ちがう、患かん者じや用のシンプルな貫かん頭とう衣いだ──の内ポケットに手を差し込み、懐ふところから眼鏡めがねを取り出す。青年はおぼつかない手つきでつるを開き、眼鏡をかけた。

「出口は……こっちかな……」

　研究者の山に背を向けると、青年は壁に手をつきながら、もたつく足取りで暗い通路を歩いていった。




「被検体第五号が逃げ出しただと!?」

　部下の報告に、研究所所長フォングは血相を変えた。

「はい。立ちふさがる者を片っ端ぱしからなぎ倒しつつ、逃とう走そうしているとのことです」

「おのれ！　何をやっているんだ!?」

　椅い子すを蹴けって立ち上がったものの、何を為なすべきか咄とつ嗟さに思いつかず、フォングは立ち尽くした。部下の顔を改めてにらみつけ、質問する。

「現状はどうなっている？　第五号は今どこにいる」

「報告によると、第だい二に搬はん入にゆう口方面に向かっているらしいです。そちらに警備班を先回りさせていますが──」

「絶対に殺すなよ！」フォングは声を荒らげた。「第五号を殺しでもしたら、先生に何を言われるか……。いいか、少々痛めつけるのは構わんが、絶対に大おお怪け我がはさせるな」

　言葉を切り、少し考えた後に追加の質問を投げる。

「……第五号は円盤レンズを所持しているのか？」

「はい」部下は答えた。「第五号と接せつ触しよくした者の話によると、グレーターケルベロスを召しよう喚かんしたとか」

「グレーターケルベロスだと！」

　フォングは目元に手を当て、天を仰いだ。

「どこから調達しやがったんだ。八段級の悪魔だぞ。倉庫から盗ぬすみ出したのか……？」

「お言葉ですが」部下が口を挟はさむ。「たしかにグレーターケルベロスは八段級の悪魔ですが、おおよそ常人に扱あつかえる悪魔ではありません。むしろ与くみしやすいのでは……？」

「おまえは何もわかっていない」フォングは言い捨てた。「被検体第五号には、そんなもの関係ない。奴やつは『竜りゆう人じん』なんだぞ」

　険しい表情で考え込み、短い時間でフォングは決断を下した。

「もし間に合うなら、警備員連中には、あいつが悪魔を喚よんだら手を出すなと伝えろ。遠巻きに包囲しているだけでいい、とな」

　と部下に命令を下し、自らは研究室の扉とびら目がけて歩き始める。

「所長はどうなさるつもりですか」

　部下の言葉にフォングはぴたりと足を止め、答えた。

「私が奴を説得する。奴が円盤を持っている以上、力ずくで止めるのは不可能だ。説得にかけるしかない」

　額に流れる冷や汗あせを手の甲こうでぬぐってから、フォングはドアノブをつかんで押し開け、部屋を出て行った。




　四本の角を持つ青年──被検体第五号は、武器室にいた。

　薄うす暗ぐらい部屋に、剣けん、槍やり、槌つちなどの武器が部屋中に立てかけられている。サイズも人間用あり、悪あく魔ま用ありと様々だ。基本的に、悪魔用の武器は人間用のそれより一回り以上大きい。

「……これがいい……」

　その中から、第五号はツインハンマーを選んだ。

　ツインハンマーとは槌と球、鎖くさりで結びつけられた二つのハンマーで構成される武器である。槌の上部には突とつ起き、球には穴があり、穴に突起をはめて固定できるようになっている。普ふ通つうの人間の筋力では扱いにくいことこの上なく、基本的には悪魔用の武器だ。

　第五号はツインハンマー用のホルダーを取り上げ、上半身に装着した。槌は背に背負い、鉄球は手に持つという格好となって、武器室を出る。

　押し寄せる警備員を片っ端からなぎ倒たおす、などと考えているわけではなかった。背に十字の槌、手には鉄球というこのスタイルを見れば、警備員達もうかつに手を出すことはできないだろう、という示じ威い効果を見込んでのことだ。

　だが──

「……いたぞ！　こっちだ！」

　ほどなくして、通路の右手から声が上がり、制服に身を包んだ四人の男達の姿が現れた。

　左手を見やると、こちらからも警備員三人が姿を見せている。

　逃にげ道がないことを悟さとって、第五号はため息をついた。

「見つかったか……」

　うんざりとした顔で呟つぶやく。

「止まれ！」

　警備員のリーダー格とおぼしき男が、すっと手を上げる。

「今すぐ武器を下ろして、自分の部屋に戻もどれ！　さもなくば痛い目に遭あうぞ！」

　それを合図に、他ほかの六人は同時に「召喚コンタクト！」と叫さけんだ。

　狭せまい通路の中で塵ちりが渦うず巻まいて虚きよ体たいをなし、数秒の後に六人の姿はワータイガーへと成り変わった。二足歩行する虎とら型の悪魔で、その膂りよ力りよくから繰くり出される爪つめの一いち撃げきは人に速すみやかな死をもたらす。その強力さ故ゆえに七段級に分類される悪魔だ。

「……僕一人に七段級の悪魔を揃そろえるだなんて、ずいぶん厳重だね……」

　七段級の悪魔に取り囲まれて、しかし第五号は怯ひるむことを知らなかった。苦しげな表情をしてはいるが、それでも頭を高くもたげた。

「自分の部屋に戻るのは、あなた方だ。道を空けてくれ……！」

　そして、手元の鉄球を軽く振ふり回しはじめる。

　が、警備員達は鉄球に怯む様子などこれっぽっちも見せなかった。

「はいそうですか、なんて言うと思うのか？」

　やっぱり無意味らしい、と第五号は鉄球を回す手を止めた。どうやら強行突破しかないようだ、と思いつつハンマーの突起に鉄球をはめる。

「だろうね。……でも、僕の行く道に立ち塞ふさがるなら、容よう赦しやはしない……！」

　どうせ殴なぐり合うのなら、たった今初めて手に取った武器を使うよりは、使い慣れた武器を使う方がいい。第五号は顔に手を這はわせて眼鏡めがねを取ると、

「召喚コンタクト！」

　眼鏡を懐ふところにしまいながら宣言した。

「取り押さえろ！」

　第五号の宣言と同時に、ワータイガーは前後から襲おそいかかった。悪魔召喚が成立する前に第五号の身み柄がらを拘こう束そくするために。

　だが、わずかに遅おそかった。

　第五号の周囲を輝かがやく塵が取り巻き、虚体をなす。塵の渦の中から飛び出してきたのは、鋭えい利りな歯がずらりと並んだハサミのような代しろ物ものだった。

「ぐあ……!?」

　ワータイガーはあっさりと胴どう体たいを挟はさまれ、そのまま空中に持ち上げられた。ワータイガーが足をばたばたさせ、身体からだを揺ゆすって逃のがれようとしたが、虎型悪魔を持ち上げたそれはびくともしない。

　長い首の先に生えている、目もなく鼻もなく、口だけが開いている頭。鋭するどい刃はがびっしりと並んだ口の脇わきからはクワガタのような二本の大おお顎あごが伸のび、大顎と牙きばとでワータイガーをがっちりと捕とらえている。

「な、なんだこいつは……!?」

　悪魔の全容に、ワータイガーはさらに驚おどろいた。四本脚あしで支えられた巨きよ大だいな胴体からは、三本の首が生えている。三本の首がそれぞれワータイガーを一体ずつ挟んで持ち上げ、完全に押さえ込んでいた。

　さらに、尻しりからは三本の尻尾しつぽが生えていた。尻尾と呼ぶにはあまりに太い代物が。三本の尻尾はそれぞれが意思を持つかのようにしなり、それぞれが後方から詰つめてきたワータイガーをすくい取り、巻き上げていた。持ち上げ次し第だい、来た方向へと投げ返す。ワータイガー達はゆうに五メートル以上の距きよ離りを飛び、次々と床ゆかに叩たたきつけられた。

「グレーターケルベロスだ……」第五号は呟いた。「ここの倉庫にあったんだけどね……」

　グレーターケルベロスは首をしならせ、顎で挟んだワータイガーを順番に後方へ投げ飛ばした。ワータイガーの山は三体から六体に倍増、お互たがいの身体をぶつけあって警備員達は悲鳴を上げる。

　だが、第五号はまだ手をゆるめない。

　グレーターケルベロスはその巨体に見合わぬ機き敏びんさで反転すると、ワータイガーのそばまで駆かけ寄った。そして、両前脚を上げては下ろし、ワータイガーの山にストンピングを連打する。

「言ったはずだ……容赦はしないって……！」

　ワータイガー達の凄すさまじい悲鳴が交こう錯さくした。両りよう腕うでを掲かかげて頭部をガードし耐たえしのごうとする者もいれば、クリーンヒットを食くらって速やかに気絶する者もいる。第五号はさらに三本の首、六本の大顎をも突つきこんで、ワータイガー達を叩きに叩いた。

「……大顎だ！」

　ただ一人悪あく魔まを召喚せずに成り行きを見守っていた男、警備員リーダーがハッと気づいて部下達に声をかけた。

「顎を砕くだけ！　幻肢フアントム逆流ペインを起こすんだ！」

　グレーターケルベロスに叩きのめされながらも、一体のワータイガーが指示を聞き分け、腕を伸ばして一本の大顎をつかみ止めた。

「この野や郎ろう！」

　片手で大顎の先せん端たんをつかみ、もう片手の爪を大顎の真ん中に叩きつける。グレーターケルベロスは別の大顎でワータイガーを攻こう撃げきするが、ワータイガーはひたすら攻撃に耐え、二度三度と大顎を攻せめる。

　そして四度目の攻撃で、ついに大顎を叩き折った。

「やった……！」

　ワータイガーは思わず喜びの声を上げた。召喚主には存在しない器官を砕かれて、グレーターケルベロスは煩はん悶もんの叫さけび声をもらすはずだった──

　が、グレーターケルベロスは顔色一つ変えなかった。

　右前脚のストンピングをもってワータイガーに応こたえる。隙すきができたところに重い一撃をもらい、ワータイガーは後方へと吹ふき飛ばされた。警備員は気絶し、虚きよ体たいは消え去る。

　それが最後の抵てい抗こうだった。他ほかの警備員達は既すでに倒たおされ、壁かべ際ぎわに折り重なっている。ぴくりとも動かないのを確かく認にんしてから、第五号は悪魔を解放し、もとの姿を外気に晒さらした。

「……ふう……」

　すぐに壁かべにもたれ、くるりと反転。視線の先に警備員リーダーを捕らえながら、第五号は歩みを進めた。

「ちょ……な……冗じよう談だんだろ……!?」

　リーダーは浮うき足立っていた。七対一の絶対優位が瞬しゆん時じに覆くつがえされ、しかも相手は幻肢逆流が効かないときた。鋭い眼光に気け圧おされて、じりじり引き下がり──

「……遅おそかったか！」

　背後からの声に、リーダーはびくりと身を震ふるわせた。が、確認してわずかに胸をなで下ろす。やってきたのは所長のフォングだった。

「所長！　あいつは何者ですか！」

　早口の質問に、フォングは顔をしかめる。

「遅かったか。……あいつは竜りゆう人じんなんだ、常人が対抗できるはずがない」

　リーダーの顔に理解の色は浮かばなかった。説明するのも面めん倒どうだ、とフォングは目を第五号に向けた。自ら前に出て、声をかける。

「第五号！　君の要求はなんだ？」

　第五号は足を止めた。

　それを吉きつ兆ちようと解かい釈しやくし、フォングは言葉を連ねる。

「ここでの生活に不満があるなら、善処しよう。食事が不満なら質を上げる。実験の拘こう束そく時間を減らしてもいい。頼たのむから、ここはおさえてくれないか？　頼む、この通りだ」

　ひたすら下手に出て、フォングは頭を何度も下げた。両手を合わせて頭を下げつつ、ちらりちらりと第五号の様子を窺うかがう。

「生活に不満……？」

　第五号は低い声を絞しぼり出した。

「日の光も差さない部屋に三年間も閉じこめられることを、あなたは『生活』と呼ぶのか？」

　言葉にこもった怒ど気きを感じ取り、フォングは目を見張った。

「あなたに対する要求は何もない……」

　壁に肩かたをすりつけながら、第五号は前進を始めた。その歩調は徐じよ々じよに速くなり、一挙にフォングに迫せまる。

「僕は外へ出る。それだけだ……！」

　フォングの肩口をつかもうとする──と、警備員リーダーが、本能的に防ごうとした。腰こしの警棒を抜ぬいて、第五号の顔面を狙ねらう。

「……ッ！」

　第五号は左腕で自分の顔を守ろうとした。

　警棒は、力がうまく入れば骨にひびを入れるくらいの威い力りよくを発揮する。第五号が痛みのあまりその場に崩くずれ落ちる光景を予想したが──

　乾かわいた音がして、警棒がはね返された。

「なに!?」

　戸と惑まどう隙に、第五号はその左腕を固め、警備員の顔面に叩たたきつける。警備員はまるで重い煉れん瓦がでもぶつけられたかのような衝しよう撃げきを受けた。最後の瞬間、鱗うろこのようなものを見たような気もしたが、速すみやかに気絶して倒れる。

　へなり、とフォングも床ゆかに崩れる。物理的攻撃を食くらったのではなく、腰を抜かしたのだ。

　フォングに一いち瞥べつだけくれた後、第五号は肩を壁にすりつけながら通路の奥へと進んでいった。




　扉とびらを押し開けて外に出ると、目の前には研究所を囲む庭園が広がっていた。

　森の木々が風に吹かれてざわめいていた。見上げる夜の空は黒雲に覆おおわれている。

「星は、見えないか……」

　第五号は肩を落とした。しかしすぐに気を取り直すと、壁に手を当てながら歩き始める。背にツインハンマーの重みを感じながら。

「持ってきた意味がなかったかな……ま、いずれ役立つこともあるだろうし……」

　呟つぶやきながらも、彼が歩みを止めることはない。やがて第五号は壁から手を離はなし、目の前に広がる森へ向かって、ただ一人で進んでいった。







[image: ]




「思い出した」

　オーラン州州都シンキョウの西の果て、川の上に架かけられた長い橋のたもとで、二つの人ひと影かげが顔をつきあわせていた。

　声を上げたのは、金きん髪ぱつの少年の方だ。挑いどみかかるような視線と右目の上の刀傷が特とく徴ちよう的な少年の名は、エルバ・ナイトロンドという。

「サクラに地図を描かいてもらっていたんだった。これがあれば、きっと遭そう難なんせずに済むぜ」

　肩から提さげているカバンの中をかき回し、一通の封ふう筒とうを取り出す。封を開くと、折りたたまれた白い紙切れが中から出てきた。

「なんだ。そんなものがあるのなら早く出せばいいのに」

　と呟いたのはエルバの連れ、コートのようなジャケットのような黒い上衣を羽織った人物である。顔立ち、体つき、声のすべてが中性的なため、「彼」なのか「彼女」なのか、外見では判別つけがたい。よく見ると、野外であるにもかかわらず彼もしくは彼女は裸足はだしだった。

　ルナ・ルガ。奇き妙みような風ふう体ていをしたこの人間型存在を、エルバはそう呼んでいる。

　嬉き々きとしてエルバは紙切れを開き、内容を確かめる。が、その表情は一秒もせずに曇くもった。

「どうかしたの」

　横からルナが首を突つっ込む。

　紙切れの中央に四角が描えがかれていた。四角の内側には「シンキョウ」という文字がある。

「これは、俺達が今いる場所だよな」

　エルバは確かく認にんを求め、ルナは頷うなずいた。

「だろうね。なんでもシンキョウは真四角な都市らしいから」

　四角形の左側に左向きの矢印があり、その先には「コッチ！」という文字がある。文字は両方ともサクラの筆ひつ跡せきである。

　ルナとエルバは頭をもたげ、橋のさらに向こう側へと視線を投げた。橋の途と切ぎれた所からは、石いし畳だたみの街かい道どうが続いていた──どこまでも、どこまでも。道の左右は、赤茶けた大地とまばらに生える雑草類。道以外、なんにもない荒こう野やだった。はるか遠くに山の稜りよう線せんらしきものがほんのり見えるか見えないか、という程度。

　それ以外、地図には何も描かれていなかった。

「実態に即そくした地図だ、と評価できるとは思う」

　ルナは正直な感想を述べた。

「せめてなんかランドマークはねえのか。でけえ岩とか、オアシスとか、人間が何人も串くし刺ざしにされた柱とかよ」

　エルバは頭を抱かかえた。

「人間を串刺しにしてどうするの」

「干し肉作るんだよ。この天気、いい干し肉ができるんじゃねえの」

「オーラン人に食人の風習はなかったと思うけど。というか、君自身が干し肉になるかもよ」

「ム。……こんな何にもない荒野で干ひからびて死ぬのはごめんだぜ」

　頭上を仰あおぐエルバ。西部の空はどこまでも晴れ渡わたっていた。目が痛くなるほどの深い青、雲は一つたりと見あたらない。太陽は東の空高くにあったが、中天に昇のぼり切るにはまだ時間がある。日の光はますます強くなりそうだ。空気が完全に乾かわききっていて、日ひ陰かげに入ると涼すずしいのが唯ゆい一いつの救いというところ。

「さっさと出発しよう。僕も干からびて死ぬのは遠えん慮りよしたい」

　せっつくルナ。

「おまえが干からびるなんてありえないだろう」

「忘れちゃいけない。僕の実体は君の目の中にあることを」

　ルナはエルバの右目を指さした。応じて、エルバの右目がわずかに赤い光を放つ。

「君にここで野垂れ死にされると、あとが大変だ。こんな荒野で、誰だれが小さな円盤レンズを拾ってくれるんだい」

「……おまえは、本当に自分のことしか考えてないんだな」

　文句を言いながら、エルバは左手に装着した円盤ホルダーから一枚の円盤を取り出した。裏表を見て円盤の種類を確認してから、

「召喚コンタクト！」

　一声叫さけんだ。途と端たん、円盤はエルバの手の中から飛び出して、空中で二枚に割れた。それぞれ、エルバの両目の中に収まっていく。

　エルバの周囲の大気が輝かがやき始めた。大気中に含ふくまれる塵ちりという成分が、宣言に反応したのだ。それはやがて霧きり状じようとなり、エルバの身体からだへとまとわりついていく。

　霧はすぐに晴れ、その下から四足獣じゆうが現れる。額から一本の角が生えた白い馬、ユニコーンである。

「ユニコーンを召しよう喚かんするのは久しぶりだな」

　エルバの声は、ユニコーンの身体の内側から発せられた。

「そうなんだ。なかなか似合ってるよ」

　ルナはそう言うとひらりと上衣をはためかせ、ユニコーンの背に飛び乗った。

「おいこら」ユニコーンが言う。「何を勝手に背中にのっかってんだよ。てめえ、空飛べるんだろうが」

「飛べるけど、人に見られて噂うわさされたら恥はずかしいし」

　と答えて、ルナはニッと笑った。

「さ、はるかな西を目指そうか！」

　声をかけて、ユニコーンの腹に蹴けりを入れる。

「蹴るな！」

　と言いつつも、ユニコーンは石畳を蹴って走り始めた。無人の廃はい墟きよ目がけて。




　ユニコーンの足取りは軽いが、対照的にエルバの心は重い。というのも、故郷にファルナ・エレイスンを送り返した直後だからだ。

　エルバとともにバベルハイズ自然史博物館で働いていたファルナは、つい先日「不慮の事故」により昏こん睡すい状態に陥おちいった。幸いにして一命は取り留めたものの、意識を取り戻もどす気配もなく、家族の許もとで療りよう養ようした方がいいだろうという結論となったのだった。

　病人搬はん送そう用の馬車を仕立て、エルバは眠ねむり続けるファルナとともに故郷ブラックストーン州へと向かい、ファルナの父アシュリーと対面した。エルバはひたすらアシュリーに頭を下げるしかなかった。自らをファルナの保護者と任じていたのに、エルバはファルナを守ることができなかった。責務を果たせなかったことを、エルバはこの上なく後こう悔かいしていた。

　アシュリーは、エルバに厳しい態度を取ることはなかった。むしろエルバの労をねぎらうような言葉さえかけてくれた。事故ならば仕方なかったんだ、と。それは、かえってエルバに自責の念を深く呼び起こさせた。「事故」の真実について、語るわけにはいかなかっただけに。

　ファルナの世話をエレイスン家に任せた後、エルバは帰途に就ついた。ただし、まっすぐブルティエールに帰ることはしなかった。

　オーラン州に立ち寄り、先住民虐ぎやく殺さつ事件の跡あと地ちを自分の目で見てくる。それは、ブラックストーンに戻る以前から心に決めていたことだった。




　空の青と大地の赤。

　地平線で二色に分かたれた風景の中を、一角獣は走る。

　一時間かそこら走り続けた末、エルバ達は視界の先にとうとうそれらしいものを見み出いだした。

　壁かべだった。左右に長く広がり、行く手を塞ふさぐ壁。

「やっと見えてきたか。安心した」

　この一時間、誰ともすれ違ちがわなければ、誰にも追い越こされなかった。驚おどろくほどの無人ぶりである。周囲の光景も変わらず荒あれ野続きで、本当に正しい道を行っているのかどうか、不安で仕方がなかった。それだけに、視界に変化が生じてエルバはほっとした。

　速度をゆるめて、壁の手前で停止した。ルナが背から降りるのを待ってから、ユニコーンを解放してエルバはもとの姿に戻る。

「こりゃ、かなりの年代ものだね」

　ルナは壁に手を当てた。ビスク煉れん瓦がで組まれた背の高い壁は、長年の風雨にさらされてかなり浸しん食しよくが進んでいた。見上げれば、一部壁が崩くずれてしまっている所もある。この居住地が放ほう棄きされたのは十年前のはずだが、壁の古び具合は数百年レベルと見えた。

「遠い昔からここに住んでいたんだからな。ブルティエールとは全然違う。……で、この壁の向こうに行くにはどうすりゃいいんだ？」

　文句を垂れながら、エルバ達は壁に沿って歩き始める。永遠に壁が続いていたらどうしよう、という心配が浮うかんだが、ほどなくしてそれは杞き憂ゆうだとわかった。二本の門柱に挟はさまれた鉄てつ柵さくの門が、二人の目の前に姿を現す。

　古びた門は閉とざされていた。二枚の鉄柵が左右に横よこ滑すべりして開くタイプの門だったが、その真ん中に鎖くさりがくくりつけられ、固く結ばれていた。鎖は錠じようで固定されている。錠と鎖だけは比ひ較かく的てき新しいもののように見えた。

「まさか、立ち入り禁止かよ」

　エルバは門を開けるべく手をかけてみた。わずかに門もん扉ぴはスライドして開いたが、しかしそれも鎖のたわみの分だけである。人が通れるだけの隙すき間まは作れなかった。

　頭上を見上げる。鉄柵は高く、エルバの身長の少なくとも一・五倍はあるかと思われた。登るのは決して不可能ではないが、かなり面めん倒どうくさそうでもある。

　門柱の前面には縦長の金属板が埋うめ込まれ、その表面には縦書きの文字が書き込まれていた。




　逢藍大学理学部




「なんて読むんだ」

　エルバの声に、ルナが顔を表札に近づける。

「オーラン人の文字っぽい。僕もどう読むのかは知らないけど──」

「オーラン大学理学部、と読むんじゃよ」

　突とつ然ぜん降ってわいた第三者の声に、エルバとルナはびくりとして振ふり向いた。

「……観光客の方？」

　そこに立っていた少女は、被かぶっていた麦わら帽ぼう子しのつばを押し上げると、ニカッと歯を見せて笑った。
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　エルバより二つ三つくらい年下の年ねん齢れいの少女と見えた。暑さ対策のためかタンクトップと半ズボンを着用しており、涼すずしげだ。長い釣つり竿ざおを担かつぐように持ち、腰こしにはやや大きめの籐とう細工らしき容器をぶら下げている。中に何か入っているのか、容器は少女の意思と関係ない所でブルブルと震ふるえた。

「あ、ちょっとその辺で魚を釣ってきたんじゃ。今日は大漁じゃったわい」

　少女の言葉に、エルバは二つの疑問を覚えた。

　一つ。この少女は何なに故ゆえに老人めいた口調で喋しやべるのか。

　二つ。そもそもこの近所に魚が釣れるような場所があったか？

「海も川もこの辺にはねえと思うんだが」

　さしあたり、第二の疑問を口にしてみた。

「カッカッカッ」老人めいた笑い声を、少女は上げた。「『ちょっとその辺』ってのは、二時間以内に行ける場所のことを言うんじゃよ。ここじゃあな」

　馬型悪あく魔まか鳥形悪魔でも使ったか。たしかに二時間も移動を続ければ、どこかに川くらいはあるだろう。

「ってことは、すごい朝早くから釣りに出かけたのか」

「まあな。夜よ討うち朝あさ駆がけが魚釣りの基本……」

　少女は不意に言葉を切った。興味津しん々しんな表情を浮かべて、

「ところで、あんたら何者じゃね」

　問うてきた。

「あ、ああ……俺はエルバ・ナイトロンド。こっちはルナ・ルガ」

　エルバはまず自分の胸に手を当て、次にルナを示す。ルナは片手を上げて笑えみを見せた。

「個人的な興味から、リの一族の居住地跡を見に来た。……あんたは？」

「ワシの名はミカル・ナガサカ」

　言って、少女は帽子を脱ぬいだ。その下から現れたのは長い黒くろ髪かみと、その黒髪の中から突つき出ている二本の角。オーラン先住民の証あかしだった。

「ここに住んでいる者じゃよ」

「ここ？」

　ルナは背後の鉄門を指さした。

「ここというと、ここ？」

　ミカルは頷うなずいた。

「そう。わしは、虐ぎやく殺さつの地に住み着いている墓はか守もりじゃ」

　言って、少女はズボンのポケットから鉄の鍵かぎを取り出した。




　門の内側、入ってすぐの場所に、背が低く横に細長い建物が建っていた。外がい壁へきと同じ材質で造られており、これまた歳月の深みを感じさせる。

　建物のすぐ前に何本かの太い木が生えている。その木こ陰かげに、幹を背にして一人の男が座り込んでいた。

「お……」

　男は頭から白い大きなタオルを被かぶり、半ば眠ねむり込んでいたようだったが、三人の接近を感じ取ると頭を出した。

「今日は大漁のようだな。魚だけじゃなくて、人間まで釣ってくるとは」

　低い、抑よく揚ように乏とぼしい声で男は言った。

「カッカッカッ」

　対照的に、少女の声は甲かん高だかく、元気に満ちていた。

「川に釣り糸を垂らしたら、こいつらがミミズに食くらいついてきてのう」

「そうかい」

　男はつまらなそうに吐はき捨てると、幹にもたれたまま立ち上がった。

「おいマモル」ミカルは眉まゆをひそめた。「人がボケておるんじゃ、ツッコミをよこせ。『川から人が釣れるか』とか、『ミミズを食う人間がいるか』とか」

「川から人が釣れることもあるかもしれないだろ。それに、俺は昔ミミズを食ったことがある」

　冷たく切り捨て、男はエルバ達に目を向けた。

「で、あんたらは何者だ。食用ミミズを探しに来たのか？」

「ミミズを食べる趣しゆ味みはない」エルバは答えた。「個人的な興味から、ここを見に来た。あんたらこそ何者なんだ？　ここは十年前に放ほう棄きされた土地じゃねえのか」

「その通りだ」

　マモルと呼ばれた男は、数歩だけエルバ達に近づいた。が、日の光を避さけるためか、木陰のへりで足を止める。年齢はエルバよりちょい上くらい、ローブを着用して首から下の肌はだの露ろ出しゆつを避けている。

　そして、両側頭部からは角が生えていた。

「俺達は、墓守だ」

「州か連れん邦ぽうから派は遣けんされているのかい」

　ルナの質問に、ミカルが答える。

「いいや。個人的な善意からやっとるだけじゃ」

「善意というのはおこがましい気もするが」マモルが付け加えた。「まあとにかく、勝手に墓守をやっている」

「墓守……なあ」

　エルバは身を翻ひるがえし、自分の背後の光景に視線を投げた。

　塀へいの内側の地面には煉れん瓦がが敷しき詰つめられていた。が、塀から遠ざかるにつれて、抉えぐられ、掘ほり返された場所が目立つようになっていく。さらにその向こう側にあるのは背の低い、ほとんど膝ひざの高さにも届かない煉瓦塀群だ。かつて敷地内にひしめいて建っていたであろう建築物が、破は壊かいされた跡あとだった。

「敷地中央に行けば行くほど、爪つめ痕あとは大きい。まともに残っているのはここと、神しん殿でんくらいのもんだ」

　マモルは横手を指し示す。外壁沿いに一つだけ、ほぼ原形を留とどめているらしい背の高い建物が建っている。

「神殿」エルバはあることを思い出した。「そういやサクラが言ってたっけな。神殿に隠かくれていたおかげで助かったとか」

「ほお」ミカルが眉をつり上げる。「君ら、知り合いに事件の生き残りがおるのか」

「まあな。ひょっとしてあんたらも生き残りなのか」

「いいや」

　ミカルとマモルの声がハモった。

「俺達はハーフなんだ。オーベイ人の社会で育ったんだよ。それが証しよう拠こに、眼鏡めがねかけてないだろう」

　マモルは目め尻じりをつついた。たしかに、二人とも眼鏡をかけていない。角と眼鏡がオーラン先住民の特とく徴ちようなのだが、両者ともに角しかなかった。

「ふーん。だったら、なんで墓守なんかやろうって気になったんだ」

「善意と言ったじゃろ」とミカル。「それ以外の何物でもない。つまり、わしらは善人じゃから、善行を積んでいるというわけじゃ」

「……墓を守る必要なんてあるのか？」

「意外とある。たまに、盗とう掘くつしにやってくる罰ばち当あたりな輩やからもおるからのう。もしくはこの場所でキャンプファイヤーをやらかそうとか。そういう奴やつらには、わしらが神に代わって神しん罰ばつを下しておる」

「ところで、まさかおまえらも、盗掘目的でやってきたんじゃないだろうな」

　マモルはエルバを睨にらみつけた。

「正面から堂々と入る泥どろ棒ぼうがいるか」エルバは反論した。「そもそも、ここに盗掘できるものがあることすら知らねえよ。……って、本当に財宝でも埋うまってるのか？」

「財宝……」

　マモルは少し考え込んでから答えた。

「宝と呼びうる物が埋まっている可能性が、ないでもない」

「なんだよ、その曖あい昧まいな言い方は」

「正確を期するとこうなる。地上の建築物はほぼ破壊されているが、瓦が礫れきの下に地下室が残っている可能性はある。そこに決して財宝がないとは言い切れない。ま、ないと思うが」

「ふーん。まあとにかく、俺達は盗掘目的でここにやってきたわけじゃない」

「だったら、何をしに来た？　虐ぎやく殺さつ事件の跡以外、ここにはなにもないぞ」

「差し支つかえなければ、教えて欲しいのう」

　興味があるのか、ミカルも聞いてくる。

「それは、……」

　自分の考えをまとめる時間をおいてから、エルバは答えた。

「最近、俺は虐殺事件の関係者と知り合った──」

　オーラン先住民虐殺事件。

　十年前、ドース連邦の西部州連合が独立を目指して起こした独立戦争の最さ中なか、オーラン先住民リの一族の居住区で起こった事件である。東部軍の一部隊、クラヴリー・ガーディアン少しよう佐さ率いる隊が一晩で先住民達を鏖おう殺さつした、とされるものだ。

　ブルティエールに住み着いて以降、エルバは虐殺事件の生き残り三人と知ち己きを得た。

　一人は虐殺された側、オーラン先住民リの一族出身のサクラ・イシザワ。

　同じくリの一族出身のカエデ・ニカイドウ。

　もう一人は、虐殺事件の首しゆ謀ぼう者しやと目されている男クラヴリー・ガーディアン。

　さらに、エルバの父チェビアトは虐殺事件の直後に現場に居合わせていたという。

　自分のあずかり知らぬところで起きていた事件ではある。だが最近になって、事件の存在はエルバの人生に小さからぬ影えい響きようを与あたえ始めていた。ある種の運命めいたものを、エルバは感じつつあった。だから、ファルナの見送りついでに現地に立ち寄ることを決心したのだ。

　現場に行って、何かをしたいわけではなかった。虐殺事件の真実を調べたい、などと大それたことなど考えてはいない。ただ、自分の心に刻みつけたかったのだ──十年前、事件を生き延びた人々はここで何を見たのか。もちろん、今いま更さら行ったところで同じものを見られるはずがない。しかし現地を自分の目で確かめることで、彼らの気持ちに少しでも近づけるのではないか──そんな気が、エルバはしていた。

　一通りの説明を、ミカルとマモルは黙だまって聞き入っていた。エルバが口を閉とざすと、二人は視線を交かわし、お互たがい頷うなずき合う。

「なるほどな。だったら、俺達におまえらの邪じや魔まをする理由はなさそうだ」

　マモルが言うと、ミカルもニッと笑う。

「案内して進ぜよう。ここは広すぎるから、中で遭そう難なんする恐おそれもあるしのう」

「そりゃありがたい」エルバは言った。「遭難の危険は外でさんざん味わってきたからな」

「フム。じゃあさっそく行こうか」

　ミカルが踏ふみ出し、エルバとルナがその背中に続く。そしてマモルは「いってらっしゃい」と手を振ふった。

「待て」ミカルが足を止める。「おまえも来い」

「うるせえこの変態」マモルは言い返す。「案内ならおまえ一人で行けばいい。俺が出る必要はねえだろ」

「えー。人数が多い方が楽しいじゃろが」

「魚はどうする」

　マモルはミカルの腰こしの容器を指さした。

「放置して行ったら腐くさるだろうが」

「少しくらいだったら腐らんて。心配性しようじゃな」

　と言いつつ、ミカルは腰の容器を外してマモルに手て渡わたした。

「おまえらがここに帰ってくる頃ころに焼き上がるようにしておいてやる。だからさっさと行ってこい」

「しゃーないのう。ちゃんと焼いておけよ。さ、行こか」

　ミカルはあきらめてマモルに背を向け、歩き始めた。エルバとルナは黙ってその後をついて行く。




　どこまで行っても瓦礫の山だった。

　敷しき地ち内はなだらかな丘おかになっている。一行はひたすらにゆるやかな坂を上り続けた──が、進めば進むほど混こん沌とんは広がっていった。えぐれてむき出しの赤土、瓦礫の山、無む秩ちつ序じよに生える雑草。かつてここに人が住んでいたという痕こん跡せきが徐じよ々じよに消えていく印象を、エルバは感じていた。

　しかし、ミカルが先導していく道だけは、きっちりと雑草も刈かられ、歩きやすいよう整備されていた。

「あれが慰い霊れい碑ひじゃ」

　ミカルの指さす先に、瓦礫も雑草もない大きな平地が広がっている。そしてその中央に、大きな石碑がうち建てられていた。エルバの身長をはるかに超こえる高さで、その表面には比例して巨きよ大だいな文字が彫ほられている。これもまたオーラン人の言語のようだ。

「ま、わしらの仕事と言ったら、ここの周辺を常に整備しておくことくらいじゃな。雑草が生えたら刈り、鳥の糞ふんが落ちてきたら碑をぬぐう。無む報ほう酬しゆうでやってやってるんだから、えらいもんじゃろ」

「えらいな。大したもんだ」

　エルバは素す直なおに感心した。ミカルの言う通り、広場は今すぐ競馬でも開かい催さいできそうなくらいに広こう範はん囲いに整備され、碑はまるでつい一週間前に建てられたかのごとく輝かがやいている。

「ずいぶん手間をかけている」ルナも感かん嘆たんの言葉を口にする。「なんでまた、こんな慈じ善ぜん行こう為いをやっているんだい？　無報酬だってのに」

「報酬をもらわないから慈善行為と言うんじゃよ」

　ミカルはニッと笑ってみせた。それから、慰霊碑に片手をかける。

「わしは──マモルもじゃが──あの事件の直後くらいにここにやって来た。数日後、というところかな。そして後始末を行った」

「後始末？」

「死体の埋まい葬そうじゃよ」

　つい先ほどまでの陽気な表情はどこへやら、沈ちん痛つうな面おも持もちで語り始める。

「地じ獄ごく絵え図ずというのはああいうのを言うんじゃろうな。命を失った人間の身体からだが千も転がっておったんじゃぞ？　犬やら鳥やらが死体を食べに群がってくるし、時がたつにつれて腐ふ臭しゆうが立ち上ってくるし。わしらは先に駐ちゆう在ざいしていた部隊と協力して、すべての死体を火か葬そうしてこの地に埋うめた」

　静かに首を回し、ミカルは周囲を見み渡わたす。その瞳ひとみには、今も死体の山が映っているかのようだった。

「西部軍か？」エルバは口を挟はさんだ。「だったら、その中には父さんがいたと思うんだが」

「ほう？」

　興味を引かれ、ミカルはエルバの顔をじっと見る。

「……似たような奴やつがおったようなおらんかったような……覚えてないな」

　言葉を切り、ミカルは再び碑に顔を向ける。

「戦後少しして、この慰霊碑は建てられた。ガーディアン裁判と前後する時期じゃったかな。この通り立派な碑は建てられたが、去る者は日々に疎うとしと言ってのお。おおかたの者は、殺された人々のことなどすぐに忘れてしまった。この場所も荒あれ放題よ。到とう底てい見ていられなくなったんで、わしはマモルと一いつ緒しよに墓はか守もりを務つとめることにしたわけじゃ」

「そうなのか。こんな場所でたった二人とは、大変だな」

「そうでもないぞ。ちょっと人里離はなれた場所で農家をやっていると思えば。神に見放されたような土地ではあるが、農作物を作ることはできる」

「……ここの敷地内に畑があるのか」

「もちろん。オーラン先住民は二千年間、ただ悪あく魔まとの闘とう争そうのみで生きてきたわけではない」

「そりゃそうだ」

　エルバは納なつ得とくした。丘の上から遠方を見渡せば、土の黒と植物の緑の二色が交こう錯さくしている区画がある。そこが畑なのだろう。

「食うものに困る恐おそれは全くないぞ。山に行けば鹿しかや猪いのししを狩かれるし、魚が泳ぐ川もある」

「そして畑にはミミズがいる」

「そう、ミミズをまとめて踊おどり食いするのに最近凝こっていて……って、ンなわけあるか！」

　自分でボケて自分でつっこむミカル。しまいには自分でケタケタと笑い出した。

「おぬし、なかなか面白い奴じゃのお。どうじゃ、わしと一緒に墓守をする気は無いか？　マモルのような朴ぼく念ねん仁じんと毎日ツラつきあわせるのもそろそろ飽あきてきてのお」

「残念だが、俺には博物館という大事な職場がある。遠えん慮りよさせてもらう」

　エルバは即そく答とうした。

「えー。良いではないか。誤解のないよう言っておくが、我々は実際にミミズを食って生きているわけではないぞ」

「わかってる。というかあんた、マモルと──」

　恋こい人びと同士かなんかじゃないのか、とエルバは問おうとしたが、ミカルは先回りして首を横に振ふった。

「奴とはそんな関係じゃないぞ」

　極きわめて無関心な口調だった。照れるでもなく、ムキになって否定するでもない。

「まあとにかく、俺は休みをもらってここに来てるんだ。帰らねえわけにはいかねえよ」

　肩かたをすくめるエルバ。

　仕方ない、とミカルはため息をついた。

「さよか。残念じゃのう。だったら、せめて死者に祈いのりを捧ささげてくれ」

「そうさせてもらう」

　エルバは慰霊碑の前に立ち、目を閉じようとした──がその前に、ルナが慰霊碑の前後をうろちょろしていることに気づく。

「おいこら」

　エルバはルナの肩を摑つかんで引き寄せた。

「何をしている。てめえも黙もく禱とうしろ」

「なんでだい」ルナは言い返す。「死者の魂たましいに祈りを捧げるだなんて、僕に人間みたいな行こう為いを要求されても困る」

　呆あきれたエルバは、右手の指を二本立ててルナを思い切り突つっついた。

「あのな。おまえがおおよそ人間とはかけ離れた思考様式の持ち主だってことは知っている。だがミカルは知らねえんだ。他人の前ではせめて人間らしく振る舞まう努力をしろ」

「わかったよ。そんなにつつかなくてもいいだろう」

　ルナは妥だ協きようの言葉を口にし、エルバの横に並んだ。エルバが胸に手を当てて目を閉じるのを見て、見よう見み真似まねの仕草をしてみせる。

　その様子を、ミカルは無表情で眺ながめていた。




「戻もどってきたか」

　またも眠ねむっていたのか、門もん扉ぴのそばまで戻って来ると、マモルは気配を感じて頭のタオルをのけた。

　すぐそばで、たき火が燃えさかっている。その周囲には串くし刺ざしにされた魚が立ち、表面にぱりぱりとした焦こげ目を作っている。

「いい具合に焼けとるのお」

　ミカルは火のそばに駆かけ寄ると、魚の串をひょいひょいと抜ぬいた。くるりと反転して、エルバとルナに一本ずつ突きつける。

「さあ食え食え」

「戴いただこう」

「僕は遠慮」

　エルバは素す直なおに受け取ったが、ルナは拒きよ絶ぜつする。「さよか」とミカルは余った魚に嚙かみついた。

「おい」不ふ機き嫌げんな声を、マモルはミカルにぶつけた。「人がこの晴天の下もとで汗あせかきながら必死こいて火をたいたってのに、感謝の言葉はねえのかこの変態」

「細かいことを言うな。おまえにはいついかなる時も感謝してると言うに」

　笑え顔がおでミカルは答えたが、マモルの表情は和やわらがなかった。

「関係ない質問だけど」ルナが言った。「なんで君はミカルを変態呼ばわりするのかな」

　その質問に、マモルはむすっとした表情のまま答えた。

「変態だから変態と呼んでいる」

「もっと具体的に説明してくれ」

　エルバの言葉にマモルは少し考え込んだが、結局首を横に振った。

「具体的には説明できない。言ってもあんたは信じないだろう」

「つまり」ルナは言った。「よくわからないけど、彼女は信じられないくらいの変態だと解かい釈しやくしていいのかな」

「マモル」低い声をミカルは絞しぼり出した。「客人らに誤解を招くようなことは言うな」

「なにが誤解だ」

　立ち上がると、マモルはミカルを指さしつつエルバに顔を向ける。

「こいつから何を教えられた？」

「えーと」少し考えてから、エルバは答えた。「オーラン人は畑でミミズを養よう殖しよくしているとか」

　マモルは頭を抱かかえた。

「食い終わったらついてこい。神しん殿でんの方は俺が案内する。この変態には任せておけん」




　神殿の門をくぐると、そこは丸まる天てん井じようの丸いホールになっていた。

「こりゃすごい」

　エルバはごく自然に感かん嘆たんの声を漏もらした。

　白い壁かべと柱に囲まれた荘そう厳ごんな空間は、不思議と心が落ち着く場所だった。高い天井を見上げれば、高い位置にぐるりと一周するレリーフが埋うめ込まれているのが見える。

　そのレリーフをしばらくの間眺めた後、エルバは疑問を口にした。

「きれいなレリーフだってのはわかるんだが、彫ほってある図ず柄がらに統一性がないのは気のせいか？」

　言われて、マモルも頭上を見上げる。

「そうかもな。あれは星座をモチーフにしている」

「星座？」

　もう一度エルバはレリーフをじっとみつめる。牛、水みず瓶がめ、蠍さそり、人間などなど。星座にしては、エルバの知らないものばかりだった。一部には山羊やぎと魚が合体したような悪あく魔まめいたものも見える。

「オーラン先住民は二千年前、チキュウと呼ばれる土地からドースの地にやって来たと言われている。あれは、チキュウから見えていた星座だそうだ。先祖達が自分たちの故郷を想おもって作ったのだろう」

「へえ……俺達の星座とは、まるきり別物だな」

　感想を呟つぶやいて、エルバは奥へと向かった。

　ホールの奥は聖堂となっていた。前方には祭さい壇だんがあり、その手前には聴ちよう衆しゆう用の椅い子すが並んでいる。そして祭壇の背後には巨きよ大だいな十じゆう字じ架かが据すえられていた。

「こっちは俺達とあんまり変わらねえな。なんかこう、特別で怪あやしげな神像とかが並んでいるのを期待していたんだが」

「実際のところ、オーラン先住民は一いつ般ぱん的に信しん仰こう心は薄うすいようだ。かくいうこの俺も無神論者でね」

「そうなのか？」

「当然だろう。もし神がいるのなら、虐ぎやく殺さつ事件なんて起きるものかよ」

　マモルはわずかに表情を沈しずませ、椅子に座り込んだ。

「俺とミカルは十年前、独立戦争に参加した」と語り始める。「西部州の独立には正義があると信じたからだ。そもそも東部と西部じゃ、環かん境きようも違ちがえば気質も違う。それを東部人の流りゆう儀ぎで枠わくにはめようとするから、無理が出る。奴やつらに二度と頭を押さえつけられないようにするために、俺達は戦った。だが──」

　言葉を一いつ旦たん切り、マモルは頭をもたげ、十字架を見上げる。

「結果、独立を勝ち取ることはできなかった。後に残ったのは多数の戦死者と、ここの住民のような一方的な被ひ害がい者しやだけだ。俺達は地上のありようを変えようとして戦ったのに、何も変わらなかった。生まれたのは無数の悲しみと怨えん嗟さの声だけだ。あの時に抱いだいた志は正しかった、と今でも信じているが、しかし結果がこれではな……。神がいるのならば、十年前の戦争にどんな意味があったのか教えて欲しいもんだ」

「それで、贖しよく罪ざいのつもりでここの墓はか守もりをしている、と？」

　ルナが言うと、マモルは自じ嘲ちよう気味に頰ほおを歪ゆがませた。

「贖罪しているという気分を味わうために、と言った方が正確だろう。あの戦争に参加した罪をどうやってあがなえばいいのか、俺は知らん」

「ずいぶん自省的だな」

　エルバが言う。十年前の戦争に参加した者は今でもたくさんいるし、たびたび彼らの戦争に対する思いを耳にすることもあった。戦いの最さ中なかにおける戦せん闘とう行こう為い、殺人行為を悔くい、思い悩なやむ人々は少なくないが、戦争に参加したことそのものを悔いる人間というのは珍めずらしい。

「ここは何にもない場所だ。暇ひまつぶしするには、思し索さくにふけるしかないのさ」

　シニカルな笑えみとともに、マモルは呟いた。

　改めてエルバは聖堂を見み渡わたした。聖堂は広く、結構な人数が入れそうだった。虐殺事件の時、サクラはこの神殿に隠かくれて難をやり過ごしたことを思い出す。

「そういやあ」エルバは問うた。「あんた、サクラ・イシザワって知ってるか」

「さっき言っていた、事件の生き残りか？」マモルは首をひねった。「知らない。事件の後始末の時に顔を合わせてはいるんだろうが、あの時は名前を聞いている余よ裕ゆうなんてなかった」

「事件の時、サクラは兄と生き別れたそうだ。シローという名前だそうだが、そっちも知らないか」

　マモルはより大きく首をひねった。

「さあ……わからんな。念のためミカルにも聞いてみるといい。あいつも知らないと思うが」

「そうか。残念だ」

　エルバは少し考え込んでから、別の質問をした。

「ミカルも独立戦争に参加したって言ってたよな」

「言った。それがどうかしたか」

「……あいつは一体何歳なんだ？」

　エルバの目には、ミカルの姿は十六歳程度に見えた。独立戦争は十年前であるからして、エルバの目を信じるならばミカルは六歳の時に従軍していたことになる。常識的にそんなことはありえないはずだ。

「ジジ臭くさい語り口にすっかり騙だまされてた。あいつ、どんだけ若作りしてんだよ」

「だから言っただろ」マモルはつまらなそうに言った。「あいつは変態だって」




「そろそろ帰らないと」

　西の空に傾かたむき始めた太陽を見上げ、エルバは呟いた。

「それがいい」ミカルも同じく太陽を見上げていた。「街まで戻もどるのはかなりかかるからのう。途と中ちゆうで日にち没ぼつを迎むかえたらえらいことになるぞ」

「おまえらがどうなろうと知ったことじゃないが、死にたくなければさっさと帰れ」

「はいはい」

　マモルがやたら冷たいことを言うのは彼の芸風であるらしい、とわかってきたので、エルバは適当に返事した。円盤レンズを取り出して、ユニコーンを召しよう喚かんする。

「今日はありがとう。色々助かったよ」

　謝礼の言葉を投げて、ルナはユニコーンの背に飛び乗った。

「まったくだ」エルバも同意する。「あんたら、もしこの先ブルティエールに来ることがあったら、北の果てのバベルハイズ自然史博物館に来てみるといい。おもてなしするぜ」

「覚えておこう」とミカル。

「その名前、三日で忘れるだろうがな」とマモル。

　ルナは笑顔で手を振ふり、ユニコーンは身を翻ひるがえして駆かけ出した。鉄の門から飛び出し、居住地跡あとを去っていく。

　ミカルとマモルはエルバ達を見送った。単たん騎きで駆け行く姿が見えなくなるまで。

「あいつ……」

　二人の姿が完全に消えるのを待ってから、ミカルは言った。

「魔ま神じんじゃったな」

「そのようだ」マモルは頷うなずいた。「俺は会ったことがない相手だが」

「わしは会ったことがあるぞ。ま、向こうがわしに気づかんのも当然じゃが」

「だろうな。この変態が」

　冷たい目で、マモルはミカルを見下ろした。

「それはともかく、また戦いが始まっているんだな」

「みたいじゃのう。奴もまたワシらと同じく、魔王に運命を操あやつられる哀あわれな子羊の一人か」

「そのようだ。この星には神はいないが、魔王はいる。最悪だな」

　そう吐はき捨てて、マモルはタオルを被かぶった。

　空は相変わらず雲一つ無かったが、太陽は西の地平線に少しずつ吸い寄せられ、赤い黄昏たそがれの輝かがやきを帯び始めていた。







「どうだったかな？　今回の旅は」

　シンキョウ駅の駅舎入口わきにて、ルナはそう尋たずねてきた。

　エルバ達は日没前にシンキョウにたどり着き、遭そう難なんの危険を回かい避ひすることができた。あとは夜行の汽車に乗り、一晩かけてブルティエールに戻るだけである。体力の消しよう耗もうという点ではここから先も大変ではある。

「重かった」

　エルバはぼそりと呟つぶやいた。

「重い？　枯かれ葉よりも軽いこの僕が？」

「そうじゃねえ」

　反射的にエルバはツッコミを入れたが、表情は重苦しいままだった。

「サクラやカエデ、それにクラヴリーの野や郎ろうが背負っている物が見えた。見えただけでも、俺には重すぎる」
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　あの無人の荒こう野やで、かつて千の命が一晩で奪うばわれたという事実。破は壊かいの爪つめ痕あと。何もかも、エルバが見たことのない代しろ物ものだった。そしてそこで生まれた無数の苦しみ悲しみは、十年たった今もあちらこちらに長い尾おを引いている。エルバのごときちっぽけな一人の人間の心では、とうてい受け止められるものではない。

「そう暗くなりなさんな」

　ルナの声はあくまでも脳天気だった。

「人の命は有限だ。死なんて、そこら辺にありふれたことなんだよ。それに君のあずかり知らぬ場所で起きたことなんだ、君が思い悩なやむ必要はどこにもない」

「それはそうだが」

　ルナの言葉は正しい。が、納なつ得とくできないものでもあった。

「おまえはあの場所で何も感じなかったのか」

「十年ぶりだから久しぶり、と思った」

　けろりとしてルナは答えた。

　エルバは頭を抱かかえるしかなかった。これ以上言うだけ無む駄だか、と無言のままに手を右目に近づける。

「あ、ちょっと」エルバの意思を悟さとり、ルナは慌あわてた。「何するの」

「おまえがいたら二倍の運賃払はらわなきゃなんねえだろ。少しおとなしくしてろ」

　自分の右目から、エルバは赤い円盤レンズを取り出した。それに呼応して、ルナの身体からだは雲うん散さん霧む消しようする。エルバは左手の円盤ホルダーに赤い円盤をしまった。しかし直後、

「……うっ」

　公共の場所でルナの姿を消してしまったことに気づき、はっと青ざめる。

　慌てて周囲を見み渡わたした。エルバの立ち位置は駅舎の入口のすぐ横。日は既すでに落ちて街灯の明かりしかない。駅の外側を見る限り、エルバを注視している者はいなそうだった。駅の内側も大だい丈じよう夫ぶだろうな、と駅舎内部をのぞき込み──

「うあっ」

　駅から出てきた人間とぶつかってしまった。正面衝しよう突とつして尻しり餅もちをついてしまう。

「……大丈夫か！」

　エルバはすぐに起きあがり、相手に手を伸のばした。

　相手もまた尻餅をついてしまっていたが、怪け我がは無さそうだった。エルバの手を取って立ち上がり、手放してしまったカバンを拾い上げる。

「すいませんね。少しぼーっとしていましたので」

　細い目をした銀ぎん髪ぱつの青年は丁てい寧ねいな口調で言い、頭を下げた。

「いや、こっちこそ悪かった」

　エルバも頭を下げる。明らかにエルバの方が悪いのだが、銀髪の青年は少しも気にする様子はなかった。軽く手を上げると、「お互たがい、気をつけましょう」と言い残し、そのまま駅外の闇やみの中へ消えていく。

「……やれやれ。どうも落ち着かねえぜ」

　ついうっかり忘れていたようだ──魔ま神じんが、世間一いつ般ぱんには知られぬ秘密の存在であるということを。

　一つ深呼吸し、背伸びをして、少し落ち着いてから、エルバは駅舎の中へと入っていった。







　遠い昔、この星は魔王によって支配されていた。

　魔王は八人の魔神を従え、しろがねの悪あく竜りゆうと呼ばれる悪魔に乗り、そしてその他諸もろ々もろの悪魔達を操り、強大な力を振ふるう暴君として君臨していた。しかし人々は円盤によって悪魔を使し役えきする術すべを覚え、二百年前についに魔王を打ち倒たおした。人々は魔王の持つ八つの瞳ひとみ、八人の魔神を召喚する八枚の円盤を封ふう印いんし、その上にブルティエールという都市を造って、人間の手による統治を開始した。

　魔王戦争と呼ばれるおとぎ話である。「魔王」の正体は、現代に生きる人間にとっては格好の議論の的となっていた。一般的には、過か酷こくな支配をドース全土に敷しいた人間の暴君が勝手に魔王を名乗ったか、あまりの苛か烈れつな圧政に人々が勝手に魔王と呼ぶようになったか、そのいずれかであろうと目されている。

　しかし事実はそうではない。魔王は存在したのだ──その名の通り、悪魔の王と呼ぶべきものが。

　百年前、封印された魔王はその意志を覚かく醒せいさせた。自身の完全な復活を望む魔王は、その目的を叶かなえるために「八眼デイアボリツク争覇パーテイ」という手段を思いついた。

　魔王もまた悪魔に属するものであり、円盤によって召喚される。普ふ通つうの悪魔は二枚の円盤によって召喚されるが、魔王は八枚の円盤を持つ。そして円盤の一枚一枚が強大な力を持ち、単体で魔神と呼ばれる存在を召喚する。

　己おのれの依より代しろとなる人間を選び出すため、魔王はまず八人の候補者を選び、彼ら一人一人に一枚ずつ魔王の瞳を与あたえ、魔神と契けい約やくをさせる。そして八人を殺し合わせるのである──「戦いに参加して勝ち抜ぬけば、望みを叶えてやる」というエサをちらつかせて。それを勝ち抜いた者こそ、魔王の依代となるにふさわしいというわけだ。

　百年前、魔王の残ざん滓しがブラナ・ラ・モートという少女の姿となって復活して以来、八眼争覇はたびたび行われてきたらしい。依代は一人だけで済むはずなのに、なにゆえ何度も八眼争覇を繰くり返すのか、その理由は謎なぞだ。意中の人物が出てくるのを待っているのか、それとも単なる気まぐれか。それはブラナ自身しか知らないことである。

　そう、知らなくともいいことだ。たとえ、氷結の魔神ルナ・ルガと契約し、何度目かの八眼争覇に参加しているエルバでも。エルバが知るべきなのは、八眼争覇に勝ち抜く方法だ。望みを叶えるという報ほう酬しゆうを得るために賭かけねばならないのは、自分の存在そのものである。戦いに敗れた時には、最悪の場合命という代だい償しようを支し払はらわされる。自分の命を地上に残すため、エルバは戦い抜かなければならないのだ。

　エルバの望みは、父の仇かたきを討うつことだ。エルバの父チェビアトは、六年前に行われた八眼争覇に参加し、そして命を落とした。エルバは父が殺される現場に居合わせ、その際自身も右目の上に傷を負った。父の命を奪うばった男を許してはおけない──その思いが、エルバを八眼争覇参加へと駆かりたてたのである。

　ルナと正式に契約してから数ヶ月、エルバはルナを含ふくめて七柱の魔神と遭そう遇ぐうし、そのうち三柱までを打ち倒してきた。八眼争覇を止めるために八眼争覇に参加している少女、アルテキア・バベルハイズと同盟を組んでいるため、残すところ倒すべき魔神は三柱である。

　しかしながら、チェビアトを殺した者と組んでいた魔神、闇やみ照てらしの魔神ヤミ・ヤタはいまだ姿を見せず、遠からずエルバ達の前に立ち塞ふさがるであろう二柱の魔神、獄ごく炎えんの魔神ネア・ネアと電光の魔神マロ・マロは既にその強大な力の片へん鱗りんを見せている。

　ここまで幸運にも恵めぐまれて生き抜くことができたエルバではあるが、これから襲おそいかかって来るであろう試練を思うと、決して楽観はできない。己の命を守るため、そして望みを叶えるためにも、エルバは戦い続けなければならないのだった。







「フホホ……罠わなにはまったでおじゃるな、諸しよ兄けい！」

　電光の魔神マロ・マロが手元の紐ひもをぐいっと引っ張る。

　途と端たん、そのフロアの石の床ゆかが突とつ然ぜんに崩ほう落らくして、警察官達を巻き込んだ。

　警官達は皆みな、オオツノミノタウロスを召喚していた。牛面人身の男達は為なす術すべもなく、地下へと落ちていき折り重なって倒れていく。落下距きよ離りは約二メートル少々、大おお怪け我がの恐おそれは低いものの、身体からだを打ち付ければそれなりに痛い。悪魔やら床石やらの下した敷じきとなり、ミノタウロス達はただうめき声を上げるしかなかった。

　そんな中、電光の魔神は宙に浮ういていた。

「ここまでうまい具合に罠にはまってくれるとは、楽しくて仕方がないでおじゃるな。フホホ」

　警官達は、自分の目を疑わずにはいられなかった。浮いているだけではない、オーラン先住民的衣い装しように身を包んだその男──声は男のものに聞こえた──の顔には、真っ赤な唇くちびるしかなかった。目と鼻がなく、眉まゆがあるべき場所には黒い丸模様が浮いている。

　マロは空中を滑すべるように移動して、警官達が飛び込んできた扉とびらにたどり着いた。その扉を開け放つと穴の中を見下ろし、

「ま、その程度の深さなら簡単に出られるでおじゃろ？　死にはしないであろ。頑がん張ばるでおじゃるよ」

　激げき励れいの言葉を投げかけた。

「待てー！　貴様何者だ！　ガーディアンの関係者か!?」

　警官達は下から声を投げ返す。が、マロは無視して外へと出て行った。

「さ、外にも警官はいるでおじゃるかな」

　呟つぶやいて、マロは周囲を見み渡わたした。ここはブルティエール三十八区、遠い昔に廃すたれて廃はい墟きよばかりが軒のきを連ねる無人の区画である。それだけに、誰だれかが騒さわいでいるとすぐに気配が聞こえてくる。遠くからの声に従ってマロは歩を進め、程ほどなくして瓦が礫れきの転がる広場に警察の外部待機班を発見した。

　警官は全部で四名。うち二人はオオツノミノタウロスを召しよう喚かんしていたが、残り二人は既すでに地面に伸のび、生身の姿を晒さらしていた。

「さあ、かかってこいよ。びびってんのか、お巡まわりさん方よお」

　気絶している警官のそばで仁に王おう立だちしているのは、デスドレッドデーモンと呼ばれる悪あく魔まだった。ドースの南方に浮かぶ島デスドレッド島にのみその棲せい息そくが確かく認にんされている、人型で八段級の悪魔だ。八段級とは、その円盤レンズを所持し召喚するのに召喚士免めん許きよ八段が必要だということである。

　一方で、オオツノミノタウロスは二段級の悪魔である。彼ひ我がの差は歴然としていた。そのため、警官達も及および腰ごしにならざるを得ず、じっとデスドレッドデーモンを見つめつつじりじり後退する。

「つまんねえなあ」

　デスドレッドデーモンは、不意に低く伸ばしていた両手を下ろし、無防備にぶらつかせた。

「ミノタウロスなんか倒たおしても面おも白しろくねえぜ。あんたら、召喚し直しな。持ってる中で一番強い奴やつを喚よんで、かかってきな」

　意外な言葉に、二体のミノタウロスは当とう惑わくを見せた。が、視線を交かわして頷うなずきあうと、すぐさまミノタウロスを解放した。両目から円盤を取り出してホルダーにしまい、代わりに別の円盤を取り出す。

「召喚コンタクト！」

　二人は口々に悪魔を喚んだ。大気中の塵ちりが虚きよ体たいをなし、二体の首のない騎き士しが姿を現す。

「デュラハンか。六段級だったかね。二体相手なら不足はねえな」

　デスドレッドデーモンは構え直した。両りよう腕うでを斜ななめ下四十五度に伸のばす。

　なめきったその言葉に、警官達は強く反応した。

「その言葉、後こう悔かいするぞ！」

　叫さけんで、二人は同時に左右から飛びかかった。首無き騎士はごつい鎧よろいを着ている割に動きは俊しゆん敏びん、素す早ばやくデスドレッドデーモンを挟はさみ撃うちにする。肩かた口ぐちから突とつ撃げきし、重量で押しつぶそうとするが──

「甘いな！」

　デスドレッドデーモンが妙みような動きをした直後、デュラハンは双そう方ほうとも宙を泳いでいた。

「な──!?」

　警官達には、突然視界が回転したようにしか思えなかった。手足をばたつかせて、初めて自分が空を飛んでいることを知る。

「そーれよっとお！」

　一方の落下点にデスドレッドデーモンは回り込み、身体をねじってボレーシュートを叩たたき込んだ。デュラハンの軌き道どうは放物線から一直線に代わり、もう一方のデュラハンのところまで吹ふき飛ばされる。二体の騎士は地面すれすれで激突、もみ合いながら地面に転がった。

「ぐ……ぬお……？」

　警官二人とも、なんとか意識は保っているが、深刻なダメージで動けないようだ。

「チッ。不足もいいところだ」

　失望を口にしつつ、デスドレッドデーモンは肩を落とした。そのまま悪魔を解放する。中から出てきたのは、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男だった。動けない警官達を無視し、きびすを返す。

　と、すぐそこにマロ・マロが立っていた。

「チキュウ空手、冴さえているでおじゃるな。リデル」

　リデルと呼ばれた大男は、つまらなそうに頭をかいた。

「こんな相手じゃ訓練にもならんぜ。もう少し歯ごたえのある奴はいねえのかねえ」

　彼の名はリデル・ハンターチャンス。ブルティエール裏社会の犯罪組織マーレボルジュのメンバーであり、オーラン人に伝わる武芸チキュウ空手の伝承者でもある。

「それより、そっちは大だい丈じよう夫ぶだったろうな。ま、おめえの心配はする必要ねえだろうが」

　リデルが問い返すと、マロは赤い唇くちびるをわずかに開いて笑った。

「フホホ。クラヴリー殿どのが暇ひまつぶしに作っていた落とし穴で、一いち網もう打だ尽じんでおじゃるよ」

「いいね。じゃ、援えん軍ぐんが来る前にさっさと帰るか」

「さようさな」

　二人はひょいひょいと周囲を見渡し、新たな警官がやって来る様子がないことを確認してから、闇やみの中へ消えていった。




「その顔を見ると首しゆ尾びは上々だったようだな、二人とも」

　戻もどってきたリデルの顔を見て、クラヴリーは満足そうに言った。

「これですか、大将」

　リデルは一冊のノートを差し出した。途と端たん、クラヴリーの顔がぱっと明るくなる。

「これだ、これ」

　ノートを受け取り、中を確認する。そこには、クラヴリー自身の手でみっちりと描かかれた地図が広がっていた。

「こんな大事な物をうっかり前のアジトに忘れてしまうだなんて、私も間ま抜ぬけたことをやらかしたもんだ。捜さがすのに苦労したかね」

「苦労しましたよ。ノート自体はすぐに見つかったんですが、聞いていた話より早く警官連中がやってきましてねえ。それはもう、切った張ったの大勝負でさあ」

「そうか。それは悪いことをした。私自身が行くべきだったな」

「いや、それはだめですぜ。連中は大将を追いかけてんですから」

　リデルの言葉に、そりゃそうだ、とクラヴリーは頷き直した。

　三十代ながら既すでに髪かみの白いこの人物、その名をクラヴリー・ガーディアンという。彼は二度、ブルティエールを騒さわがせた男だ。一度は十年前、オーラン先住民虐ぎやく殺さつ事件裁判の被ひ告こくとして、一度はついこの前、デスドレッド島の監かん獄ごくからブルティエールに戻ってきた脱だつ獄ごく犯として。

　彼もまた、虚こ空くうの魔ま神じんミナ・ミグと契けい約やくし、八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加していた男である。エルバと戦って敗北し、今は資格を失っているが。ただ、幸運にも無傷でリタイアしたため、今は地下に潜もぐって活動している。

「大将にはやるべきことがある。つまんねえことで捕つかまったら、元も子もねえですよ」

　今もって、クラヴリーの首には脱走犯としての報賞金がかけられている。日の光の下を堂々と歩くわけにはいかないのだ。

「そうだな。なすべきことをなし遂とげるまで、私は捕まるわけにはいかん」

「……質問がある。なすべきことというのは、いつになったら始めるつもりなんだ？」

　不意に、横から飛んできた声。クラヴリー、リデル、マロの三者が同時に首を回す。

　不ふ機き嫌げんそうな顔をしたオーラン先住民の少女が壁かべにもたれて立っていた。カエデ・ニカイドウ、先住民虐殺事件の生き残りにして、電光の魔神マロ・マロの契約者である。

　カエデは、虐殺された一族の仇かたきを取るという望みをかけて、八眼争覇に参加した。が、その望みは今のところ果たされてはいない。事件以来十年、虐殺事件を率いたとされるクラヴリーを殺すことを生きる目的としてきたのだが、その目的は否定された──クラヴリーは虐殺事件に責任を負うべき人間ではない、という事実によって。

　虐殺の真の犯人を捜す。その一点において、クラヴリーとカエデの目的は一いつ致ちした。故ゆえにカエデは、魔神との契約を失ったクラヴリーと行動をともにしているのだった。しかし──

「毎日毎日、来る日も来る日も地ち下か迷めい宮きゆう探たん索さくだ。私は、マッピングの手伝いをするためにおまえと手を組んだわけではない！」

　両手を広げて、カエデは不満をぶつけた。彼らの現在位置は暗がりの中、奇き妙みような材質の壁と床ゆかで構成される地下通路だった。

　ブルティエールの地下には迷宮が広がっているという噂うわさがあり、少なくとも一部はこの通り現存する。だが、その全容を知る者は誰だれ一人としていない。八眼争覇からリタイアして以降、クラヴリーは来る日も来る日も地下迷宮の探索に精を出し続けているのだった。

「何を言うんだ。君は地下迷宮の解明に興味はないのか？」

「まっっっったくない」

　クラヴリーの問いかけを、カエデは力一いつ杯ぱい否定した。

「私の望みは、一族の無念を晴らす、ただその一事だ。こんなどうでもいいことに従事しなければならないとは不本意極きわまりない。それに、迷宮地図を前のアジトに忘れたからと言って、捕まる危険を冒おかして取りに戻るなどとは愚ぐ行こう以外の何物でもない！」

「ひどいことを言う」クラヴリーはあきれ顔で言った。「地下迷宮の全容解かい剖ぼうは子供の頃ころからの夢だというのに。それを君は愚行と言うのか」

「そうだ！　その通りだ！」カエデは叫さけんだ。「あなたが迷宮探索にかまけている姿を見ていると、疑問に思わずにはいられないんだ。あなたは本当に、あなたをハメた相手に復ふく讐しゆうをなし遂げたいのか、と」

　そう言うと、突とつ然ぜんすっとクラヴリーの顔から表情が消えた。

　カエデはびくりとした。クラヴリーは時々異常な気配を発することがある──普ふ段だんは愉ゆ快かいなオッサンなのだが、なにかのきっかけがあると、虎とらが尾おを踏ふまれたかのごとき殺気をまき散らす。
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「ああ、失礼」

　カエデの表情を読み取って、クラヴリーはすぐに気配を和やわらげた。

「当然だ。私は一いつ瞬しゆんたりと、復讐を忘れたことはないさ。ただ、復讐を遂げた後の人生プランも練っているというだけのことだよ。よくあるだろう、復讐に人生の全すべてを捧ささげた人間が、目的を遂げた後に燃えカスになるという話。あれは実に教訓的だと思うよ。君はどうだね」

「……それは……」

　意外な反論に、カエデは口ごもるしかなかった。虐殺事件以来、カエデはただひたすらに復讐を果たすことばかりを考え、その他のことに手を出す余よ裕ゆうなど無かった。一時期、ランの手入れに精を出したくらいか。

「私にとって一番大事なことは、自分の人生という果樹を実り豊かにすることだ」

　一方で、クラヴリーは余裕たっぷりといった調子で語る。

「かつてこの果樹は切り倒たおされかけた。結果は移植で済んだが、移植先はひどい日ひ陰かげで、まともに生育するのが難しい環かん境きようだった。そんなことをやらかす庭師は、首を切らなきゃならない。私にとって、復讐とはそういうことさ」

「…………」

　クラヴリーとの年輪の差を、カエデは痛感せざるを得なかった。復讐という目的をともにする相手ではあるが、視界の広さという点においては歴然の差がある。

「それに、敵はこちらから殴なぐり込みに行けるような相手ではない。向こうが仕し掛かけてくるのを待つしかないんだ」

「まあ……そうだが」

　カエデは認めた。

　その男、虐ぎやく殺さつの真なる首しゆ謀ぼう者しや、そして獄ごく炎えんの魔ま神じんの契けい約やく者の名を、カエデはクラヴリーから教示されていた。そしてその男が、ある社会的地位を獲かく得とくしているということも。社会の高位置に属するその男に対して、こちらから先に殴りかかるというのは実に難しいことだった。

「さしあたり今私達がなすべきは、警察の追っ手をかわし続けることだ。警官をどれだけ送っても埒らちが明かないということを奴やつが悟さとれば、奴はいずれ自ら動き出す。そうすれば、こちらにもつけ込めるチャンスが生まれる」

「そうですねえ」リデルが和した。「警察がどんだけ来ようが、俺達の尻尾しつぽすらつかめねえ。こっちにゃあデイジーがいやすしね」

　警察内には、デイジー・コ・クラストという協力者がいる。かつてクラヴリー・ガーディアン少しよう佐さの従僕をリデルとともに務つとめていた女性で、警察内の動きを逐ちく一いち教えてくれる。彼女の情報によって、クラヴリー達はアジトを変えたり、必要によっては警官隊を迎げい撃げきしたりしているのだ。

「むろん、警官ごときに我らがやられるものではない」

　その言葉に頷うなずきつつ、カエデは首をひねった。

「しかし私達が捕つかまらないとあらば、先にエルバとテッキ達の方に手を出すのではないか？」

「あり得る話だ」クラヴリーは認めた。「その時は、こちらから彼らに協力する。君の知り合いが、あの博物館にいるんだろう？」

「……まあな」

　カエデは短く答えて、宙に視線をさまよわせた。







　ブルティエールは八つの同心円によって区分けされた都市である。

　建設以来二百年、ブルティエールの人口は当時の建築家達の予想をはるかに上回る勢いで増加した。それゆえ、あぶれた人々は主にブルティエールの東西に流出した。これらを俗ぞくに東番外地、西番外地と呼ぶ。

　東番外地が社会の下層に位置する人々の生活の場であるのに対し、西番外地は金持ち連中の豪ごう邸ていが並ぶ高級住宅街として発展した。ここに家を持つということは、すなわち社会の成功者になったということである。

　そんな西番外地の中心近く、広い庭を持つ豪邸中の豪邸に、バルヒーヨは住んでいた。

　サイクス・バルヒーヨ。最近めきめきと頭角を現しつつある、新進若手の政治家である。年ねん齢れいは三十代半ばと非常に若いが、その人気は当代一と言ってよい。士官学校を首席卒業した彼は軍の中で実力を発揮し、そして西部内乱での活かつ躍やくでその名声を不動のものとした。彼はバルミダの地において、首都制圧のために進軍してきた西部軍を食い止めて撃退したという輝かがやかしい実績を挙げ、「バルミダの英えい雄ゆう」という二つ名を得たのである。

　この戦いは、西部優勢で進んでいた状じよう況きようをひっくり返す最初の一撃となった。それゆえにバルヒーヨは連れん邦ぽうに勝利をもたらした男として人々に迎むかえられた。戦後少しして政治家に転向し、その人気でもって選挙ではトップ当選を果たした。その経歴、その堂々たる態度、軍人らしい精せい悍かんな顔つき等々が相まって、バルヒーヨの人気は落ちることのない太陽のごとく、今も燦さん然ぜんと輝き続けている。

　その日、バルヒーヨは書しよ斎さいに詰つめて事務処理を行いつつ、ある青年の到とう着ちやくを待っていた。

「どうも、お待たせしました……と」

　大おお扉とびらを開けて書斎に入ってきたのは、ルシアン・パラドール。現総そう督とくホアキン・パラドールの息子むすこであり、現在はバルヒーヨの片かた腕うでとして様々な活動を行っている。

「よく来た。早かったな」

　バルヒーヨは書き物の手を止めると、ルシアンに笑え顔がおを向けた。人好きのする、好感の持てる笑顔だ。この笑顔だけで主婦層の票は根こそぎ持って行かれる、ともっぱらの噂うわさである。

　黒こく檀たんのデスクの引き出しから一枚の紙切れを取り出すと、バルヒーヨはデスク越ごしに突つき出した。ルシアンはその紙切れを手に取り、文面を読む。

「任命書？　ルシアン・パラドールを連邦税務局徴ちよう税ぜい課か実戦徴税係係長代理に任命する……」

　ルシアンは眉まゆをひそめつつ、役職名を繰くり返した。

「連邦税務局徴税課実戦徴税係係長代理。なんの冗じよう談だんですか、この恐おそろしく長い役職名は」

「前半部分は忘れてくれ。要は、おまえに実戦徴税係のリーダーを務めて欲しいってことよ」

「実戦徴税係……いわゆる『砂すな絞しぼり』ですか？」

「そう」

　バルヒーヨはくるりと椅い子すを回すと、自分の背後、開け放たれた大窓と向き合った。書斎は二階にあり、ベランダから庭園が見下ろせる。

「クラヴリーの野や郎ろうを片づけて、後こう顧この憂うれいを無くしてから八眼デイアボリツク争覇パーテイに取りかかろうと思っていたんだが、どうにも軍警察の連中が無能でな。捕まる気配がない。ネアも暇ひましている」

　言いつつ、庭に立ち尽つくしている魔神に目をやる。

　ネア・ネア。バルヒーヨと契約している獄炎の魔神である。その風ふう体ていは簡潔に言えば女海かい賊ぞくのよう、右目をドクロマークの眼帯で覆おおっている。腰こしにはサーベルやらカタナやら、何本もの刃は物ものをぶら下げている。

　今、ネアは一本の大木を前に、サーベルを構えて立っていた。

　風が吹ふきつけ、一枚の葉が落ちる。ふわりふわりと揺ゆれながら落ちてくる葉に狙ねらいを定めると、

「せあッ！」

　サーベルを三さん閃せんした。

　葉は何事もなかったかのように落ち行くと見えた──が、地面に落ちる寸前、またも風が吹きつけると、葉は八分した。風に巻かれ、散り散りになって飛んでいく。

「ン。冴さえてるねえ、ネアさんの腕」

　満足げに言うと、ネアは頭上を振ふり仰あおぎ、バルヒーヨの視線に気づいてサーベルを振った。

「おーい！　早く葉っぱじゃなくて人を斬きらせてくれよ、バァァルヒィィヨォォ──ッ！」

「あの通り、ストレスが溜たまっているようだ。ほっといたら俺達が斬られかねん」

　手を振り返しながら、バルヒーヨは言った。

「どうも、ガーディアン氏は魔ま神じんとの契けい約やくを失ったにもかかわらず、カエデ・ニカイドウと組んで活動しているらしいですね」

　ルシアンは、軍警察のクラヴリー追つい跡せき情報を知る立場にあった。もちろん、ただの警官達が魔神の存在を知るはずもない。しかし、「オーラン先住民らしき顔のない謎なぞの男がいた」との情報を得れば、何が起きているのかは明白だった──八眼争覇に参加している身としては。

「地下のどこに潜ひそんでいるとも知れないゴキブリ連中は後回しだ。先に、場所が知れている奴やつらを叩たたく」

　もう一度バルヒーヨはニッと笑う。先ほどの笑みとは似ても似つかない、邪じや悪あくな笑みだった。

「それで『砂絞り』ですか。そんな線から攻せめるだなんて、また悪わる知ぢ恵えが働きますね」

「ハッハッ！　相手の弱点を攻めるのは兵法の初歩だよ、ルシアン君」

　くるりと椅子を正面に戻もどし、バルヒーヨは勢いよく立ち上がった。

「そこで、現在西部で活動中の実戦徴税係の税ぜい騎き士し三名を全員こっちに呼び戻す」

「全員？　全員ですか」

　その宣言に、ルシアンは細い目を見開いた。

「もちろんだ。八眼争覇を勝ち抜ぬくにあたって、手を抜く理由はどこにもない。持っている力をすべて注つぎ込むのが当然だ。俺は権力を持っているから、権力を使う。何も悪いことはなかろう」

　力強く言って、すぐにふっと肩かたを落とす。

「まあ、その結果として俺の敵対者がどのような目に遭あうか、想像するのもはばかられるがね。なにしろ、あの三人を一つところに招集するなんて、今まで無かったことだものな」

「……つまり、僕に使いっ走りをやれと言うことですか」

　ルシアンは海よりも深いため息を吐はき出した。

「よりによって、あの三人を集めろとは。気が重い」

「そのために任命書を書いてやったんだ。あいつらは色々言われているが、あくまでも公務員だ。国の任命書には問題なく従う」

「だったらいいんですが……」

「大だい丈じよう夫ぶ。土産みやげ物も用意してある」

　デスクの脇わきから、バルヒーヨは三つの物を取り上げて、デスクに並べた。

　熊くまのぬいぐるみ。

　銀のフォーク。

　枝葉がついたまま短く切りつめられた細い竹三本。

「これを持って行け。連中ならこれで満足するだろう。……どれを誰だれに渡わたせばいいか、わかっているよな？」

「わかってますとも。さっそく今から行ってきますよ……嫌いやなことは、あまり先延ばしにしない方がいい」

　と答えて、ルシアンは頭を左右に振った。




　その日の晩には、ルシアンはシンキョウの駅に降り立っていた。

　まずは税務局のオーラン支局に出向くべきなのだが、既すでに遅おそい時間だ。明日行けばいいとして、まずはホテルを見つけるべきか、とルシアンは判断する。

「えー、案内所はどこでしたっけね」

　歩きながら、駅周辺地図を取りだして探す。完全に注意が地図に向いていたため、駅舎の入口に突とつ然ぜん人ひと影かげがぬっと飛び出てきたのに、ルシアンは気づかなかった。

「うあっ」

　後ろ向きに転てん倒とうし、土産物が入ったカバンを取り落としてしまう。

「……大丈夫か！」

　ぶつかってきた相手も転倒していたが、すぐに起きあがるとルシアンに対して手を伸のばしてきた。

「すいませんね。少しぼーっとしていましたので」

　相手の手を取って立ち上がり、カバンを拾い上げる。

　ぶつかってきたのは向こうだが、不注意だったこちらも悪い。ほぼ反射的にルシアンは頭を下げたが、相手の顔を見て驚おどろいた。

「いや、こっちこそ悪かった」

　目の前で頭を下げている少年は、エルバ・ナイトロンドだった。

「……お互たがい、気をつけましょう」

　驚きが顔に出ていないことを祈いのりつつ、軽く手を振ってルシアンはその場をそそくさと立ち去った。

　エルバはそのまま駅舎の奥へと消えていった。

　少し間を置いてから、ルシアンは駅舎入口に張り付き、そっと中をのぞき込んだ。エルバはゆっくりとした足取りで奥へと向かい、改札の方へと消えていく。

「……良かった。特に変には思われていないようですね」

　ルシアンは胸をなで下ろした。エルバはルシアンの存在を知らないのだから、心配のしすぎだったかもしれないが。

「それにしても、なんでこんな所にいるんだか。それも一人でだなんて……」

　まさか魔ま神じんは別にいるのか、と気づいてルシアンは周囲を見渡した。

　駅周辺の暗がりの中に、氷結の魔神の姿は見あたらなかった。

「ま、彼らだって、たまには旅行の一つもしたくなるでしょうし。……ええと、案内所案内所……」

　エルバがシンキョウにいる理由を勝手に決めつけた後、ルシアンは案内所を求めてシンキョウの闇やみの中へと消えていった。
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「跳はね橋が上がってる……？」

　博物館の門前に立ち尽つくし、エルバは途と方ほうに暮れた。

　バベルハイズ自然史博物館。古色蒼そう然ぜんとしたこの建築物は、ブルティエールの北辺の果ての森に囲まれて建っている。いかにも堅けん牢ろうそうな壁かべ、周囲を取り囲む堀ほり等々、まるで城じよう塞さいのごとき偉い容ようを誇ほこる、立派な建物だ。

　堀を渡るため、博物館の正面には跳ね橋が据すえられている。だがこの日、跳ね橋は上がったきり、利用不能となっていた──正午前であるにもかかわらず。

「珍めずらしいねえ」ルナが言う。「いつもは、日の出とともにサクラちゃんが跳ね橋を下ろしているはずなんだけど」

「そうなのか」エルバはルナを見た。「そいつは初めて知った。そんな朝早くに起きたことがないんでね」

「……もう少し、サクラちゃんを見習うべきだね」

「俺には、この世に逆らいようのないものが三つある。テッキと、むかつく野や郎ろうを殴なぐらずにはいられない衝しよう動どうと、そして睡すい眠みん欲だ」

　言い返しつつ、エルバは心配の眼まな差ざしを博物館に送る。

「しかし、嫌な予感がするな。中で何か起きたのか？」

「可能性は捨てきれないね」

「ヤな感じだな。さっさと寝ねてえのに」

　堀の対岸をじっくりと観察する。対岸にはエルバの身長ほどの柵さくが立てられていた。人ひと気けはなく、特に変わった様子は見受けられない。

「向こう岸じゃなく、直接博物館の屋上まで飛んだらいいんじゃないの」

　ルナの提案に、エルバは頷うなずいた。

「そうだな。……飛べる悪魔を持ってなかったら博物館に戻もどれねえじゃねえか。テッキの奴やつ、何してやがるんだか」

　文句を垂れつつ、ホルダーの中から円盤レンズを取りだし、目にはめる。

「召喚コンタクト！」

　一いつ拍ぱくの後に、エルバの姿は白い鳥へと変化していた。カラドリウス、三段級の悪魔である。翼つばさをはためかせ、カラドリウスは堀の端はしから飛び出した。

　地面を蹴けると同時に、ルナはカラドリウスの背中に飛びついた。

「ギャー！」カラドリウスは悲鳴を上げた。「てめえ離はなれろ！　てめえは一人で空飛べるだろうが！」

「いいじゃないか、少しくらい」

　しかしルナは離れようとしない。無理に振ふり落とそうとすると自分も落ちかねないので、あきらめてエルバは姿勢を戻し、風を切って一気に空へと上じよう昇しようする。

　上空を旋せん回かいしながら、念のために博物館屋上を見下ろす。灰色の屋上にほとんど物は置かれていない。ただ一つだけ隅すみの方に、大たい砲ほうが置いてある。上空からの侵しん入にゆう者しやを防ぐために、テッキが設置している代しろ物ものだ。独立戦争の時に使用されていた物をどこからか持ってきたらしい。威い嚇かくのためだけに置かれているわけではなく、つい最近に発射した実績もある。

「まさか、俺を撃うちには来ないよな……」

　と呟つぶやいた時だった。普ふ段だん大砲の上に被かぶせられているはずのシーツが何故なぜか取り払はらわれていて、しかも砲口の狙ねらう先がじわじわと動いていることにエルバが気づいたのは。

「なああああっ!?」

　エルバの悲鳴は、大砲が発射される鈍にぶい音にかき消された。

　本能的に、エルバとルナは赤い霧きりを放った。カラドリウス目がけて飛んでくる砲ほう弾だんを受け止めるように。

　一直線に飛んできた砲弾は、赤い霧に包まれると急激に勢いを減げん衰すいさせた。急ブレーキが掛かかり、カラドリウスとの激げき突とつ寸前で停止する。

　魔ま神じんとその契けい約やく者が振るうことのできる力、能力逆流スピンオフである。八人の魔神それぞれが異なる力を持ち、氷結の魔神ルナは氷結の能力を操あやつる。赤い霧を放ち、その霧で捕とらえたあらゆる物を空中に固定するというものだ。

「…………っかあ……」

　あまりのことに、声も出なかった。ルナも同様、驚おどろきのあまり絶句する。

　声は、砲弾から出てきた。

「おっ！　誰かと思ったらルナじゃねえか！　ゲハハー！」

　突然砲弾にぎょろりと目玉が浮うかび出て、笑い声を立てた。

「ボルかよ！　てめえ何してやがる」

　エルバは、無形の魔神の名を呼んだ。

「おまえら、なんでこんな所から来たんだ？　まるで泥どろ棒ぼうじゃねえか」

「橋が上がってたんだよ！　おまえの契約者は何してるんだこのクソッタレ」

「テッキならすぐ下にいるぜ。とりあえず降りねえか？」

　それもそうだ、とエルバはボルを片手に抱かかえたまま、博物館の屋上に降りた。悪魔の虚きよ体たいを解放し、ボルを床ゆかに放ほうり出す。

　放り出されたボルは身を解き、常態の姿に戻った。ボールに八本の触しよく手しゆが生えたような、タコのような身体からだに。しばしの間低い姿勢でうねうねとしていたが、脚あしを三つ編みのように組んで直立してみせる。

　彼は無形の魔神、ボル・ボル。ルナと同じく、魔王の瞳ひとみによって召喚される八柱の魔神の一つである。

「……なんだ、エルバだったのですか」

　ボルの契約者は、大砲の陰かげから現れた。

「テッキ、なんて格好してんだよ」

　エルバは驚いた。というのも、テッキは目と口の部分にだけ穴のあいた面を被り、屋上の床が保護色となる作業服と帽ぼう子しを着用していたからである。

　すぐにテッキは帽子を脱ぬぎ、仮面を取った。帽子の下からは燃えるような真しん紅くの髪かみがあふれ出し、仮面の下からは白はく皙せきの、そして不ふ機き嫌げん極きわまりない顔が現れる。

「てっきり、税金取りどもがやってきたと勘かん違ちがいしましたのでね。失礼しました」

　ほんのわずかにテッキは頭を下げた。

「失礼しました、じゃねえ」エルバは怒ど声せいを上げた。「俺に大砲をぶち込むなんて何考えてやがる。死んだらどうするんだ」

「あなたには氷結の能力逆流があるではありませんか。エルバだったら死にはしないだろう、と判断して撃ったのです」

「…………」

　エルバは呆あきれて物も言えなかった。

「それじゃあ」ルナが語を継つぐ。「テッキちゃんが殺そうとした相手は、一体誰だれなんだい」

「さっきも言ったでしょう。税金取りです」

　フハアー、とテッキは怒いかりに満ちたため息を吐はき出した。

「ここで立ち話もなんですから、ラウンジに行きましょう。ワタクシも着き替がえてきます」

　そう言うと勝手に背を向け、階段室の扉とびらに姿を消す。

「なんか知らんが、とにかく機嫌が悪いようだな。しかもとてつもなく」

　複雑な表情を浮かべながら、エルバはテッキの後を追った。




　博物館のラウンジはとにかく広い。

　かつて、ここは国立の自然史博物館としてにぎわった施し設せつだ。展示物を見て回って疲つかれた来館者達の憩いこいの場として、このラウンジは利用されていた。だがいまや博物館は閉館中、居住者は三名しかいない。三名全員が集まったとしても、広こう漠ばくに過ぎる印象が覆くつがえされることはなかった。

「どうでしたかあ？　オーラン州は」

　博物館の三人目の居住者、サクラ・イシザワはエルバに茶を差し出しながら言った。

　オーラン先住民リの一族、オーラン虐ぎやく殺さつ事件の生き残りの少女の一人である。事件直後、サクラはチェビアトに連れられ、戦後博物館に引き取られた。先代の博物館長ベンハート・バベルハイズとチェビアトの二人を父、テッキを姉し妹まいとし、育てられた娘むすめだ。自分のルーツには誇ほこりを持っており、常に先住民の衣い装しようを着用している。東部では非常に珍めずらしい。

「静かないい所だったぜ」エルバは答えた。「リの一族の居住地も見てきた」

「地図は役に立ちましたあ？」

　喜色満面でサクラは尋たずねてきた。

　役に立ったか立たなかったか。二に択たくで答えるならば、「立たなかった」と言い切れる。しかし、こんな風に笑え顔がおを見せているサクラに正直な意見をぶつけるのはためらわれた。

「あー……迷わずに済んだぜ。墓はか守もりが案内してくれたからな」

　エルバは一部省略して答えた。

「墓守……ですか？」

　サクラは首を傾かしげた。

「ああ。マモルとミカルとかいう、若いオーラン人の男女二人があそこに住み着いていた」

「男女二人ですか……。その方達の苗みよう字じは？」

「苗字」エルバは考え込んだ。「そういや聞いてないような。ルナ、覚えてるか」

　隣となりに座るルナに尋ねると、

「ミカルはナガサカと言っていた。マモルの方は知らない」

　という答えが返ってきた。

「ま、当人らはリの一族とは関係ない人間だとか言ってたぜ。どっちもハーフだとか。サクラが知らなくても不思議じゃねえだろ」

「……ハーフですかあ」

「気になるかい」

「その……お兄ちゃんを知っている可能性があるのかな、って思って」

「ああ、それは聞いておいた。残念だけど、知らないって言っていた」

「そうですかあ……」

　サクラは落らく胆たんの表情を見せた。が、すぐに笑顔を取り戻もどすと、

「聞いてくれてありがとうございます、エルバ君」

　エルバに感謝の言葉をかけた。

　サクラは、生き別れの兄シローと再会することを夢見ている。虐殺事件直後、シローの遺体はどこにも見つからなかった。だから生きているはずだ、というのが論ろん拠きよである。事件から十年の年月が流れており、かつシローの手がかりはほぼ皆かい無むに等しい。それでも、サクラはいつか兄との再会を果たす日が来ると信じていた。

　エルバは、サクラの兄あに捜さがしを手伝うことを約束していた。その思いは、虐殺跡あと地ちを見てきたことでさらに強くなっていた。あの地で凄せい惨さんな体験をしたサクラに、どうにか報むくいてやりたい──エルバはそう願っている。

「それよか、だ」エルバは話題を変えた。「跳はね橋が上がってたし、テッキは様子がおかしいし、俺がいない間になにかあったのか？」

「それは、ですねえ──」

　サクラは答えようとしたが、

「ワタクシが説明します」

　ラウンジ奥からの声が、それを遮さえぎった。

　普ふ段だんのドレスに着替えたテッキが、ラウンジへと下りてくる。豪ごう奢しやな、それでいて軽快に動けるように手の加えられたドレスは、テッキの姿をより峻しゆん厳げんに、より美しく見せている。

　少し特とく殊しゆなのは袖そでが長く広く、手が完全に隠かくれているという点だ。それには、右手を隠すという役目がある。六年前にテッキは事故で右手を失っており、以来義手を装着しているのだ──少々特殊な義手を。

「いやー、よく帰ってきてくれたぜ、エルバ。テッキの奴やつがあっちこっちに当たり散らすもんで、俺たちゃいい迷めい惑わくよ。ゲハハ！」

　ぬるり、とテッキの袖からボルの触しよく手しゆが滑すべり出る。

「迷惑、ですって？」

　テッキはその触手をつかんでボルを袖の中から引っ張り出すと、ぶら下げてその場でブン回し始めた。

「ワタクシが、理り不ふ尽じんな追つい徴ちよう金きんを申し渡わたされたくらいで、周囲に当たり散らすような、心の狭せまい人間に見えるのですか？」

「ギャアアーッ！　暴力反対ィィーッ」

　文字通り目を回しつつ、ボルは悲鳴を上げた。

　通つう称しようテッキ、本名アルテキア・バベルハイズ。閉館中の自然史博物館を再開するために努力を重ねている、自然史博物館館長である。

　表向きの顔は、悪あく魔まに関する知識を駆く使しして活動する私立探たん偵ていだ。博物館再開の資金を集めるための副業だ──が、裏の顔は、魔神との契けい約やく者にして八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者である。

　テッキの願いは、八眼争覇を止めること。

　魔王戦争後、魔王の瞳ひとみはブルティエールの八ヶ所に封ふう印いんされ、その封印一つ一つを世せ襲しゆうの守護者一族が守り続けてきた。バベルハイズ家は、守護者の一族の一つである。が、百年前、ブラナの復活とともに魔王の瞳の封印は破られた。他ほかの守護者達は滅ほろび、あるいは与あたえられた任務を忘れた。いまや、魔王の瞳を再封印するという義務を覚えているのは、バベルハイズの末まつ裔えいのテッキしかいなかった。

　一族の人間は皆みな、魔神との契約を行って八眼争覇に参加した。魔神の力を抑おさえるには魔神の力を頼たよるしかない、という苦く渋じゆうの選せん択たくである。魔王を封印するという願いを魔王に託たくす、とは矛む盾じゆんも甚はなはだしいが、守護者の一族にはそれしか手段はなく、そして何故なぜかブラナはそれを許容している。

　しかしながら、バベルハイズの一族が八眼争覇に勝利した例ためしはなく、今も魔王の依より代しろを選定するための戦いは続いていた。前回の八眼争覇においては、博物館職員チェビアト・ナイトロンドがバベルハイズの代理人として参加したが、敗死の憂うき目を見ている。

　テッキにとって、八眼争覇は生まれながらにして与えられた宿命の戦いなのだ。一族の無念を晴らすため、そして父代わりとして自分とサクラを育ててくれたチェビアトの仇あだを討うつために、テッキは戦いに身を投じているのである。

　特筆すべきは、テッキがエルバと同盟を組んでいるという点だ。八眼争覇を止めるということは、八眼争覇に勝つことと必ずしも同義ではない。別の参加者と手を組み、他の円盤レンズを手元に押さえてしまえば、戦いはそれ以上進まなくなる。チェビアトの仇を討つ、という一事で目的が一いつ致ちしているエルバと組むことで、テッキは戦いを止めようとし、そしてその目もく論ろ見みは今のところ成功している。残る三人を打ち倒たおしさえすれば、テッキは実質的勝利を収めることができるのだ。

　数十回回した後、テッキはボルを放ほうり出した。遠くで「ムギュー」というボルの悲鳴が聞こえたが、これっぽっちも気にせず、エルバの対面に着席する。

「その……報賞金の手続きなどで、税務局とやりとりをしていたのですが──」

「報賞金にも税金がかかるらしいな。ふざけた話だ」

　エルバは嘆なげいてみせた。

　つい先日、デスドレッド島から重罪人が集団脱だつ走そうするという事件が起きた。連れん邦ぽうは脱走犯達を指名手配し、捕つかまえた者には報賞金を与えるという一大作戦を行った。テッキ達はうち数名を捕まえて、報賞金を得るという名めい誉よに浴したのだが──

「それがですね。税務局の方が、納税記録等を漁あさっているうちに、昨年の博物館の税務申告に色々と問題点が見つかった、と言い出しまして」

「マジか」エルバは目を剝むいた。「まさかおまえ、脱税でもしてたのか」

「してません！」テッキは力一いつ杯ぱい否定した。「毎年税理士に相談して、法的に正しい税金を払はらっています！　しかしですね、これだけの巨きよ大だい施し設せつを自前で所有していると、色々と節税しなきゃならないし、絡からむ法律も多いから、つけ込まれるところも自然と多くなるのですよ。例えば固定資産税ですが、──」

　えらい剣けん幕まくで税金の諸事情を語りまくるテッキに、エルバは黙だまりこくるしかなかった。ふと横を見ると、ルナもボルもつまらなそうな顔をしている。

「その辺のことを税理士に相談したのですが」話はまだ続く。「『一部の必要経費を税務局が認めないというのであれば、申告漏もれと思われても仕方がない』と言うのですよ。一昨年までは問題なく認められていたというのに！　それでも、最悪でも単なる申告漏れということで処理され、追加徴ちよう収しゆうはゼロか少量で済む、という話だったんですが──」

　テッキはどんどん興奮してきた。右手をテーブルに振ふり下ろし、ガツンとものすごい音を立てる。

「税務局は、『意図的で悪質な脱税行こう為いだ』などと主張して、追徴金を払ってもらうとか言い出したのですよ！　まったく、冗じよう談だんにも程ほどがあるでしょうに……！」

「追徴金……」エルバは控ひかえめに言った。「税務用語はとんと知らないんだが、それはつまり罰ばつ金きんを払えってことなのか」

「そうです」憤ふん懣まん丸出しでテッキは言った。「しかも、この博物館と博物館内の円盤を全部売り払わなければならないような巨大な額を、ですよ。無茶苦茶です。あまりに頭に来たので、担当者の方々を蹴け飛とばして追い出しました」

「……それで、今日は博物館を閉へい鎖さしていたのか？」

「ええ。税金取りどもが入ってこられないように。もし無理に侵しん入にゆうしてきた時のために、トラップも仕し掛かけておいたのですよ」

「ひょっとして、屋上の大たい砲ほうもその一いつ環かんかな」

　ルナが問うと、テッキは当然とばかり胸を張った。

「当然です」

「さすがに、役人を殺すのはやりすぎのような気がするが」

　エルバのツッコミに、テッキは少しも悪びれる様子を見せない。

「何のためにワタクシが変装していたと思っているのですか。『たまたま博物館に侵入していた何者かが、たまたま屋上の大砲を見つけて試ためし撃うちしたら、たまたま近づいてきた公務員に命中した』と主張するためですよ」

「……変装……」

　隣となりのテーブルに無造作に置かれている仮面に、エルバは思わず視線を投げた。極きわめてシンプルな代しろ物ものである。

　じっくりと考えて、エルバは一つの結論に達した──今のテッキは、あまりの怒いかりに少々理性を失っているらしい。

　ここはテッキを説得し、頭を冷やさせるべきではないのか。

「まあ、怒りにまかせて税金取りを殺すのもいいだろう──」

「良くないと思うけど」ルナが常識的なことを言う。

「だが、そんなことをしてもろくでもない結果を招くだけだと思うぜ」

「いいえ。これは何者かの、ワタクシども博物館を陥おとしいれようとする陰いん謀ぼうです」

　まじめな顔で、テッキは言い切った。

　ますますまずい、とエルバは内心焦あせった。陰謀論を信じ出すとは、少々どころでなく理性を失っている。

「落ち着けテッキ。よーく考えろ──」

「よく考えた結果、陰謀が動いていると判断したのです。脱税の言いがかりだけではありません──つい昨晩、祖父の代からお世話になっているアセンズ税理士が襲しゆう撃げきされたのですよ」

　テーブル上に畳たたんであった新聞を、テッキはエルバに押しつけた。

　やむなくエルバは社会面を開いた。たしかに、アセンズ税理士事務所の襲撃事件の記事が隅すみの方に小さく載のっている。アセンズ氏五十六歳は全治二ヶ月の重傷を負ったが、犯人は捕つかまっていないらしい。

「これが、その税理士か」

「そうです。ワタクシからお願いして、カナティック先生に調ちよう査さしてもらっているのですが」

　オリオール・カナティック。テッキに探たん偵てい業という道を示した、いわば師し匠しようにあたる人物である。彼もしくは彼女（常に水すい棲せい系の悪あく魔まを召喚しているため、誰だれも正体を見たことがないのだ）もブルティエール内で探偵業を営んでおり、時折仕事を手伝ったり手伝ってもらったりする仲である。

「脱税の言いがかりと同時に税理士が襲おそわれるだなんて、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだと思いますか？」

「偶然の一致だろ」

　エルバはあっさりと言った。

　わかってない、とテッキは失望の表情を浮うかべた。

「あなたもそういうことをおっしゃるのですか。エルバなら味方してくれると思ったのに」

「私も、考えすぎだと思いますよお、テッキ」

　サクラですら、この件に関してはテッキの敵らしい。

「……結構です」

　決然としてテッキは立ち上がった。

「あなた方が信じてくれないというのなら、まあいいでしょう。ただし、館長命令には従ってもらいます」

「館長命令だと」

「ええ。税金取りをはめるためのトラップを博物館の周囲に設置します。まずは底に竹たけ槍やりを並べた落とし穴を──」

「サクラ」エルバは素す早ばやく言った。「今日は街に買い物にでかけるのか」

「は？　ええ、まあ……食料を買いに行きますけどお」

　突とつ然ぜんの質問にサクラは戸と惑まどったが、すぐに答えた。

「おっしゃ。今日は俺もつきあうぞ。少々眠いけど」

　さっと席を立って、エルバはサクラの背を押した。

「ちょっと！　エルバ、お待ちなさい！」

　テッキは押しとどめようとしたが、エルバはサクラと一いつ緒しよにすごい勢いで逃にげた。

「食料調達も立派な仕事だ。今の俺は、そっちの方にやりがいを感じる気分だね」

「あ、えーと、その──」

　急なことにサクラは慌あわてたが、

「──一緒に買い物に行ってきます～。あはは……」

　結局エルバに押されるがまま、ラウンジの外へと出て行ってしまった。

「待ちなさいって──ああ、もう」

　二、三歩テッキは踏ふみ出したが、到とう底てい追いつきそうにないと知ってすぐに足を止める。

　そして、ルナとボルに鋭するどい視線を投げた。

　ルナは突然頭を抱かかえた。

「うっ！　こんな時に持病の盲もう腸ちようが！」

「ゲェー！　俺もこんな時に暗黒舞ぶ踏とう病がー!?」

　ボルも触しよく手しゆを異常な勢いでうねらせ、のたうち回り始める。

　テッキはボルをわしづかみにし、ルナの顔面に叩たたきつけた。
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「あなた方は病やまいと無む縁えんの存在でしょうが！」

　ボルをルナに押しつけて、両手を広げて大おお仰ぎように嘆なげいてみせる。

「エルバもあなた方も、ワタクシのようなか弱い、しかも右手の不自由な娘むすめに穴あな掘ほり仕事という重労働をさせておいて、良心が痛まないのですか？」

　袖そでがめくれて、テッキの義手が露あらわになる。万まん力りき型の義手──というか、万力そのものが。かつて博物館の作業部屋で使用していたものを、手の代わりにくっつけられるよう加工した代物である。巨きよ大だいにして鈍どん重じゆうなその万力は、挟はさんでよし殴なぐってよしの万ばん能のう兵器だ。

「『か弱い』と『右手に万力が生えている』という事じ項こうは矛む盾じゆんすると思うよ」

　顔面からボルを剝はがしつつ、ルナは言った。

　戻もどった視界にまず最初に入ってきたのは、鼻先に突つきつけられた万力だった。

「今のセリフ、もう一度言って頂けませんかしら？」

　笑え顔がおで、テッキは要よう請せいした。

「今日は穴を掘りたい気分だ、って言ったのさ」

　ルナは即そく答とうした。







「お兄ちゃん、お客さんだよー」

　妹の声に、フィールディングは両りよう腕うでで担かつぎ上げていた弟を下ろした。

「客？　珍めずらしいな」

　この日、軍警察の警察官フィールディングは一日休みなので、自宅でのんびりしていた。

　彼の自宅は中流の住宅街の一角にある。早くに亡なくなった両親から受け継ついだ物であり、今はフィールディングの立派な持ち家だ。家族は妹のヘンリエッタと弟のトーマ、そしてジョナサン・フィールディングの三人なので、まあ少々大きめなきらいはある。特に裏庭が広く、休みのたびにフィールディングは幼い妹、弟たちとここで遊びの相手をしてやっている。

　ヘンリエッタは今年十二歳、トーマはさらに一つ年下である。大おお幅はばに年が離はなれているので、フィールディングは父親代わりとして妹、弟達に接している。そんな雰ふん囲い気きをどことなく察しているのだろう、特に年上のヘンリエッタは色々と家事雑事の手伝いをしてくれている。来客の応対もその一つだ。

「あのねー、警察の人だったよ」

　ヘンリエッタの言葉に、フィールディングは思わず眉まゆをひそめた。

「まさか今から出動しろっていうのか？　休みだってのに」

「うーん」ヘンリエッタは少し考え込む。「あんまり急いでいる様子でもなかったけど」

「とにかく、出よう」

　フィールディングはヘンリエッタの肩かたをポンと叩いた。

「トーマの相手をしてやってくれ」

「うん、わかった」

　素直に返事をすると、ヘンリエッタはトーマのそばに駆かけ寄った。それを見送り、フィールディングは家の表側に出る。

　玄げん関かんの戸口で待っていたのは、二人組の警察官だった。

「おまえらか」

　フィールディングは嫌いやな顔を隠かくそうともしなかった。

「おいおい、客を迎むかえるのにそんなツラはねえだろう」

　太った警察官、ボンダーマンがにやりと笑うと、

「礼れい儀ぎを知らない人ですねえ、まったく」

　細身の警察官スパーキンがイヤミを述べる。

　ブルティエールの軍警察の中でも悪名の高い二人組だ。そのつきあいには黒い噂うわさが絶えず、なんでも連れん邦ぽう上層部の実力者とつながって、独自の動き──例えば、不都合な人間を消すなど──を取っているとか。あくまで噂なので真しん偽ぎは確かめようがないが、とにかく警察内部で一目置かれている存在であることは間ま違ちがいない。

　フィールディングとしては遠ざけたい存在である。が、階級が同じであることもあり、職務上往々にしてツラをつきあわさなければならないのだった。

「せっかくの休みの日におまえらのツラを見たんだ、不ふ機き嫌げんにならないわけがないだろう」

　フィールディングは二人が嫌きらいだという態度を常時丸出しにしていた。ボンダーマンたちも同様にフィールディングを嫌っているので、ある意味三人の関係は安定していると言える。

「で、出動命令か？」

「違う。ちょっとだけ話をしにきたのよ」

　ボンダーマンの言葉に、フィールディングは警けい戒かい心しんを露わにした。

「なに、大した長さにはなりませんよ。お茶は出さないでいただいて結構です」

　フィールディングの顔を見て、スパーキンが言う。

「俺達にも仕事があるしな」とボンダーマンは切り出した。「知っているか？　ついこの前、ボイドの一隊が一いつ杯ぱい食わされた話は」

「もちろん聞いている。ガーディアンの潜せん伏ぷく先を襲しゆう撃げきしたんだったよな」

　スパーキンは頷うなずいた。

　一月ほど前、デスドレッド島からの脱だつ走そう事件が発生した際、事態を重く見た軍警察は特別チームを結成して対応、力を入れて脱走犯の発見に当たった。フィールディングもチームの一員として、クソ忙いそがしい日々を送ったものである。

　結果、脱走犯のうちおおむね半分を押さえることに成功した──が、残り半分はいまだに逃とう亡ぼう中だ。中でも最大の懸け念ねんは脱走犯の中心的存在、クラヴリー・ガーディアンがいまだに逃走を続けているという点である。

　クラヴリーは十年前、オーラン虐ぎやく殺さつ事件の首しゆ謀ぼう者しや、千人殺しのリーダーとして裁かれ、ブルティエールを大いに騒さわがせた。殺さつ戮りく者が帰ってきたということで、連邦首都は半ばパニックのような混乱に襲おそわれた。事件から一ヶ月がたち、クラヴリーが特に目だった活動を行っていないこともあって、パニックはかなり沈ちん静せい化かしている。しかし不安が完全に消えたわけではない。

　軍警察はクラヴリーの逮たい捕ほに威い信しんをかけて当たっている──のだが、その意気込みは今のところ空回りばかりしていた。そして最近の空回りの例が、ボイドのクラヴリー襲撃失敗というわけである。

「今回、ボイド隊は待ち伏ぶせされていたらしいな」ボンダーマンは説明を続ける。「落とし穴にはめられたんだとよ。建物に飛び込んだら床ゆかがドカーッと抜ぬけて」

「それは災難だったな。敵もずいぶん用意周しゆう到とうなことだ」

　フィールディングは小さく笑ってしまったが、スパーキン達はまったく笑わなかった。

「そこですよ、不思議なのは。敵は用意周到に過ぎる。まるで警察の襲撃を事前に承知していたかのようです。それにそれは、今回に始まったことではない」

「……たしかに」

　クラヴリーを逮捕する試みがことごとく失敗に終わったという経けい緯いは、フィールディングもよく承知していた。潜せん伏ぷく箇か所しよの情報を入手したので急襲してみれば既すでにもぬけの殻から、運良く尻尾しつぽをつかみかけてもクラヴリーを護衛する素す性じよう不明の者達に撃退される、ということがたびたび起きている。

　クラヴリー一党には幸運が、警官隊には不運が連続している──と言い切るには、あまりにも回数が多すぎる。

「つまり、内通者がいる……と言いたいのか」

「上の方はそう信じているようだなあ」

　ニヤニヤ笑いを止めないまま、ボンダーマンは言う。

「そこでですね。内通者捜さがしを行っているのですよ、我々は」

　打ち明け話をするかのように、スパーキンは小声でささやいた。

「あなたはチームの中ちゆう枢すうにいる人だ。心当たりはないかと思って、近くまで来たついでに、ここに寄ってみたのですよ。どうです？」

「ほお……」

　フィールディングはじっくり考えてから、逆に聞き返した。

「おまえらこそ、目星はつけてあるのか？」

「残念だが、いねえな」ボンダーマンは左右に首を振ふった。「実際に内通者がいるかどうかすら、俺は疑わしいと思ってんだがねえ」

「そうそう。身内を疑わなければならないとは因果なことですよ」

　スパーキンは陰いん気きに笑ってみせる。

「さあ……少なくとも俺には、思い当たるところはない。というか考えたこともなかったな。今後、気をつけてみよう」

「そうか」ボンダーマンは身を引いた。「ならいいんだ。手間を取らせて悪かったな。……さっき出てきたのは妹さんか？」

「そうだが」

「かわいらしい妹さんだ。おまえに全然似ていない」

「よけいなお世話だ」

「全くですね」スパーキンはきびすを返す。「それでは、これで」

　ボンダーマンも軽く手を上げて、そのまま立ち去っていった。

　フィールディングは、姿が完全に消えるまで、じっと二人の背中を見つめ続けた。

　嫌いやな汗あせが額を流れる。

　二人の言葉面づらはごく穏おん当とうなものだった──が、目は口ほどにものを言っていた。

　奴やつらはフィールディングを内通者として疑っている。

　疑いの濃こさがどの程度なのかはわからない。単に手当たり次し第だいにカマをかけまくっているのか、フィールディングを本命として見ているのか。前者であってほしいとは思うが、油断はできない。

「……とんでもない話だ」

　思わずフィールディングは呟つぶやいた。クラヴリーと通じて、一体自分に何の得があるというのか。もしそうならばさっさと捕つかまえて、自分で報賞金を独り占じめしたいくらいだというのに。根も葉もない言いがかりである。

　しかし、あいつらに目をつけられるとは厄やつ介かい極きわまりない。まかり間ま違ちがって内通者と「特定」されでもしたら、どんな目に遭あわされるか──

「どうも、俺も積極的に内通者捜しをした方が良さそうだな」

　結論を、フィールディングは口に出した。

「……ねー」

　背後からの声に振り向く。見れば、ヘンリエッタがトーマと手をつないで、すぐそこに立っていた。

「お客さん、帰ったの？」

「あ、ああ……大した用事じゃなかったよ」

「だったら遊んでよ！」

　笑えみを浮うかべて、兄に乞こう。

「ん。そうだな」

　仏頂面を切り替かえ、フィールディングは妹達とともに裏庭へ向かった。頭痛の種が一個増えはしたが、それは後で考えればいい。今日は休み、一日妹達の相手をすると決めていたのだ。







「んーと、これであらかた買い物できたと思いますよお」

　笑顔で言うサクラに対し、エルバはやや引きつった笑顔で応じた。

「それは良かった。これ以上荷物が増えたら、俺の腕うでが抜けるところだったぜ」

　エルバは巨きよ大だいな紙かみ袋ぶくろを両手で抱かかえていた。みっちりと中身の詰つまった袋を、三つもである。正確には右腕と左腕それぞれで一つずつ紙袋を押さえ、その紙袋で真ん中の紙袋を挟はさみつけるようにして固定しているのだった。少しでもバランスが崩くずれたら大だい惨さん事じは間違い無しである。

「だからあ、私が一個持ちますって」

　サクラは真ん中の紙袋を抜ぬき取ろうとしたが、エルバは身体からだをねじって拒きよ絶ぜつした。

「いいや、荷物持ちは男の仕事だ。サクラにやらせるわけにはいかねえな……っとっとお」

　身体をねじったおかげで均きん衡こうが崩れた。エルバは二歩三歩とたたらを踏ふみ、なんとか踏ん張って立て直す。

「すいませんねえ」申し訳なさそうにサクラは頭を下げた。「どうも、エルバ君がいるおかげで、いつもより多めに買っちゃったみたいですね」

「気にするな」

　声は少々震ふるえていたが、エルバはあくまでも弱みを見せないように振る舞まう。

「しかし、結構遠くまで来るんだな。意外だったぜ」

　二人の現在地は七十七区の街路だった。ブルティエールはその性質上、外へ行けば行くほど一つの街区が広くなる。中心部ならばものの十数分も歩けば三つ四つの区を通り抜けることも可能だが、外周の街区だと区の境を越こえるだけで時間がかかる。サクラ達は結構な距きよ離りを歩いて、七十七区までやって来たのだった。

「こっちにですねえ、食料が全ぜん般ぱん的にお安い店があるんですよお。少々の歩きくらい、どうってことないですよ」

　うれしそうにサクラは説明する。少しでも安く買い物することにかなりの精力を傾かたむける、その情熱の程ほどがかいま見える。

「ふーん。そうなのか」

　少々の値段差など気にした例ためしのないエルバとしては、適当に相あい槌づちを打つよりなかった。

「それにしたって、毎日この距離を歩くのは大変だろうに」

「んー。そうでもないですよお。たしかに大通りを行くとちょっと遠回りになりますけど、道を選べばほとんど一直線に帰れますし」

「そうなのか？」

「はいぃ。来る時は色々寄りたい店があったからあちこち行きましたけど、帰りは最短ルートを行きましょう」

　と言って、サクラはすぐ目の前の狭せまい路地に入っていった。

「うお。ちょっと待ってくれ」

　紙袋を落とさないように注意しながら、エルバもその後を追う。

　住宅の裏と裏に挟まれた、非常に狭い道だった。左右とも二階建て、見上げると細い空の帯がえんえん延びている。そもそも曇くもっているので、差し込む光は弱い。

　そんな薄うす闇やみの中を、サクラはひょいひょいと早足で歩いていった。

「サクラ」追いかけながら、エルバが声をかける。「君がこんな道を一人で歩くのはあんまりよくねえんじゃねえの。こんな道、誰だれから襲おそわれるとも限らんぜ」

「まあ……そうかもしれませんけど」

　首だけひねってサクラが言い返す。

「でも、少なくとも今日はエルバ君がいてくれるから、大だい丈じよう夫ぶですよお」

「…………」

　エルバは返事に詰まった。

　やがて路地は十字路にさしかかった。ちょっとした広場になっていたが、相変わらず見通しは悪い。

「まっすぐ行くのか」

「はい。まっすぐ行けば……」

　と答えかけて、サクラは言葉を切った。

「……なんだ……？」

　エルバも異変を感じ取った。

　どこかから、人の争うようなくぐもった音が聞こえてくる。しかし、周りに人の姿は見あたらない。素す早ばやく左右を見み渡わたし、背後にも視線を投げる。すると──

　突とつ然ぜん、空から人間が一人落ちてきた。

「きゃっ!?」

　サクラが驚おどろきの悲鳴を上げ、飛んで退いた。

　落ちてきた男は、舞う土つち埃ぼこりの中、しばらく寝ね転ころがった状態で身を震わせていた。うまく立ち上がれないらしい、と気づいて、サクラは助け起こそうとする。

「大丈夫ですか……!?」

　エルバは頭上を見上げた。その人物は、二階の窓から落ちてきたようだ。少しして、その窓から顔が一つ飛び出す。

「下だ！　裏に出るぞ！」

　そいつは何者か──おそらく連れだろう──に声をかけ、顔を引っ込めた。続いてバタバタと複数の足音が聞こえる。階段を下りている音か？

「どうなってやがる？」

　事態が見えない──はっきりしているのは、このままここにぼーっと突つっ立っていたら、なんらかの厄やつ介かいごとに巻き込まれるだろうということだ。急いで立ち去るべくサクラを促うながそうとするが、

「立てますか？　痛い所は……!?」

　サクラは落ちてきた人物を介かい抱ほうするつもりのようだ。

　その人物は、白い貫かん頭とう衣いを着ていた。まるで入院患かん者じやが逃にげてきたかのようだ。事実、病人のように荒あらい呼吸を続けている。ただ、病人の割にツインハンマーなどというごつい武器を背負っているのは奇き妙みよう極きわまりない。

　その人物は頭をもたげ、サクラの姿を見た。

「…………！」

　そして、サクラを見て息を吞のむ。

　息を吞んだのは、サクラも同じだった。というのも、その人物にも頭に角が生えていたからだ。

「オーラン先住民か！」

　エルバが声を上げる。角だけではない、眼鏡めがねもかけている。一点、その男の角が四本生えているという点は気になったが、とにかくオーラン人であることは間ま違ちがいない。

「君は……」

　驚きの表情のままに、男は手を伸ばしてサクラの顔を撫なでる。

「君は……サクラちゃんか……？」

「!!」

　突然の発言に、サクラもエルバも言葉を失った。つい状じよう況きようを忘れ、立ち尽つくしてしまう。

　何故なぜサクラの名を知っているのか、尋たずねたいところだったが──

「いるぞ！　ここだ……！」

　それより早く、追つい跡せき者しや達が辻つじに到とう着ちやくしてしまった。

　追跡者達の服装は、ごく普ふ通つうの一いつ般ぱん市民層のものだった。軍警察の制服を着ているわけでもなければ、マーレボルジュの構成員のようにいかにも荒くれ者めいた装しよう束ぞくでもない。

　男達四人は、リーダーらしき人物の号令の下もと、素早くエルバ達を囲みこんだ。

「今すぐこの場から立ち去れ」

　居い丈たけ高だかな調子で、リーダーらしき男は言った。

「この人をどうするつもりなんだよ」

　倒たおれたままのオーラン先住民を顎あごで示し、エルバは問う。

「おまえに答える必要はない」

　にべもなく、リーダーは言い捨てる。

　予想通りの答えだった。エルバは肩かたをすくめ、鼻で笑ってみせる。

「はいそうですか、と引き下がるとでも思ってんのか？　俺はな、行き倒だおれの人間を見ると放ほうっておけない、心優やさしい人間なんだ。見過ごせるかよ」

「心優しい？」リーダーは言い返した。「人間、まず第一には自分に優しくあるべきだ」

　すっと手を上げる──と、それを合図に、部下達が一いつ斉せいに悪あく魔まを召喚した。

　塵ちりが輝かがやいて男達の周囲を取り巻き、黄と黒の体毛の獣けものの姿をなす。ワータイガー──七段級の悪魔が、三体揃そろった。

「これを見ても、まだここに居残るか？」

　リーダー自身もワータイガーを召喚し、半人半はん虎この悪魔は四体となる。

　エルバは驚いた。七段級の悪魔といえば、その円盤レンズは結構高価なものである。それが四体も揃うのは、滅めつ多たにあることではない。こいつら一体何者だ、という疑問が脳のう裏りをよぎる。

　ワータイガーの腕わん力りよくは強きよう烈れつで、その鋭えい利りな爪つめは致ち命めい的てきな一いち撃げきを放つ。生身ではひとたまりもない。現在手持ちの円盤のうち、どれを使って対たい抗こうすべきか──

「だがその前に」エルバは言った。「サクラ、ちょっとこの荷物を持っていてくれないか？」

　さすがに、紙かみ袋ぶくろ三つを抱かかえたまま戦うのは不可能だ。荷物を見ていてもらおうとサクラにヘルプの視線を投げるが──

「いいえ。エルバ君は見ていて下さい」

　決然としてサクラは宣言すると、眼鏡を外した。

「……マジか」

　オーラン先住民が眼鏡をかけるという風習には、円盤から目を守るという目的があるのだという。悪魔を召喚して戦うことは、先住民のうち戦士として認められた者だけに許されたことらしい。

　つまりサクラにとって、眼鏡を外すということは、本気で戦うという意思表示なのだ。

　一ひと度たび眼鏡を外せば、普段の穏おん和わな雰ふん囲い気きはなりを潜ひそめ、一人の手て練だれの戦士がそこに現れる。サクラの闘とう争そう本能に火がついてしまうと、エルバでもテッキでも止めることはできない。その豹ひよう変へんぶりに、さしものワータイガーたちも気け圧おされてわずかにひるむ。

「私の同どう胞ほうをいじめる人達を、許すわけにはいきません……！　召喚コンタクト！」

　懐ふところに眼鏡をしまい、代わりに円盤を取り出して悪魔を喚よぶ。塵が渦うずを巻いて虚きよ体たいをなし、そしてその奥から現れたのは──

「……ドリルケラトプスか!?」

　現れた悪魔の姿を見て、リーダーは叫さけんだ。

　三本のドリルのごとく回転する角が特とく徴ちよう的な、巨きよ獣じゆうである。どういうわけだか、サクラは重量級の悪魔を好んで召喚する傾けい向こうがあった。重量をもって情け容よう赦しやなく軽量を押しつぶす──それがサクラの戦闘スタイルなのである。

「とっかぁぁ──んッッ!!」

　ワータイガー達に考える間を与あたえず、ドリルケラトプスはドリルを回転させながら突とつ進しんを開始した。

「ぬごわぁぁ──ッ!?」

　狭せまい辻の中では、逃にげる場所などない。ドリルケラトプスは頭を一ひねりして、ワータイガーをまとめて薙ないだ。ある者は回転ドリルに弾はじかれ上空へ吹ふき飛び、ある者は横からの頭ず突つきを食くらって壁かべとサンドイッチにされる。

「冗じよう談だんではない──！」

　リーダーはどうにかドリルを食い止めようとした。脇わきの下にがっちりとドリルの先せん端たんを挟はさんで固定し、へし折ろうと試みる。

「無む駄だですよ……！」

　しかしサクラは冷静だった。ちょっと頭をもたげてやる──と、ワータイガーの足が地面から離はなれた。踏ふん張る場所を失って、ワータイガーは身体からだごとドリルの回転に巻き込まれた。

「ギャァァァァ──ッ!?」

　深く脇に固定していたのが災わざわいし、リーダーはバターにでもなりそうな勢いで大回転する。

　ドリルケラトプスはわずかに頭を下げる──と、ワータイガーは頭から地面に激突した。無様な着地を果たし、思わずドリルを手放す。それでも串くし刺ざしにされるのを避さけて這はうように逃げた。

　周囲を見み渡わたし、部下達がことごとくダメージを負っているのを見て取ると、

「て──撤てつ収しゆう──ッ！」

　絶ぜつ叫きようした。部下達も逆らわず、身体を引きずりながら、波が引くように逃げていく。

「……ふう……」

　逃げていく男達を見つめながら、サクラは虚体を解放した。円盤を外し、眼鏡めがねをかけ直す。

「とにかく、博物館に連れて行きましょう」

　振ふり返って、サクラは倒たおれた男とエルバに等しく視線を投げる。

「この辺の住人に気づかれると面めん倒どうですしい、早く動いた方がいいです」

「あ……ああ……」

　エルバは呆ぼう然ぜんとしていたが、気を取り直して紙袋を抱え直す。

「って、連れて行くのか」

　テッキがどんな顔をするか、一いつ瞬しゆん心配になったが、しかしこの人物をここに放置していくわけにもいかない。

　サクラはもう一度男のそばにかがみこみ、声をかけた。

「立てますか？　痛い所は……？」

　差し伸のべられたサクラの手を、男はやんわりとはねのけた。

「僕に……関かかわり合いにならない方がいい……」

　苦しげに声を震ふるわせつつ、男は自力で立ち上がろうとする。

　しかしサクラは強ごう引いんに腕うでを回し、男に肩かたを貸す形で立ち上がった。

「そんな冷たいこと言わないで下さいよお。エイジさん」

　笑えみを浮うかべて、サクラは名を呼んだ。

「そうか……やっぱり、サクラちゃんなのか……」

　男の警けい戒かい心しんがわずかにゆるみ、安あん堵どの色を見せる。

「やっぱり、知り合いなのか？」

「はい」サクラは明快に答えた。「この方はエイジ・タツミヤさん。私と同じ、リの一族の生き残りです」
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　シンキョウ、午前十一時。

　夜には酔すい漢かんが行き来する、酒場の連なる繁はん華か街がい。日が南天へと昇のぼるこの時間帯には、店の外も中も人ひと気けはない──はずなのだが、ルシアンの目の前にある店の中からは妙みような物音が聞こえていた。

　店名はスカルヘッド。シンキョウの中に数店の支店を持つ酒場の本店だそうである。税務局オーラン支局からもらった資料によると、店主の名はバラベル氏、酒場の三階に居住。二年分の税金を滞たい納のうし、それ以前についても所得を過少申告して脱だつ税ぜいを行っている疑いがある。何度督とく促そくしても税金を払はらおうとはせず、逆に用心棒を雇やとって税務局員をよせつけないようにした。

　そこで税務局オーラン支局は、実戦徴ちよう税ぜい係の出動を要よう請せいした。

　正面入口は閉まっていたので、ルシアンは裏手に回って裏口から店内に侵しん入にゆうした。

「……う……」

　まず鼻をついたのは、血の臭においだった。

　ぐぬり、と何か柔やわらかいものを踏みつけた感覚が生まれる。見下ろすと、それは何者かの腕だった。全身を切り刻まれて血まみれになった男が、ぐったりと寝ね転ころがっている。呼吸をしている様子はない。

　呼吸をしていない男は三人いた。

「ははあ。彼らが、雇われ用心棒ということですか」

　ルシアンはそう断を下した。三人とも顔が見分けられない──というか、顔がどこにあるのかすらよくわからない状態だったが、その服装を見れば、社会のどの階層に所属する人間であるかはおおむね想像がつく。

　天窓から光が差し込む店内は薄うす暗ぐらかったが、他ほかに人のいる気配はない。

「上で何かやっているみたいですね」

　床ゆかを踏みならすような音、何者かの声は頭上から聞こえてくる。

　階段を探すのは非常に簡単だった。血まみれの物体を引きずったであろう跡あとが、ずるずると階段まで続いていたからだ。どうやら用心棒はもう一人いたようだ──「彼女」はその死体を引きずって、上まで上っていったらしい。

　血の跡に導かれるまま三階に上り、居住室らしい部屋の扉とびらを開け放つ。

　室内には、三人の姿があった。うち四本の視線がルシアンを突つき刺さす。

「取り込み中ですう。帰って欲しいんですけどお」

　と言ったのは、テーブルに腰こしを下ろしている、オーラン人の少女だった。身体からだに全く合っていないブカブカのオーバーオールを着て、頭に熊くま耳みみのカチューシャをつけている。オーラン人特有の角と熊耳が共存しているので、少々妙な眺ながめではある。

　少女は露ろ骨こつに眉まゆ根ねにしわをよせてルシアンを睨にらんだが、その表情はすぐに改まる。

「あれ？　どこかで会ったことあったでしたっけ？」

「僕はルシアン・パラドール。バルヒーヨ先生の使いの者ですよ」

　自己紹しよう介かいして、ルシアンは軽く一礼した。

　少女はぽんと手を打ち、無む邪じや気きに言った。

「ああ、思い出したですう。バルヒーヨのそばにくっついて歩いている腰こし巾ぎん着ちやくですかあ」

「ハハ……そうですよ、ホタル・ヤジマさん」

　苦笑いしながら、ルシアンは少女の名を呼んだ。

「あ……あんたも、税務局の手の者か！」

　部屋の中の第二の人物は、ルシアンを思い切り指さし、半はん狂きよう乱らんになって叫さけんだ。

「まあ、そういうことにしておきましょうか、えー、バラベルさん？」

　ルシアンは勘かんで呼んでみたが、どうやら当たりだったようだ。

「あ、あんたら、一体どういうつもりだ!?」

　完全にバラベルは度を失っていた。それも当然だ──用心棒を皆みな殺ごろしにされ、しかも死体を持ちこまれたとあっては。

　部屋の中の第三の人物は、既すでに命を失っていた。四人目の用心棒だろう──やはり、顔がどこにあるのかわからないような惨さん状じようを呈ていしている。

「まあ、カーペットを汚よごされて怒おこる気持ちはわかりますけどね」

　ルシアンはしれっと言った。

「ところで、何の用ですかあ」

　ホタルがルシアンに呼びかける。

「実はですね。バルヒーヨ先生が、ホタルさんに特別にやってもらいたい仕事があるそうなので、お迎むかえに来たんです」

　用件を伝えつつ、ルシアンはカバンの中から土産みやげ物を取りだした。身長五十センチほどの熊のぬいぐるみだ。

「あ、熊さんですー！」ホタルの顔がぱっと明るくなる。「すごーい。バルヒーヨがこれをホタルにくれるですか」

「ええ。無理を言って来てもらうお詫わびに、です」

「わっかりましたあ。んーっとお」

　ぬいぐるみを受け取って、ホタルはわずかに考え込む。

「決めたです！　君の名前はティッピーです！」

　ぎゅーとぬいぐるみを抱だきしめて、ホタルは愛くるしい笑えみを浮うかべる。しかしすぐにぬいぐるみをルシアンに突き返すと、

「でもルシアン、これをくれるのはちょっと待って下さいです」

　と言いつつ、ホタルはバラベルに視線を定めた。

「先に仕事を済ませるですう。ティッピーが汚れるといけませんですからあ」

「なるほど」ルシアンは答えた。「それもそうですね」

　ホタルとルシアンの隙すきを窺うかがい続けていたバラベルは、ここがチャンスと判断したか、手元にあった椅い子すを投げつけた。ホタルが怯ひるむ隙に、窓に飛びついて逃にげようとする。

「召喚コンタクト！」

　ホタルのリカバリーは早かった。悪あく魔まを召喚すると、塵ちりの渦うずの中から虚きよ体たいの腕うでを伸のばし、窓から今まさに飛び出そうとするバラベルを捕つかまえる。

「逃がさないですよおー。税金を滞たい納のうした罪を今すぐこの場でつぐなってもらうですう」

　バラベルは腕を振ふり払はらおうとして振り返り、そこに信じられないものを見み出いだす──腕が六本生えた大熊という怪かい物ぶつを。

　アスラベア、八段級に分類される悪魔である。六本の丸太のような腕にはそれぞれ鋭するどい爪つめが生え、恐おそろしいまでの殺傷能力を秘ひめている。身体もとてつもなく巨きよ大だいで、低い天てん井じようのこの部屋では、猫ねこ背ぜにならないと立てないほどだ。

　じたばたとバラベルはもがくが、熊の腕わん力りよくに勝てるはずもない。

　バラベルを押さえながら、アスラベアは首をぐるりと回してルシアンを見た。

「ティッピーと一いつ緒しよに店の外で待っていて下さいですう。ルシアンを巻き込むといけないですからあ」

「そうさせていただきます。ここにいたら、あまり見たくないものを見せられそうだし」

　ルシアンは素す直なおに受け入れ、静かに部屋から退出した。

　扉とびらを閉めると、中からバラベルに語りかけるホタルの声が聞こえた。

「ハーイ、僕ティッピー！　人間の脳みそと肝かん臓ぞうが大好物なんだー！」

　その後、撲ぼく打だ音と爪が肉を切り裂さく音が連続する。

　ルシアンは顔を手で押さえて首を振り、そのまま足早に階下に消えた。




　シンキョウを見下ろす丘きゆう陵りよう地ち帯たい、午後三時。

　低木の小さな森が散在する牧歌的な光景のまっただ中に、農家オオミヤ氏の大きな家は建っている。多数の小作人を抱かかえる大地主で、かなりの広大な土地を農地として所持している。この農地から生み出される農作物によって、オオミヤ氏は莫ばく大だいな現金収入を得ている──はずなのだが、毎年の納税額は最下層民に毛が生えた程度だった。とはいえ、収入を小作人に分配している様子もない。

　調査の結果、税務局はオオミヤが財産をどこかに隠かくし持っているという結論に達した。しかしオオミヤが協力的になるはずもなく、税務局の調査員に家か畜ちくをけしかけるような真似まねまでやらかした。

　そこで税務局オーラン支部は、実戦徴ちよう税ぜい係の出動を要よう請せいした。

「いやあ、たまにはこんな大自然の中を歩くのもいいものですね」

　ルシアンはシンキョウ市街地から徒歩で農場までやってきていた。健康的な汗あせを流しながら、ひたすらに歩を進め続け、やっとのことで邸てい宅たくの前庭にたどりつく。

　玄げん関かんの巨大な扉の前で、二人の男女が向かい合って立っていた。少女は扉に向かって立ち、男は扉に背をピタリとつけて立っている。男の方がオオミヤであることはすぐにわかった。オオミヤは両腕を真横に伸ばし、あたかも邸内への侵しん入にゆうを防ごうとするかのように立ちはだかっていた。

「やれやれ」ルシアンは嘆なげいて頭かぶりを振った。「なんという子供っぽい抵てい抗こうでしょうね……」

　だが、オオミヤは扉を塞ふさぐために立っているのではなかった。

　戸口に両手をはりつけられていた。片手は扉に、片手は扉脇わきの柱に。

「……ちょっと！」

　オオミヤはルシアンの姿を見つけると、助けを乞こうて叫さけんだ。

「そこの人！　助けてくれぇぇ──ッ!!」

　両手を貫つらぬき固定しているのは、長い釘くぎのように見えた──が、違ちがった。

　銀色のフォークだ。

　四よん叉さのフォークが手の平にめり込んで甲こうの側にまで貫かん通つう、扉と柱に男を縫ぬいつけていた。両手の平からは血の筋が流れて肘ひじまでしたたり、そこから地面に小さな血だまりを作っている。

「……誰だれだ」

　少女も遅おくれてルシアンに気づき、振り向いた。

　端たん整せいな顔立ちに冷れい徹てつそうな無表情をはりつけた、オーラン人の少女だった。ポンチョらしきものを着ているため、体形はほとんどわからない。身体からだが動くたびに、何故なぜか布製のポンチョはカチャカチャと金属的な音を立てた。

「ルシアン・パラドール」ルシアンは自己紹しよう介かいした。「バルヒーヨ先生の使いで来ました、ランコ・スーパーフォークさん」

「ああ……あなたか」

　納なつ得とくの言葉を漏もらし、ランコはわずかに警けい戒かい心しんをゆるめた。

「バルヒーヨの使いということは……仕事か」

「はい。今抱えている仕事は後回しにしていいので、ブルティエールに戻もどってきてほしいとのことで」

「ホタルやツバキがいるだろう。何故私が呼ばれるんだ」

「実はですね、ホタルさんやツバキさんにも招集をかけているんですよ」

「なに」初めてランコの顔に表情らしきものが浮うかぶ。「三人全員集めるだと？」

「ええ。実は面めん倒どうな敵がいましてね。税ぜい騎き士しの皆みなさんの力を集結したいと思っているのです」

「三人集めるとは、随ずい分ぶんな強敵のようだな。……面おも白しろい」

「お土産みやげも持ってきました」

　ルシアンはカバンの中から、一本の銀製フォークを取りだし、ランコに進しん呈ていした。

　ランコはフォークを受け取ると、じっくりと観察した。表裏を何度もみつめ、刃はの尖とがり具合を触さわって試ためし、息を吐はきかけて表面を袖そで口ぐちで拭ふく。目を細めたりフォークを近づけたり遠ざけたり、さんざん眺ながめ続けた上で、

「……ナイスフォーク」

　満足げに呟つぶやくと、腕うでを上げてポンチョの前を開いた。

　ポンチョの内側には、無数のフォークがぶら下がっていた。フォークの首の部分を引っかけて吊つるせるようになっている、ゴムの押さえがいくつも縫いつけられている。そのうちの一つにもらったフォークを差し込むと、ランコは元通りにポンチョを閉じた。

「満足して頂けたようで幸いです」とルシアン。

「だが、とりあえず現在進行中の仕事だけは片づけさせてもらう」

　改めて、ランコははりつけられたままのオオミヤと向かい合った。

「もう少しで、隠し財産の在処ありかを吐かせられそうなので」

　手を一ひと振ふりする。どういう仕組みになっているのか、ポンチョの内側からフォークが一本飛び出てきて、ランコの手の中に収まった。

　ランコはフォークをオオミヤの鼻先に突つきつけると、

「……このフォークの刃は何本だ」

　と問いかけた。

「……う……」

　オオミヤは口ごもる。

　ルシアンの目には、そのフォークの刃は四本に見えた。あまりにも当たり前、わかりきったことである。それを何故問うたりするのか──ルシアンは疑問を感じた。

　オオミヤも逡しゆん巡じゆんを重ねた末、慎しん重ちように口を開いた。

「……四本？」

「違う!!」

　突とつ然ぜんランコは怒ど鳴なった。

　オオミヤもルシアンもびっくりした。それまで起き抜ぬけの低血圧の人間のような調子でぼそぼそしゃべっていた少女が、いきなり声を張り上げたのである。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、もとの声量に戻すと、ランコはフォークをちらつかせた。

「三本だ。このフォークは三本刃」

「いや、そんな」オオミヤはうろたえる。「そのフォークはどう見ても四本刃──」

「いいや三本だ。よーくじっくり見つめてみろ。三本に見えてこないか？」

　ルシアンもよーくじっくり見つめてみたが、四叉のフォーク以外の何物でもなかった。フォークがひとりでにねじれて三叉に変身するわけでもない。

「いや、どう見ても四本──」

「違うと言っている!!」

　抗こう弁べんする間も与あたえず、ランコはフォークをくるりと逆手に持ち替かえると、オオミヤの右手の平にねじ込んだ。

「ぎゃああっ!?」

　オオミヤは苦く悶もんの悲鳴を上げた。

　ランコは一いつ切さい気にする様子も見せず、次のフォークを取り出した。今度は二本刃の小さなフォークである。

「次だ。このフォークの刃は何本だ？」

　オオミヤは熟じゆく慮りよの後、言葉を選んで答えた。

「私の目には二本に見えるのだが、……」

「いいや、三本だ」

　ランコがそう言い切った瞬間、

「はい！　三本に見えます！」

　オオミヤはすごい勢いで言った。

　ランコは頷うなずくと、すぐにフォークをポンチョ内にしまいこんだ。

「結構。実に結構」

　ちょっと黙だまり込んだのち、次の質問を投げる。

「で、あんたの隠かくし財産はどこにしまってあるんだ」

「は？」唐とう突とつな展開にオオミヤは戸と惑まどう。「いや、そんなものありはしないと何回言えば──」

　ランコは眼光をぎらつかせると新たなフォークを取りだし、

「このフォークの刃は何本だァァァァ──ッ!!」

　目にもとまらぬ速さで、今度はオオミヤの頰ほお骨ぼねに突き刺さした。

「ぐああ──っ!?」

　またも悲鳴を上げるオオミヤ。

　オオミヤを見つめたまま、ランコはルシアンに言葉をかけた。

「こいつを説得するのはもう少し時間がかかりそうだ。……ブルティエールに戻もどればいいのだろう？」

「……ええ、そうですが」

「すぐに行く。あんたがこれにつきあう必要はない」

「そのようですね」ルシアンはすぐに受け入れた。「では、僕はこれで」

　ルシアンはきびすを返し、その場を立ち去った。

　帰り道に厩きゆう舎しやの方を覗のぞいてみると、一頭だけ牛が殺されていた。綺き麗れいに切り取られた生首には、無数のフォークが突き立っている。

「今日の夕食は、豪ごう勢せいにステーキとでもいってみますかね……」

　肩かたをすくめて頭かぶりを振ふり、ルシアンは次の目的地に向かった。




　シンキョウ中心部、午後八時。

　ブルティエールの裏社会を支配する犯罪組織、マーレボルジュは活動範はん囲いを首都州内と規定している。が、ブルティエール州外の情勢を逐ちく次じ偵てい察さつするため、支部とでも呼ぶべきものを各州に置いている。表向き、それは多角経営企き業ぎようの事務所を装よそおっている。バラベル氏やオオミヤ氏もその傘さん下かだ。

　総そう督とく府ふは基本的に、マーレボルジュとの共存を望んでいる。マーレボルジュは裏社会を律する存在であり、ある意味総督府の治安維い持じ能力を補助する団体であるからだ。しかしマーレボルジュが総督府との持ちつ持たれつの関係の上にあぐらをかき、容よう認にんしがたい違い法ほう行こう為いを重ねれば、時に総督府は立場をわきまえさせるための摘てき発はつを行う。

　かつ、万ばん人にんが総督府とマーレボルジュの関係を割り切っているわけではない。時にはマーレボルジュの根絶を狙ねらって容よう赦しやない圧力をかける者もいる。そいつの政治的立場が弱ければすぐに芽は摘つまれるが、有力者が乗り出すと事態は流動性を増し、結果は誰だれにも予想のつかないものとなる。総督府の実力者の一人、サイクス・バルヒーヨが手しゆ腕わんを振るっているとなれば、なおさらだ。

　バルヒーヨは税務局オーラン支局からの要よう請せいを受けて、マーレボルジュの事務所に実戦徴ちよう税ぜい係を送り込んでいた。

「ここですか……と」

　マーレボルジュオーラン支部の事務所にたどり着き、ルシアンはそのビルを見上げた。四階建てのごく平へい凡ぼんな建築物だ──過か剰じように巨きよ大だいでもなければ、不必要にみすぼらしいわけでもない。

　不意に三階の窓が割れて、中から悪あく魔まが一体飛び出してきた。

「うわあ」

　ついルシアンは声を上げた。

　悪魔、リザードマンは背中から空中に飛び出し、そのまま地面に落ちた。しばらく身じろぎしていたが、やがて気絶したのか、虚きよ体たいは解放され、生身を晒さらした召喚主は動かなくなる。明らかに、自分の意思で落ちてきた風ではない。

「どうやら、ツバキさんが頑がん張ばっているみたいですね」

　呟つぶやいて、ルシアンは事務所に入っていった。

　一階から、かなり荒あれていた。デスク類はなぎ倒たおされて書類は散乱、観葉植物も転てん倒とうして鉢はちの中の土を床ゆかにぶちまけている。中で象が暴れたかのごとくである。

　そして、五、六人の男達が寝ね転ころがっていた。全員生きているようだ──意識はないようだが、出血は一いつ滴てきもない。

「今まで見てきた中で、一番穏おだやかな光景ですね」

　感想を述べて、ルシアンは一挙に三階まで上った。

　三階でも似たような光景が広がっていた。一階と異なるのは窓が割れて夜の風が吹ふき込んできていること、気絶している者達の中に一体だけ悪魔が立っていること、そして一人の女性が悪魔と向かい合って立っているということだ。

　悪魔はフクロウの顔をした人間型の悪魔、オウルヘッドだった。フクロウの暗視能力が身に付くため、夜の仕事を行う者に人気の悪魔だ。しかし、相対する女性は生身だというのに、オウルヘッドの方が明らかにおびえている。

「あんた……どっかで見たことあるね」

　オーラン人の女性はオウルヘッドから視線を切ると振り返り、ルシアンの顔をじっと見た。

　ルシアンも女性を見つめ返す。背の高い、筋肉質な女性だった。肌はだにぴったりと吸い付くような上衣を着ているため、筋肉の盛り上がりが手に取るようにわかる。おおよそ女性の身体からだとは思えない──普ふ通つうの服を着て筋肉を隠かくせば、かなり良いスタイルに見えることだろうが。

「思い出した」女性はパチンと指を鳴らした。「あんた、ルシアン・パラドールだな。バルヒーヨの秘書の」

「覚えていて頂いて光栄です、ツバキ・ナカムラさん」

　ルシアンは会え釈しやくして答えた。

「お忙いそがしいようでしたら、どうぞ先に仕事を終わらせて下さい」

「ふンむ。だったら、そうさせてもらうぜ」

　ツバキは頷うなずいて、オウルヘッドとの距きよ離りを詰つめ始めた。背をまっすぐ伸のばし、両手を高く掲かかげて、威い圧あつ感たっぷりにわざと重い歩調で歩く。

　オウルヘッドは明らかに吞のまれていた。自分が悪魔を召喚しているにもかかわらず。

「く……来るな！　来るんじゃないィィ──ッ！」

　じりじりと後退するが、事務所はさして広くない。オウルヘッドの尻しりは、すぐに事務所隅すみのデスクにぶつかった。

「ヒィ！　クソッ！」

　半ばやけっぱちになって、オウルヘッドは手近にあった椅い子すをツバキ目がけてぶん投げた。

「ハ！」

　避よけるかと思いきや、ツバキは腕うでを伸ばして椅子を受けて、流した。

　自分との激げき突とつを避さけつつ、しかし椅子の勢いは殺さずに、くるりと身体をねじって、ツバキは椅子の進路を百八十度反転させた。

「なに!?」

　相手に投げた椅子が全くの等速で投げ返されるなど、予想外だったろう。オウルヘッドは反射神経を発揮し、激突を回かい避ひした。椅子は正確にオウルヘッドがいた場所に戻もどり、デスクにぶつかって倒れる。

「手当たり次し第だいにぶん投げるだなんて、夫ふう婦ふゲンカかよ。男だったらかかってきな！」

　ひょいひょいと手招きし、ツバキは相手を挑ちよう発はつする。

「う……うおおおお──ッ！」

　しばしためらった後に、オウルヘッドは突とつ進しんした。死中に活を求める捨て身の特とつ攻こうだ。肩かた口ぐちから突つっ込んでツバキに体当たりを仕し掛かける──が、

「遅おせぇんだよ！」

　低く伸ばした両腕を、ツバキはオウルヘッドに差し込む。

　次の瞬しゆん間かんオウルヘッドは宙に浮うき、天てん井じように叩たたきつけられていた。

「…………!?」

　オウルヘッドには、視界が一瞬で回転したようにも思えたことだろう。天井に背中を打ち付けた後、引力に従って落下、地面にべたんと身を叩きつける。そしてそのまま気絶した。虚体が崩くずれて、中の召喚主の姿が露あらわになる。

「これでおしまい」

　ツバキは事務所内を見み渡わたし、これ以上何者も潜ひそんでいないことを確かく認にんした後、両手を打ち合わせた。

　ルシアンは拍はく手しゆを送った。

「相変わらず、見事なものですね」

「ハ！　チキュウ空手は無む双そうの武術よ」

　ツバキは力こぶを作ってみせた。

「……で、あんたがなんでここにいるんだ、ルシアンさんよ」

「バルヒーヨ先生の使いです。ブルティエールに来てくれということで」

「へえ。使いをよこすとは、誰だれか強敵でも出てきたのかい」

「まあ、そんなところです。実は今回、ホタルさんやランコさんにも声をかけてましてね」

「本当かよ」さも面おも白しろげにツバキは笑った。「その強敵とやらが誰だか知らねえが、不幸な奴やつだな。税ぜい騎き士し三人そろい踏ぶみに立ち合えるなんてよ」

「ははは。……あ、そうだ。バルヒーヨ先生からのお土産みやげがあります」

　ルシアンはカバンから竹を取りだし、まとめてツバキに手て渡わたした。

「おおう。こりゃありがてえ。ちょうど腹が減っていたところだったんだ」

　ツバキは竹の葉に豪ごう快かいにかぶりつき、引きちぎってむしゃむしゃと食べ始めた。

「ン。サンダーランド州の竹だな。さっすがバルヒーヨ先生、あたしの好みをわかってらっしゃる」

「食べただけで、どこの竹だかわかるんですか」

「ああ。修しゆ行ぎよう時代に連れん邦ぽう中の竹をあらかた食ったからね」

　葉を食べ終えると、ツバキは茎くきに取りかかった。嚙かみついてへし折り、はじっこから咀そ嚼しやくしていく。

「ま、あたしらは公務員だ。上からの命令に逆らう理由はねえな。とりあえずブルティエールに戻りゃいいのか？」

「ええ、そういうことです」

　実戦徴ちよう税ぜい係。特に武力的な威い嚇かくをもって納税を拒きよ否ひする住民に対し、実戦的手段をもって徴税を行う、税務局内の一部署である。この部署は武力を行使して徴税を行うことを公然に認められている。

　今でこそドース全土を支配する連邦であるが、発ほつ足そく当初の頃ころは連邦の支配をよしとしない者も多数存在した。彼らは円盤レンズで武装し、広こう範はんな土地を支配して、自治的勢力として振ふる舞まった。いわば、小国家が乱立するような状じよう況きようの時代が存在したのである。

　当時の総そう督とくは、これを連邦制を根付かせるための最大の障害だと判断、軍を派は遣けんして鎮ちん圧あつすることとしたが、そう簡単にはいかなかった。理由は主として二つ。各所の武装勢力はついこの間まで魔ま王おう軍と戦っていたつわものどもばかりだったため、鎮圧には手こずらざるをえなかったというのが一点。そしてもう一つは、世間が拒きよ絶ぜつ反応を示したことだ。

　連邦軍は魔王軍のような悪魔そのものの軍勢と戦うべき存在であり、人間同士が悪魔を使し役えきして戦うのは問題なのではないか──人々はそのような反応を示したのだ。実質的には召喚主が人間か動物か、という違ちがいしかないのだが、人々は悪魔という力を手に入れたばかりで、召喚に関するリテラシーは低く、先入観から悪魔の力を行使することにためらい、嫌けん悪お感を覚える人々が多数存在したのだった。

　表だって軍を動かせば、世の人々の冷たい視線に晒さらされる。そんな状況で、どうすれば武装勢力を潰つぶすことができるのか。この問題に答えを与あたえたのは、当時税務局の一員だった男、トマス・サンドスクイザーという人物だった。

　彼の行ったことは実にシンプルだ──実戦徴税係という部局を作り、軍の一部隊を税務局に組み込んだのである。そしてこの部隊でもって、武装集団の鎮圧を行った──徴税行こう為いという名目で。税金取り立ては厳しいもの、というのは国家に所属する人間全員の共通認にん識しきである。実際は軍を派遣しているのと同質なのだが、人々の目はあっという間に和やわらいだ。かくしてサンドスクイザーは次々と武装集団を叩き潰し、連邦を小国家分ぶん裂れつの危機から救ったのである。

　以来実戦徴税係は、「苛か烈れつな税金取り立て」の代名詞として名を轟とどろかせるようになった──奴らなら砂を絞しぼってでも税金という汁しるをひねり出す、と。「砂絞り」という通つう称しようが、彼らの性質をよく言い表している。

　中でも特に戦せん闘とう能力に優すぐれる人物には、税騎士という官職が与えられる。初代のサンドスクイザー以来二百年来受け継つがれてきた官職で、今現在は三人の人間がその名を与えられていた。適性として必要なのは、公務員としての連邦に対する忠誠心、そして正しい納税のためなら少々人が死んでも構わないという歪ゆがんだ遵じゆん法ぽう精神である。その性質上歴代の税騎士は変人揃ぞろいで、それは現代も例外ではない。

「良かった。これで胸を張ってブルティエールに帰れそうですよ」

　税騎士三名の招集という任務を思っていたよりあっさり遂すい行こうできたことに、ルシアンは胸をなで下ろした。同時に、ちょっとした同情心をかき立てられる。

「はてさて、三人の税騎士の襲しゆう撃げきを受けて、あの博物館はどんなことになりますかね？　ああいう古い建物は貴重ですから、できれば原形を留とどめ置いてほしいものですが──」
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「本当に……ありがとう。落ち着いたよ、サクラちゃん……」

　いささか体力を取り戻もどしたか、少し張りのある声でエイジはサクラに礼を言った。

「気になさらずに。よく眠ねむれましたか？」

　ベッド脇わきに立つサクラは、笑え顔がおで答えた。

　エイジが横になっているのは、つい最近までファルナが寝ねていたベッドだ。ファルナの部屋はそのままにしてあったので、エイジを休ませるにあたり都合が良かったのである。

　そばのテーブルには、奇き妙みような木もく片へんが置いてある。エイジの服から出てきたもので、寝かせる際に取り出して脇によけたものだ。木き槌づちのような木片と穴のあいた球状の木片という取り合わせは、まるでツインハンマーのミニチュアのようにも思える。

「もう……暗いね」

　窓の外は暗くなり始めていた。空を雲が覆おおっているため、夕日は見えない。天気が崩くずれる気配を孕はらむ、暗い空だ。

「エイジさん、ぐっすり眠ってましたからねえ」

　サクラは軽く笑う。

　サクラがエイジを引きずって博物館に帰き還かんしたのは、昼過ぎだった。出で迎むかえたテッキは、見知らぬオーラン先住民の姿に面めん食くらいはしたものの、「同郷の知り合いです」とのサクラの説明を受けると、すぐに客を迎むかえる主人として振る舞った。苦しげなエイジの表情を見ると、いまだ片づけずにいたファルナの部屋に案内し、速そつ攻こうでベッドに押し込んだのである。エイジはかなり疲つかれていたのだろう、四、五時間ほど眠り続けて、やっと目を覚ましたのだった。

「まったくだね……。昼寝には、長すぎる……」

　エイジは身体からだを起こし、ベッドに腰こし掛かける格好になった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　サクラの問いかけに、エイジは大きく頷うなずく。

「大丈夫。もう体力は百パーセント回復しているよ……」

　と語るエイジの声は弱々しく、顔色はお世辞にも良いとは言えない。しかしそれでもエイジは笑みを見せた。

「着き替がえが要いりますね。あなたの服を持ってきなさい」

　ふと気づいて、テッキがエルバに命令する。

　そうだな、とエルバは部屋を出かけたが、

「待って……」エイジが引き留めた。「上着は羽織るもので十分だよ」

「……どういうこと？」

「普ふ通つうの服は着られないんだ……」

　貫かん頭とう衣いの下から、エイジは自分の左ひだり腕うでを出し、よく見えるように掲かかげた。

「それは……！」

　全員が息を吞のむ。

　エイジの左腕は、おおよそ人間のものとは思えなかった。太く、表面には白い鱗うろこが生え、そして指の先せん端たんにはかぎ爪づめが生えている。まるで、腕だけ悪あく魔まを召喚したかのような姿だ。

「これだと、君の服の袖そでをボロボロにしてしまうからね……」

　弱々しい自じ嘲ちようの笑みを、エイジは浮うかべた。

「エイジさん……」

　諦てい観かんの表情で、サクラはエイジに声をかける。

「竜りゆう人じん化が進んでいるんですね……？」

　エイジは黙だまって頷いた。

「竜人化だと？」

　エルバの問いに、サクラは振ふり返って答えた。

「はい……。オーラン人の一部に現れるものなんですが……」

「オーラン人の宿しゆく痾あってやつさ……」

　エイジは自分の角を、ごく普通の右手でつついた。

「そもそも、なんで僕達オーラン人が角を生やしているか、……知っているかい」

「……さあ」

　エルバは首を振った。そんなこと、考えたこともなかった。

「遠い遠い昔、僕達の先祖が悪魔との抗こう争そうを始めたばかりの頃ころに遡さかのぼる。悪魔達に苦しめられていた先祖達が円盤レンズの力を知り、悪魔と同じ姿となって戦うことを覚えた頃の話さ。先祖達は喜び勇んで悪魔を召喚し、悪魔を駆く逐ちくしようとした──が、話はそう簡単にいかなかった。悪魔の虚きよ体たいが傷つけば逆流バツクワードが起きる。強力な悪魔を召喚すると、その反動も強力になる。いわゆる幻肢フアントム逆流ペインというやつさ……」

　虚体に与あたえられたダメージは、そのまま召喚主に感覚としてフィードバックされる。傷ついた部所に正確に、同じ痛みが発生するのだ。これを逆流と呼ぶ。悪魔は単なる鎧よろいではなく、召喚主にも痛みを負わせるのである。

　悪魔には、翼つばさ、角、第三の足や腕や目、二本目の首など、普通の人間は持っていない器官を持っているものもいる。これらの部所に与えられるダメージが逆流として無効になるかというと、そうでもない。近きん似じの部位に、二倍三倍の痛みがフィードバックされるのである。これを幻肢逆流と呼び、慣れない召喚者だと一いち撃げき失神、というレベルの激痛が発生する。

　幻肢逆流の存在故ゆえに、扱あつかいやすい悪魔と扱いにくい悪魔の差さ違いが生まれる。概がいして扱いにくい悪魔の方が強力なわけだが。

「かつて、僕達の先祖は、現代とはまったく異質の科学技術を持っていたらしい。例えば、人間の頭に角を生やして、かつその形質が子孫代々に伝わるようにする……とかね」

「マジかよ」

　にわかには信じがたい話に、エルバは驚おどろきの声を上げる。

「本当です」サクラが言う。「たまに、遠い先祖の居住地の遺い跡せきとかが発はつ掘くつされることがあるんですけどお、そこから出てくる骨には角が生えてないんですよねえ」

「ある時期を境に角のない骨は激減して、以降は角のある骨だらけになる」エイジが補足説明する。「あっという間にオーラン人は皆みな、角持ちになった。角があれば角つきの悪魔を幻肢逆流の心配なく喚よべるから、戦せん闘とう能力が上がって、より生き残りやすくなったんだろうね」

　それはそうだ、とエルバは納なつ得とくする。

「でも、先祖達はそこでは留とどまらなかった。人体により多くの器官を発生させれば、より多くの悪魔を扱えるようになる──そう考えるのは当然だろ？」

「それはそうでしょうけど」テッキが発言した。「それはつまり、自分たちの姿をより異形と化することでしょう？　万ばん人にんが賛成するものではないと思いますが」

「そうだろうね」エイジは認めた。「多分、自分達に角を生やすことだけでもかなりの抵てい抗こうがあったと思うよ。ま、僕はこの角、気に入ってるけど。……さらに異形化を推おし進めるとなると、とても受け入れられなかっただろうよ、大抵の人は。でも、一部の人間によって異形化は進められたらしいね……人を竜に変える実験は」

　エイジはまたも左腕を掲げた。まさに、竜の腕という形容がふさわしい代しろ物ものである。

「実験は、完全には成功しなかったようだ──けど、完全に失敗したわけでもない。以来、オーラン人には一世代に二、三人くらい、『竜の遺伝子』を持った人間が生まれるようになった。僕みたいな人間がね……」

「その……」言葉を選びつつ、エルバは尋たずねる。「その身体からだは、子供の頃からなのか？」

「そうじゃない」エイジは首を振る。「竜の遺伝子が発現するタイミングは人による。ある年ねん齢れいに達すると、身体の一部がこんな風に変化を始める。場所も進行速度も範はん囲いも、人によってまちまちらしい。僕の場合、竜化が始まるとあっという間に左腕がまるまる変化して、角が一組よけいに生えたけど……それ以上はほとんど進んでいない」

「そう……ですよね」沈しずんだ顔でサクラが言う。「十年前のエイジさんは、竜化の気配すらなかったのに……」

「覚かく悟ごはしていたよ……父さんが竜人だったからね。……初めて自分の竜化に気づいたのは、三年くらい前のことだったかな。研究所に拉ら致ちされたのも、その頃さ」

「研究所……？」

「ああ。僕はブルティエールの研究所から逃にげ出してきて、逃とう走そう中に君たちに出会ったんだよ」

　サクラとエルバの顔を、エイジは等しく見つめた。

「待って下さい」サクラが驚く。「エイジさんは、ずっとブルティエールにいたんですか？」

「そうなるね」エイジは答えた。「長い間、地下牢ろうみたいな部屋にずっと閉じこめられていたのを『ブルティエールにいた』と表現していいのなら」

「三年もだと……？」

　白い鱗うろこだけではない、エイジの体色は全ぜん般ぱんに白い。いかにも、三年ほど日の光に当たったことがないという風である。

「そいつは軍警察に訴うつたえ出た方がいいんじゃねえのか、さすがに」

「いや……それは多分無む駄だだ」

　低いエイジの声に、怒いかりの気配がこもった。

「ブルティエールには、オーラン人の竜化を研究している奴やつらがいる……数年どころじゃない、おそらくは数十年にわたって、だと思う。それだけの長期間腰こしを据すえて研究を続けられる団体は、連れん邦ぽう首都にだってそう無いと思う。……多分、総そう督とく府ふが関かかわっているんじゃないのかな」

「総督府が……？　研究って、何のためにだよ」

「少なくとも、十年前の独立戦争の時には需じゆ要ようがあったはずだよ……こっちの言い方じゃ、西部内乱かな」

「いや、独立戦争でいい」エルバは口を挟はさんだ。「俺の父親もテッキの父親も、西部軍に参加している」

「……そうなのか。やっぱりね」

　妙みような物言いをするエイジ。エルバは尋ね返そうとしたが、先にエイジが言葉を続ける。

「研究所に閉じこめられて、一つわかったことがある。十年前、父さんは奴らに実験台にされて殺されたんだ」

「実験台って、どういうことですか」

　ただならぬエイジの言葉に、サクラが慌あわてて聞き返す。

「君たちは、……」

　少し考えてから、エイジはエルバとテッキに問いかけた。

「あのオーラン虐ぎやく殺さつ事件は『しろがねの悪あく竜りゆう』によって行われた、と言ったら信じるかい」

　エルバとテッキは顔を見合わせてから、

「信じる」

　と同時に答えた。さらにテッキが付け加える。

「実は、悪竜の円盤レンズは当館で保存しているのですよ」

　今度はエイジが驚おどろかされる番だった。

　事件を目もく撃げきした人々の証言によって、エルバ達は知っていた──伝説上の悪あく魔まであるしろがねの悪竜が、十年前オーラン先住民の居住地に顕けん現げんし、リの一族と居合わせた東部軍の一隊を潰かい滅めつさせたことを。居住地から逃走している最さ中なかに竜を目撃したというカエデの言葉、東部軍の隊長として事態に対処し、後に虐殺事件の首しゆ謀ぼう者しやとの汚お名めいを着せられたクラヴリーの言葉だけではない。実際に悪竜と戦った者が、この博物館にいる。

「フッフッフ。話は全部聞かせてもらったよ」

　ベランダに通じる大窓が突とつ然ぜん開き、軍用カバンを抱かかえたルナ・ルガが姿を現した。

「うああ」エルバは驚いて声を上げた。「てめえ、入ってくるなら普ふ通つうにドアから入ってこい！」
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「いいじゃないか。どこから入ろうと僕の勝手だよ」

　ルナはエルバを適当にあしらい、ルナの顔をじっとみつめるエイジに声をかける。

「こんばんは、赤い天使です。……と言って通じるかな」

「やっぱり……あなたは、悪竜と戦った方ですか……」

　エイジの顔には理解の色が浮うかんでいた。

　悪竜が顕現した場には、魔王の瞳ひとみを所持する三人の人間がいた。八眼デイアボリツク争覇パーテイが開かい催さいされたのは独立戦争から四年後のことだが、居合わせた契けい約やく者達は己おのれの身を守るために三柱の魔神を特別召喚し、悪竜を打ち倒たおしたのである。

　一柱はミナ・ミグ、クラヴリー・ガーディアンによって召喚された虚こ空くうの魔神。

　一柱はヤミ・ヤタ、不明の人物によって召喚された闇やみ照てらしの魔神。

　そしてもう一柱はルナ・ルガ、ベルトラン・バベルハイズによって召喚された氷結の魔神。

　空を舞まって悪竜と戦うその姿は、天より遣つかわされた天使とも見えた。故ゆえに、彼らの放つ能力逆流の霧きりの色から、それぞれを黄色い天使、黒い天使、赤い天使、と居合わせた人々は呼んだという。

「残念だけど、人じゃない」ルナは言う。「魔王の瞳から召喚される魔神様だよ」

「やはり……」

　その言葉には、エイジはあまり驚かなかった。

「そうだったんですね。悪竜が実在するのだから、魔神が実在してもおかしくない……」

「そりゃそうだ。まあとにかく、ここにいる人間は全員悪竜のことを知っている。その前提でしゃべってくれて構わないよ。で、君の父親が実験台になったというのは、つまり──」

「そうです」エイジは暗い表情で言った。「悪竜を召喚するための依より代しろとなったのは、……僕の父さんなんですよ」

「…………!!」

　エイジの言葉に、誰だれもが息を吞のむ。

　特に動どう揺ようを見せたのは、テッキだった。テッキの父ベルトラン・バベルハイズ、本来ならば前回の八眼争覇に参加する予定だった男は、悪竜と戦って命を散らしたのである。

　しかし、テッキは衝しよう動どう的にエイジにあたるような愚おろかな人間ではない。すぐに動揺を抑おさえ込むと、エイジに質問を投げる。

「何故なぜ……そのようなことになったのですか……？」

「すべて、研究所で聞かされた。あの虐殺事件は実際のところ、単なる実験に過ぎなかったんだって……しろがねの悪竜の召喚実験だと」

「実験ですって？」

「あの円盤はもともと、しろがねの悪竜の円盤と言い伝えられてきただけの円盤だったらしい。というのも、それまで誰にも悪竜を召喚できなかったそうなんだ……だから、本物かどうか確かめる術すべがなかった。でもある時、ある文ぶん献けんが発見された──遠い昔、魔王はオーラン人に竜人の生け贄にえを要求し、生け贄は悪竜の依代とされた、とかいう。だから奴やつらは、竜人に円盤を与あたえて召喚させる、という実験を決行した……」

　言葉が途と切ぎれ途切れになってきた。長い会話が身体からだに負担をかけているのか。しかしエイジは知識を伝えるべく、必死に語り続ける。

「居住地に東部軍がやってきたあの日、父さんはある軍人の訪問を受けた。あの時竜人だったのは、父さん一人だけだったからね……。その軍人は、かなり神経質な風だったことを覚えている。同どう僚りようにすらばらせない秘密の任務遂すい行こう中、って感じだった。僕は父と軍人の会話には参加していなかったけど、多分しろがねの悪あく竜りゆうのことを語っていたんだろうと思う。訪問の後、父さんは『竜の声が聞こえた……』とか、よくわからないことを言っていた。そしてその晩、導かれるように軍のテントの方に向かっていった……」

「そうしたら、悪竜が現れたってわけか」

　エルバの言葉に、エイジは頷うなずいた。

「父さんは、竜の声に逆らえなかったんだ。甘い死の夢には……」

　さらになにか言葉を続けようとしたが、エイジは大きく咳せき込み始めた。サクラが慌あわててエイジの隣となりに座り、背中をさすり始める。

「喋しやべりすぎですよお。休んだ方がいいですって」

「……語らせすぎたようですね」

　自省の言葉を呟つぶやいて、テッキはエルバに目配せする。エルバは頷き、ルナの首根っこをひっつかんだ。

「出るぞ、ルナ」

「引っ張らなくても大だい丈じよう夫ぶ。僕が空気を読めない人に見えるかい？」

「見える。あとおまえは人じゃねえだろうが」

　ぶちぶちと文句をかわしながらエルバ達は部屋を出ようとするが、

「ちょっと待って……」

　エイジが頭をもたげた。

「そのカバンの中身……悪竜の円盤レンズだろ？　見せてくれない……かな」

　ルナはテッキに視線でうかがいを立てた。

　テッキは右の袖そでに左手を突つっ込み、中から鍵かぎを取り出した。先日クラヴリーから預かった、カバンの鍵である。

　ルナは鍵を受け取ってカバンを開け、悪竜の円盤を取り出した。

　中から出てきたのは、白い円盤だった。通常の悪あく魔まの円盤は無色透とう明めい、色の付いている円盤は魔王の瞳だけである。

　エイジは円盤を受け取ると、額のそばにかざして目を閉じた。長い沈ちん黙もくの後、

「なるほど……ね」

　目を薄うすく開いて小さく呟く。

「父さんの言葉の意味がわかったような気がするよ。竜は竜を呼ぶっていうことか……」

　少し惚ほうけたような、見ようによっては幸せそうな表情を、エイジは浮かべていた。




「どんな様子だ？」

「よく眠ねむってますよ」

　後からラウンジにやってきたサクラは、エルバの問いにそう答えた。

「かなり消しよう耗もうしているようだな。あんだけ昼ひる寝ねした上でさらに寝るとは」

「単に疲つかれているだけじゃないんですよ。竜人の宿命です」

　と言いつつ、サクラは椅い子すに腰こしを下ろした。その顔は浮うかない。

「角の話、覚えてますよね？　オーラン人は悪魔召喚に適応するため角を生やした、っていう」

「もちろん。忘れられそうにねえ。角が生えるように身体を改造した、ってのはにわかには信じられねえが……」

「でも、現にオーラン人は皆みな角を生やしていますからね」

　テッキが横から言った。

「その最さい先せん端たんの形態が、竜人なんです」サクラが説明する。「竜人はあらゆる逆流バツクワードを──幻肢フアントム逆流ペインも、ですけど──全身で受け止める、という性質を持っているんです」

「全身で……？」

「はい。本来ならば一ヶ所に痛みが集中するところを、全身に流し、時間をかけることで軽減させるんです。一いつ括かつ払ばらいを分割払いにして、当座の痛みを和やわらげる、というか」

「なるほど。だが、分割払いは長く尾おを引く」

「ええ。痛みはやがて慢まん性せい的なものになって、身体に──特に心臓に大きな負担をかける、と言われています。エイジさん、かなり苦しそうでしたね……」

　沈ちん鬱うつな面おも持もちで、サクラは背後を振ふり返った。

「しかし……どうしたものでしょうね」

　テッキが考え込む。

「彼は追われているのでしょう？　うちで抱かかえ込むとなると、厄やつ介かいですね……」

「待って下さいよ！　エイジさんを追い出そうって言うんですか」

　珍めずらしく、サクラが血相を変えて声を荒あららげる。

「そんなこと言ってませんよ。まさか、あんな風に苦しんでいる人を放ほうり出したりはしません。ただ、彼をうちに置くことで問題が一つ増えるという事実は認にん識しきした方がいい、ということです。……冷たい言い方ですけどね」

　表情をわずかに歪ゆがめながら、テッキは言った。

「ここの博物館には、タダ飯食ぐらいを置いておけるような余よ裕ゆうはねえからな！　ゲハハ！」

　テッキの袖からぬるりと触しよく手しゆを出し、ボルが発言する。

　テッキはすぐさま触手をつかみ、ボルを引きずり出した。

「あなたはどうして、身も蓋ふたもない言い方をするのですか！」

　器用に身体からだをくねらせ、テッキは着席したままボルを真上に投げ飛ばした。ボルの身体は勢いよく飛び、ベチャッと高い天てん井じように激げき突とつして広がった。

「とは言ってもよお──」

　広がった状態のまま、ボルはパラシュートみたいに地上に降りてきた。

「事実は事実だぜ。追つい徴ちよう金きんの問題を抱えてるってのに、問題増やしてどうするんだよお」

　ボルの指し摘てきは正しい、とエルバは思わずにはいられなかった。エイジの今後の処しよ遇ぐうは難しい──帰る場所があるのか、そもそも追っ手から身を隠かくせるのか、等々。

「まあ……そこは、彼とも相談して考えましょう。ワタクシ達が彼のいない場所でどうこう言っても、始まらないですからね。場合によっては、博物館職員として採用するという手もあるでしょうし。彼次し第だいですけど」

「……すみません。ありがとうございます、テッキ」

　ほっと胸をなで下ろし、サクラはテッキに頭を下げる。

「いやですね、礼なんて要いりませんよ。ワタクシとサクラの仲じゃありませんか」

　テッキは表情をゆるめて答えた。







「どうも。軍警察の者ですが」

　愛あい想そ笑いを浮かべ、友好的な空気を全力で醸かもし出しながら、フィールディングは自宅の庭を掃そう除じ中の中年女性に近づいていった。

　軍警察の制服を見て、中年女性は本能的に警けい戒かいした。が、フィールディングの友好的な微笑ほほえみを見てややガードを緩ゆるめる。

「また警察の方？　なら先に言っておきますけど、ガーディアンを見かけたなんてことはこの十年間、一いつ切さいありませんからね」

　ややうんざりした口調で、中年女性は言った。

「申し訳ありませんね。こちらも仕事ですので」

　いたわりの言葉を、フィールディングは投げかけた。

　この中年女性自体は重要ではない。重要なのは、この女性はエリス・エチェバリア・ガーディアンの住居の向かいに住んでいるということだ。

　故エリス・エチェバリア・ガーディアンは、生前クラヴリー・ガーディアンの妻だった人物だ。かつてはガーディアン隊に所属する一軍人だったが、オーラン虐ぎやく殺さつ事件の際に重傷を負って意識不明の重体となり、十年間の療りよう養ようの後、意識を取り戻もどすことなく今年の初めに逝せい去きよした。フィールディングの後方にあるこぢんまりとした家は、今は空き家となっている。

　かつての住居にクラヴリーは戻ってくるのではないか、とは誰だれもが考えることである。故ゆえにこの女性は、たびたび警官の訪問を受けては同じ質問を投げつけられたのだろう。その点、考えるだけで同情せざるを得ない。

「いやあ、ガーディアンがいまだに捕つかまってないことはご存じでしょう？　いつかはここに戻ってくるかも、と思っているんですけどね」

　この女性はガーディアンに同情的なのか、敵対的なのか。おのずとフィールディングは慎しん重ちようにならざるを得なかった。なにしろこの調査には、自分の軍警察内における立場がかかっている。クラヴリーの内通者と疑われたらどんな目に遭あわされるか、想像もしたくない。

　ボンダーマン達の訪問を受けた翌日、フィールディングはまず軍の資料保管室へ向かった。ガーディアン小隊の生き残りが軍警察に入っているのではないか、とまず考えたのである。

　しかし、虐殺事件に立ち会った小隊のメンバーはほとんどがその場で死亡しており、生き残った少数の人間も戦後すぐに引退しているか、既すでに亡なくなっている。ここに内通者が潜ひそんでいる可能性はゼロだった。

　考えてみれば、ボンダーマン達はまず小隊メンバーから調査を始めていただろう。ここでフィールディングが内通者を見つけられる可能性はもとよりなかったと言ってよい。

　ではどうやって内通者を捜さがしたものか──フィールディングは考えたが、近道となりそうな手は何一つ思いつかなかった。どうやら地道にクラヴリーを追いかけてみるしかないらしい。

　クラヴリーは用もないのに感傷から自宅に戻ってくるような愚おろか者ではないだろう。デスドレッド島からの帰き還かん以降の行動からも、それは明らかである。だから、フィールディングはこの界かい隈わいに来たことはなかった。来るだけ無む駄だだ、と思って。

　だが今、彼は元ガーディアン家の前に立っていた。先入観を捨ててかかるために、とりあえず無駄足を踏ふんでみようと考えたのである。

「あの人が捕まるわけありませんよ」女性は答えた。「あの人は賢かしこい人でしたからね。警察なんかがかなうもんですか」

　この女性はクラヴリーに同情的らしい。フィールディングはその線で攻せめることにした。

「ここだけの話ですが」フィールディングは声を潜める。「手がかりが全くつかめてないんですよ。上からはガーディアンを捕まえろとせっつかれるんですが、捕まらないものは仕方ないでしょう？　こうやって調べているフリはしているんですけどね、個人的にはもう無理じゃないかと思ってるんですよ」

「ほら見なさい」

　女性は得意げに胸を張った。

「そもそも、あの人がオーラン虐殺の首しゆ謀ぼう者しやって話から怪あやしいんですよ。ガーディアンさんはあのような無意味で愚かなことをする方じゃありませんって。あの頃ころは、誰もがガーディアンさんを死し刑けいにしろって大合唱してましたけど、私だけはあの人の無実を信じていましたよ。正直、あの人が脱だつ走そうしたと聞いて私は胸がすく思いでしたよ」

「なるほどなるほど」フィールディングは何度も頷うなずいた。「しかし、当時は風あたりも厳しかったでしょうに」

「私なんてどうってことありませんよ。不ふ憫びんなのはエリスさんでねえ」

「たしかに」

　相あい槌づちを打って、フィールディングは背後を振ふり返る。

「西部からの帰還以来、ついに目を覚ますことはなかったと聞いていますが」

「そうなんですよ。私は毎日お世話させて頂いてましたよ。でも」

　不意に女性の顔が曇くもる。

「結局エリスさんは目を覚ましませんでしたね。逆に、苦しみを長引かせてしまったんじゃないかとも思うんですよね、今となっては」

「それは結果論でしょう」フィールディングは慰なぐさめの言葉を口にする。「捨て置かれて死ぬよりは、何倍も幸せだったはずです」

「おや」女性は眉まゆをつり上げた。「あなた、デイジーちゃんと同じことをおっしゃるんですね」

「デイジーちゃん？」

「ええ、私と一いつ緒しよにエリスさんのお世話をしていた娘むすめですよ。たしかあなたの同業者だったと思うんですけど。苗みよう字じはコ・クラスト」

「え……？」

　瞬しゆん時じにフィールディングは頭を回転させ、

「ああ──ちょっと知りませんね」

　噓うそをついた。

　一瞬口ごもったフィールディングに疑問を持たず、女性は話を続ける。

「そうですか。そりゃま、軍警察は大きな組織ですものね。──なんでもデイジーちゃんは、軍でガーディアンさんの従僕を務めていたらしいですよ？　オーラン事件の時は運良くあの人のもとを離はなれていたらしいけど。なんでも戦争以前はエリスさんに世話になっていたとかで、十年間ずっとここに通い詰つめていたのは恩返しのつもりだったんでしょうねえ──」

「ちょ、ちょっと待って下さい」フィールディングは口を挟はさんだ。「ガーディアン隊に参加していたのは、デイジーの父親だったんじゃ？」

「あら。あなた、デイジーちゃんなんて知らないって言わなかった？」

「たった今思い出しました」フィールディングはしれっと言った。

「あらそう。デイジーちゃんは早くに父親を亡くしたらしいですよ。だから、ガーディアンさんとエリスさんが代わりの父母みたいなものだった、と言っていたような気がしますけど」

「それは……そうですか」

　やや上の空、という感じでフィールディングは受け答えた。

　どうやら、呼び出して問いつめる必要があるらしい──脱走者捜そう索さくチーム内においてフィールディングの片かた腕うでとして働いている部下、デイジー・コ・クラストを。







　夕食後、一いつ旦たん自分の部屋に戻もどろうとしたエルバとルナは、廊ろう下かでエイジと出くわした。

　エイジは片手に例の木もく片へんをぶら下げていた。槌つちと球は、紐ひもでつながれている。

「お。メシか？」

「いや……そうじゃない」

　弱々しい笑えみを浮うかべながらエイジは首を振った。

「ここの博物館、屋上に行けるのかな？」

「へ？　ああ……まあ、行ける」

「だったら、ちょっと見せてくれないかな……」

　頼たのみ込むエイジ。

　エルバに断る理由はなかった──ので、足取りの重いエイジを連れて、屋上へと上った。

　夜空は暗く、雲が重くたれ込めていた。

　迫せまる夏を兆きざす、ぬるい風が吹ふきつけている。その風を浴びながら、エイジは屋上の端はしに歩み寄って、手すりにもたれかかった。頭をもたげ、空を見上げる。

「星が見えない……」エイジは呟つぶやいた。「研究所から脱走した時もこんな風に、暗い空だった」

「そうなのか」エルバは言い返す。「昨日のオーラン州は恐おそろしいくらい晴れてたけどな」

「オーラン州に行ってたのかい」

「ああ。個人的興味から、リの一族の居住地跡あとを見てきたんだ」

「ふうん……」

　少し黙だまってから、エイジはエルバに問いかけた。

「チェビアトが見たものを、自分の目で確かめに行ったのかな」

「な……」

　突とつ然ぜん出てきた父親の名に、エルバは目を丸くした。

「やっぱりそうか」エイジは笑った。「昼間、君を初めて見た時から思っていたんだ。君はチェビアトに恐ろしいくらいよく似ているって」

「それは……たしかに、誰だれからも言われる」

　エルバは認めた。今のエルバの容姿はかつてのチェビアトとかなり似ているらしく、往々にして間ま違ちがわれることがある。

「そうか。あんたも父さんと会っているんだな」

「ま、不思議じゃないね」とルナ。「チェビアトは虐ぎやく殺さつ事件直後のオーラン居住地に居合わせたんだから。もしかしたら、サクラちゃんと一緒にここに引き取られていたかもしれない」

「僕はホーの一族の方に親類がいたから、そっちに引き取られたけどね。もっとも、最初からここに引き取られていたら、もっと早く研究所に連れ去られていたかもしれないけど」

「その……研究所ってのは、どんなところだったんだ」

　ためらいながら、エルバは聞いた。

「地じ獄ごくに限りなく近い場所だったよ」

　エイジの声に険悪な気配がこもる。

「あ、いや、言いたくないならいいんだ」

　エルバは慌あわてて言いつくろったが、エイジは穏おだやかな表情のままに首を振ふった。

「いや、むしろ聞いて欲しい。同情して欲しいのさ……」

　悪戯いたずらっぽく言って、話を続ける。

「奴やつらは毎日毎日、実験と称しようして、僕の身体からだにいろんなことをした。竜りゆう人じんの身体の秘密を解き明かすために。多分、竜人を自分達の手で生み出す研究を行っていたんだろうと思うよ。ある時は血を抜ぬいたり、ある時は竜化を促そく進しんするための薬を注入してみたり、戦せん闘とう能力を測るとか言って悪あく魔まと戦わされたり……」

「こんなことを言うのは野や暮ぼだとわかっているが」エルバは言った。「脱だつ走そうするのに三年を待つ必要はなかったと思うぜ」

「まあね」エイジは認めた。「研究所に押し込められてすぐの頃ころは、何度も脱走を試みたよ。でも、そのたびに失敗して連れ戻されて、ひどい仕置きを受けて……。そのうちに、あきらめちゃったのさ。もう二度と外に出ることはできないんだな、って。研究者連中の言うがままに行動し、実験を受けて、あとは寝ねるだけっていう人形になってしまったんだ」

「でも、あんたは今こうしてここにいる」

「うん。僕は、もう一度星空を見るために、研究所から逃にげ出してきたんだ」

「星空……か」

　エルバは闇やみに満ちた空を見上げた。

「実験の最さ中なか、窓のある部屋に連れて行かれたことがあった。それでたまたま見たんだよ──星空を。そして、昔は毎晩、サクラちゃん達と一いつ緒しよに星を見ていたことを思い出した」

「ああ……星が綺き麗れいそうな場所だったな、あの場所は」

　つい昨日いた、リの一族の居住地を思い出す。周囲に視界を遮さえぎる山はなく、空は恐ろしいくらいに広くて深かった。きっと夜になれば、満天の星が頭上に広がったことだろう。

「心が蘇よみがえる瞬しゆん間かん、って言うのかな……」エイジは続ける。「星を見た途と端たん、僕の中で何かが動いた。そして思った──窓まど枠わくで区切られた小さな星空じゃなくて、本当の星空が見たい、ってね。だから、僕は逃げてきた。後先も考えないで」

「天気予報を見ることくらいは考えた方が良かったかもな」

「まったくだね」

　エイジは笑った──が、その笑顔はすぐに消え失うせる。

「……実はついさっきも、星空を見た」

「さっき？」

「夢の中で。僕は十年以上前の子供に戻もどっていた。そばにはサクラちゃんやシロー、あの頃の友達があの頃の姿のままでいた……。ひどく鮮せん烈れつな夢だった。いや、あれは夢じゃないね……記き憶おくが蘇ったんだ。頭の奥にしまわれていた幸福な記憶が……」

　と語るエイジの顔は、何故なぜか暗く重い。身体は震ふるえてさえいた──寒くもないのに。

「悪竜の円盤レンズかな」

　ルナが短く言うと、エイジはゆっくりと頷うなずいた。

「どういうことだ」

　エルバの問いに、エイジは口元を引き締しめる。

「あの円盤は、適合する者を誘さそう。なんというか──花が虫を誘うみたいに。花は蜜みつで誘うけど、悪竜は夢で──幻げん覚かくかな？　とにかく、イメージを見せてくる。適合者の幸福な記憶を引き出して、それを再体験させる──とでも言うのか……」

「記憶か……」エルバはルナを見る。「この間、『魔神は人の記憶をいじることができる』とか言ってたよな。それと同じことか」

「まあ……ね」

　ルナは素っ気なく答えた。

「父さんの言っていた通りだ。あの頃は半信半疑だったけど……あの円盤の力は尋じん常じようじゃない。眠ねむりから目覚めた途端、恐おそろしくなったよ。夢の中にまで入り込んでくるなんて……」

　エイジはひどくおびえていた。だから、本物の星を見に屋上へ上ってきたのだろう。しかし、空に星はない。

　気を紛まぎらわせてやる必要を、エルバは感じた。

「話は変わるが、それはなんだ」

　とりあえず、エイジの所持品を指さしてみる。

「これ？　これは剣けん玉だまという。オーラン人に伝わるオモチャでね……」

「へえ。ツインハンマーのミニチュアみたいに見えるけど」

「逆だよ。ツインハンマーの方が、剣玉に着想を得て作られた武器さ……」

　エイジは柄えを握にぎり、球を垂らした。それから手首をひねって球を跳はね上げる──と、球はハンマーの叩たたく面、皿状になった部分に載のっかった。

「おっ」

　エルバは思わず声を上げる。

　続けざまにエイジは手首をひねる。球は反対側の皿に載り、尻しりの部分の皿に載り、しまいには上部の突とつ起きにカツッとはまった。

「すげえな。貸してみてくれよ」

「どうぞどうぞ」

　エイジはエルバに剣玉を手て渡わたした。

　さっそくエルバは見よう見み真似まねで手首をひねってみる──しかし、球は皿の縁ふちに当たり、落ちた。

　二度三度とやってみても、球は皿に収まらなかった。

「どうなってやがるんだ。エイジはあんなにあっさり載っけてたのに」

「おかしいね。ちょっと貸してみて……」

　エイジは剣玉を取り返すと、皿の部分をじっくりと見つめた。竜りゆう化かした左手を出すと、爪つめで皿の縁を削けずり出す。

「この剣玉、自分で削って作ったものなんだ……」

　驚おどろきを露あらわにするエルバとルナに、エイジは説明する。

「この左手、僕は好きじゃないけど、なってしまったものは仕方がない。なにか有効活用する手段はないものか、って色々考えて、たどり着いたのが木もく彫ちようだったのさ……」

　爪を器用に使って皿をわずかに削り、息を吹ふきかけて木くずを吹き飛ばす。それから右手を左ひだり腕うでに当てると、

「……フンッ」

　鱗うろこを一枚、力を込こめて引きちぎった。

　うわ、と声を上げるエルバを尻しり目めに、エイジは鱗で削った部分をこする。ヤスリがけするみたいに。

「こんなものかな」ある程度の作業の後、エイジは満足の声を上げた。「これでどうだろう」

「あ……ああ……」

　戸と惑まどいを隠かくさぬまま、エルバは剣玉を受け取って再トライした。

　しかし、球は皿に収まる気配を見せなかった。

「見てられないよ。貸してみて……」

　横から見ていたルナが手を伸のばしてきたが、剣玉を摑つかむ寸前にぴたりと止まる。

「どうした」

「たった今、僕の魔ま神じんアンテナが強きよう烈れつに反応した」

「魔神アンテナ？　初耳だな」

「そりゃそうさ。たった今思いついたから」

　その言葉の割には深刻な顔つきで、ルナは手すりの向こう側を見やった。エルバもその視線を追う。

　跳ね橋は既すでに上げられている。夕食前、エルバ自身が巻き上げておいたのだ。ところが、跳ね橋の手前側、博物館の玄げん関かんのすぐ前に、何者かの姿があった。テッキでもなければサクラでもなく、そして当然エイジでもない。

　その人ひと影かげはエルバの視線を感じ取ると、逆に見返してきた。そして腰こしのサーベルを抜ぬき、高く掲かかげて振ふってみせる。

「冗じよう談だんだろ」

　エルバは色めき立った。

「エイジ、あんたは部屋に戻もどってくれ」

「突とつ然ぜん、どうしたの」

「招かれざる異い邦ほう人じんの到とう来らいだ」

　少し考えてから、言い直す。

「……いや、招かれざる魔神だな」




「こぉ～んば～んは～あ」

　脳天気な挨あい拶さつをしながら、ネア・ネアは大窓からラウンジに侵しん入にゆうしてきた。

　ラウンジでは、既にネアを待ち受ける態勢が整っていた。エルバ、ルナ、テッキ、ボル。お互たがい距きよ離りを置き、油断なく立って構える。

「おいおい」不ふ穏おんな空気を感じ取り、ネアはことさら笑って見せた。「それが客を迎むかえる態度かよ。ネアさん、今日も戦いに来たんじゃねーぜ」

　ネア・ネア、獄ごく炎えんの魔神。さきのクラヴリーとの戦いに介かい入にゆうしてきて、ファルナを叩っ斬きった憎にくむべき敵である。歓かん迎げいできるはずがない。

「おまえがファルナに行った仕打ちをもう忘れたってのか？　とすれば、魔神ってのは物覚えが悪いらしいな」

「ファルナ？　誰だれだい、それ」

　ネアはあっさり言った。

　エルバは無言で一歩踏ふみ出す──が、ルナがその肩かたを押さえる。

「挑ちよう発はつに乗っちゃいけないよ」

「わかってる」エルバはルナの手を思い切り払はらった。「この程度でキレるわけねえだろうが」

　と、キレる寸前の表情で言う。

「で、今日は何の用なのですか？」

　冷え切った目つきで、テッキは問いかける。

「感じ悪いねえ。せっかくの美人が台無しだよ」

　余よ裕ゆうの表情で、ネアはテッキの視線を受け止めた。

「今日は招待状を持ってきたのさ。ネアさんの契けい約やく者からのねえ」

　契約者、の言葉にエルバとテッキは注意を惹ひかれた。

　クラヴリーとの戦いの折に姿を現したのはネアのみ、ネアの契約者は身を隠したままだった。今のところエルバ達はネアの契約者の正体を知らずにいる。

　その契約者が動きを見せようとしている。そのチマチマとしたやり方にはいらいらするが、しかし耳を塞ふさぐことはできなかった。興味を引かれずにはいられない。

「招待状だあ？」

　警けい戒かいは解かぬまま、エルバは尋たずねる。

「ネアさんの契約者が、あんた達と話をしたいんだってさあ」

　胸むな元もとに挟はさみ込んだ封ふう筒とうを、ネアは差し出した。ルナが前に出て封筒を受け取り、テッキに渡わたす。

「開けるといい」

　ネアに促うながされ、テッキは封印を剝はがして封筒を開いた。

　中から出てきたのは、二枚のチケットだった。

「……演劇鑑かん賞しよう券けん、ですか」

　チケットの文面を読んだ後、ちらりとテッキは視線を上げてネアを見る。

「マーマデューク劇場のボックス席とは、また随ずい分ぶん奮発したものですね」

「ボックス席？」

　エルバは横からチケットをのぞき込み、そしてチケット上に記された値段を見て目を剝むいた。

「なんだその値段は。正気か」

「マーマデューク劇場のボックス席なら、このお値段が普ふ通つうですよ」

　あきれた表情で、テッキはエルバをたしなめた。

「日付は明後日の晩、ですか。……いいでしょう、お伺うかがいさせていただく、と先方には伝えて下さい」

「ん～、結構」

　満足そうにネアは頷うなずいた。

「しかし」エルバが口を挟む。「俺達が空けている間に博物館を襲しゆう撃げきする、なんてセコい手を使うつもりじゃねえだろうな」

「まっさかあ」ネアは肩をすくめる。「そう思われるとは、心外にも程ほどがある。そんな気はまったくないから、安心して劇場に来て欲しいねえ」

「……ひとまずは、あなたの話を信じることにします」

　テッキはそう結論した。

「他ほかに用事があるのですか？　ないならば、さっさとお引き取り頂きましょうか」

「冷たいねえ。ま、たしかにないけどさ」

　答えて、ネアは背を向けた。大窓から外に出て行こうとするが、

「あ、そういえば」

　ふと足を止めて振り返り、ルナにすり寄る。

「関係ない話なんだけどさあ。人ひと捜さがししてるんだけど、知らない？　ルゥゥナルナァァ」

「誰をかな」

　やや尻しり込ごみ気味にルナは応じた。

「頭に角が四本生えた、オーラン先住民の男なんだけどさあ」

　ちょっと黙だまり込んでから、

「知らないねえ」ルナは言い切った。「知っているとしても、君に教えてあげる義務はないね」

「冷たいねえ」ネアは笑った。「教えてくれてもいいじゃないの。……ま、しつこくなりすぎないうちに消えるとするか」

　最後に投げキッスを飛ばし、ネアは去っていった。

「四本角の男、か」

　ネアが完全にいなくなったのを確かく認にんしてから、エルバは呟つぶやいた。

「ブルティエールに二人以上、オーラン人の四本角の男がいると思うか？」

「考えにくいでしょう。竜りゆう人じんは一世代に二、三人しか出ないという言葉を信じるならば」

　エイジやサクラの発言を思い出しながら、テッキは答えた。

「となると、エイジの扱あつかいはより面めん倒どうなことになりそうだな……」

　腕うでを組んで、エルバは唸うなった。それからルナに向き直り、

「関係ねえけど、随分愛されてるな」

「ご冗じよう談だんを」

　処置無し、とルナは肩かたをすくめた。

「どう見ても、あいつはおまえに惚ほれているようにしか見えないんだが。なんでだ」

「知らないよ。ある時からああなった」

「ある時とは」

「昔はどうということもなかったんだけど。いつぞの八眼デイアボリツク争覇パーテイの時にネアをこっぴどく叩たたきのめしてやったら、次の回からあんな感じになったのさ。以来倒たおしたり倒されたりしてるけど、ネアの態度はどんどんひどくなっているような気がする。僕はどうしたらいいのやら」

「こっちはこっちで面倒らしいな」

　エルバは正直な感想を述べた。







「こんなところに呼び出して、何の用事でありますか」

　霊れい園えん入口に姿を現したデイジーは、そう言いながらフィールディングのそばに近づいてきた。

　デイジー・コ・クラスト。現在、脱だつ走そう犯対策チームの一員として活動中の女性警官である。主にフィールディングと組み、地道な捜そう査さに明け暮れる毎日を送っている。今日はフィールディングの呼び出しに応じ、私服で霊園に現れていた。

「こういうことを言うのは失礼ですが、まるで亡ぼう霊れいみたいでありますね、警部補殿どの」

　フィールディングは霊園入口、芝しば生ふの隅すみに立つ木の下に立っていた。曇くもった夜空のせいで霊園はいつもにまして暗く、まるで墓からさまよい出た亡霊のように見える。

　デイジーに指し摘てきされて、フィールディングは笑おうとした──が、うまくいかなかった。

「そうだな」

　短く答えて、フィールディングはデイジーを見つめる。陰いん気きな目つきで。

　このあたりになって、デイジーは妙みような空気を感じ取り始めた。比ひ較かく的てき穏おだやかだった表情が、警官の本能に従って険しくなっていく。

「どうも、……今から愛の告白をするという雰ふん囲い気きでは無さそうでありますね」

「それを期待していたのか」

「それは、──」デイジーは口ごもった。「まったく期待していなかったと言えば噓うそになりますが、その──」

　言いつくろおうとしたが、フィールディングの表情が少しもゆるんでいないのを見て、やめる。

「以前に俺に教えてくれたよな」フィールディングは無表情に語る。「おまえが、クラヴリー・ガーディアン逮たい捕ほに力を注ぐ理由を」

「ええ……まあ」

　デイジーはいたたまれなそうに言う。

「父親がガーディアン隊に参加していて、虐ぎやく殺さつ事件に巻き込まれた。だからガーディアンは父の仇かたきだ、という風に」

　フィールディングの説明に、もはやデイジーは何も言わなかった。

「だが、あの虐殺事件の時の小隊員のリストには、コ・クラストの姓せいを持つ人物はいなかった」

　ガーディアン家の隣りん人じん女性の話を聞いて初めて思い出すとは我ながらマヌケだ、とフィールディングは自省した。デイジーの父親の話は聞いていたのに、リストを見た時には気づかなかったのだ。

「この矛む盾じゆんを説明しうる可能性はたった二つだ。一つは、君が実は既き婚こん者しやで実家は別姓だったか。もう一つは──君が噓をついたか」

「…………」

　長い沈ちん黙もくの後、

「……正解は二つ目であります、警部補殿」

　あきらめたように、デイジーは認めた。

「しかし、なんでまたそのようなことを調べたのでありますか？」

「上の方が、内通者の存在を疑っている。ガーディアンが軍警察の手を逃のがれ続けているのは、情報を流している奴やつがいるからじゃないか、と。俺もボンダーマン達に疑われているらしい」

　無言でデイジーは顔をこわばらせた。どうやら、ボンダーマン達の動きを全く察知できていなかったらしい。

　ボンダーマン達はデイジーを本命としてわざと泳がせていたのか、それとも本当に容疑の外だったのか？　フィールディングは疑問に思ったが、さしあたりはどうでもいいことだ。デイジーを見つめ、話を続ける。

「無実の罪を被かぶせられるなんてとんでもない話だ。そこで、俺も独自に調査してみたのさ──それで、あの資料に行き当たった。それにデイジー、君はガーディアンの妻の世話をしていたそうだな。隣人の女性が教えてくれた」

「……そうでありますか……」

　デイジーはかなりショックを受けているようだった。既すでに顔色をなくしている。

「教えてくれ、デイジー」フィールディングは懇こん願がんするように言った。「君がガーディアンに情報を流していたのか？　どうか本当のことを言ってくれ。たとえ君が内通者でないとしても、君の前歴はいずれボンダーマン達にばれるぞ。そうなれば、彼らがどう動くか……」

「そう……その通りであります。私が、ガーディアンに軍警察の動向を教えておりました」

　フィールディングの言葉を遮さえぎり、デイジーは告白した。

「やはり、そうか」

　肩かたを落として、フィールディングは呟つぶやいた。

「どうしてそんなことをしたんだ」

「少しよう佐さ殿どのは、私の父も同然の人物であります！」

　自然とデイジーの言葉には力がこもる。

「理り不ふ尽じんな裁判によって、少佐殿は無実の罪で島流しにされました。そして十年間、私は指をくわえて見ているしかなかったのであります。だから私は、脱だつ走そうしてきた少佐殿とすぐに連れん絡らくを取り、あの人を守るために情報を流していたのです」

「俺達は法の番人だ。俺達はまず真っ先に法を遵じゆん守しゆすべき立場にある！」

「法は私達を苦しめるばかりで、助けてはくれませんでした。エリスは──少佐殿の妻は、夫と再会する日を夢見ながら、ついに果たさずに逝ゆきました。これも法によって定められた結果だから、あきらめて忘れろというのでありますか」

「君の言っていることは、一面的には正しい。だが逆に言えば、一面だけしか正しくない。法の正しさを信じられない人間に、警官を務つとめる資格はない」

　容よう赦しやなくフィールディングは反論した。が、口ではそう言いつつも、珍めずらしく声を荒あららげるデイジーに、同調を覚えずにはいられなかった。デイジーは自分の感情を吐と露ろしているのに対し、フィールディングは通り一いつ遍ぺんの一いつ般ぱん論でしか反論できていないという自覚があった。

「とすれば、私は警官たる資格を、十年前に失っていたのでしょう」

　デイジーはそう言って、数歩退き、袖そでをめくった。腕うでには円盤レンズホルダーが装着されている。袖の内側に隠かくし持つためのコンパクトなホルダーだ。

「どうなさるのでありますか、警部補殿。逮捕しようと言うのなら、私は抵てい抗こうするであります……！」

　ホルダーから円盤を取りだし、デイジーは凄すごんだ。

　フィールディングは立ち尽つくしていた。構えるでもなく、デイジーを見つめたままに。

「……どこかに行ってしまえ」

　低い声を絞しぼり出す。

「もはや、君と一いつ緒しよに仕事をすることはできない。だから、君は姿を消すんだ。ボンダーマン達に捕つかまりたくなければ」

　はっと息を吞のみ、デイジーはフィールディングを見つめる。

「君の気持ちはよくわかった。だが、俺は法の正義を信じているんだ。君の境きよう遇ぐうを聞いていきなりそれを捨てられるほど、俺は想像力豊かな人間じゃない」

　フィールディングは、自分の正直な気持ちを吐はき出した。それがデイジーに対する礼れい儀ぎだ、と思ったのだ。

「……君は優ゆう秀しゆうな警官だった。それだけに、残念だ」

　最後にそう言って、フィールディングは口を閉とざした。

　デイジーは両腕を下ろしていた。ついさっきまでの凄みは消え去り、悄しよう然ぜんとした顔つきになっている。が、すぐに顔を引き締しめると、

「長いこと、お世話になりました」

　折り目正しく一礼し、そのまま小走りに霊れい園えんから出て行った。

　デイジーの足音がすっかり消え去った後、

「本当に、残念だ」

　フィールディングはそう繰くり返して、自宅に戻もどるべく歩き始めた。







　マーマデューク劇場の前に、一台の馬車が乗り付ける。

　馬車の扉とびらが開くと、一組の正装した男女が降りてきた。馬車はすぐに雑ざつ踏とうに消え、男女はマーマデューク劇場正面入口の偉い容ようを見上げる。

「……こんなもんがあったとは、知らなかったぜ」

　と呟いたのは、正装した男性──エルバだった。正装とは言っても、実のところは喪も服ふくなのだが。黒いネクタイを黒い蝶ちようネクタイに代えているだけである。

「ブルティエール一の巨きよ大だい劇場ですよ。つまり、連れん邦ぽう一だということですが」

　そう説明したのは、普ふ段だんとは別のドレスに身を包んだテッキである。

　もっとも異なるのは、手首から先が露ろ出しゆつする、ごく普通の袖の長さのドレスを着用しているということだ。問題の右手は、今回ばかりは手て袋ぶくろをかぶせた普通の義手に換かえてある。さすがに、劇場に万力をぶら下げて臨のぞむのは雰ふん囲い気きぶち壊こわしだ。ただし念のため、いつでも交こう換かん可能なように、エルバに万力を持たせてはいる。

「こんな場所に入る日が来るなんて、考えたこともなかったぜ。まして、万力をぶら下げてだなんてな」

　重いバッグを抱かかえながら、エルバは正直な気持ちを口にした。

「仕方ないでしょう」テッキは即そく座ざに言い返す。「向こうも口ではあのようなことを言っていますけれど、何を仕し掛かけてくるかわかりませんからね」

「……まあな」

　エルバは認めた。念のため、ルナは博物館に待機させている。連中が口約束を反ほ故ごにする可能性を無視するわけにはいかないからだ。もっともルナの場合、「ネアに会いたくない」という一心で博物館待機を選んだのかもしれないが。

「でもよお、俺さえいれば万力なくても安心じゃね？」

　ぬるり、とボルの触しよく手しゆがエルバの胸ポケットからはみ出て、発言する。

　ルナの代わりに、エルバ達はボルを連れてきた。普段はテッキのドレスの袖に隠れているが、現在着用中のドレスはさほど袖口が広くないので、ボルは身体からだをいくつかに分ぶん裂れつさせ、エルバとテッキの服の各所に潜ひそませていた。無形の魔ま神じん、定形を持たないボルだからこそできる真似まねである。

「それは、そうですが──あまり認めたくないのですけど、ワタクシ、万力を手放していると不安で仕方がないのです」

　あさっての方向を見つめながら、テッキは恥はずかしそうに言った。

「こんな風に右手が軽いと、なんだか自分の手じゃないような気がして」

「いや、万力もおまえ自身の手じゃないぜ」

　エルバは事実を指し摘てきした。

　テッキは自分の万力に依い存そん心しんを抱いだいているらしい。そう悟さとった瞬しゆん間かん、エルバの悪戯いたずら心が芽を吹ふいた。

「……ってことは、こんなことをしたら──」

　言いつつ、エルバはバッグの持ち手を両手でがっちり握にぎり、身体を回転させて振ふり回し始めた。遠くまで投げ飛ばすために。

「……なにするんですか！」

　テッキは色をなしてエルバに抱きつき、回転を止めようとした。左手でバッグの持ち手を押さえつつ、右義手で力一いつ杯ぱいエルバの頭を何度も何度も叩たたく。

「痛い痛い！　冗じよう談だんだって、やめろこのバカ……！」

「冗談では済みません！」

　エルバの手からバッグをもぎ取り、テッキは必死な面つら構がまえで叫さけんだ。

「……悪かった。謝る」

　素す直なおにエルバは頭を下げた。テッキのあまりに切実そうな態度に、まるでか弱い娘むすめをいじめているような良心の疼うずきを感じたからだ。テッキはおおよそ「か弱い娘」とは遠いはずなのだが。

「人目もある。さっさと中に入ろうぜ」

　と言いつつ、エルバはバッグをよこせとばかり手を伸のばす。

　テッキは一歩退き、バッグを守るように身体をひねった。

「あのな」エルバは頭に手を当てた。「レディに荷物を持たせられるかっての」

　その言葉に、テッキはわずかながらエルバに近づいた。

「さっきみたいな真似はしないでしょうね」

「するかよ」

「さっきみたいな真似をやらかしたら、あとで『向こう三年分の万力を味わった』と思えるような目に遭あわせますからね」

　口ではそう言いながら、テッキはバッグをエルバの目の前に突つき出した。

「肝きもに銘めいじます、お嬢じよう様さま」

　うやうやしく一礼して、エルバはバッグを受け取った。




　観客席の最上部に張り出す形で、ボックス席は設置されていた。

　ゆうに十数人は入れるであろう部屋に、椅い子すはたったの四つ。前列二席、少し段差をおいて後列に二席。四人部屋であるらしかった。調度品は見るからに高級で、テーブルにはフルーツ盛り合わせが運び込まれてきた。前方の窓を見れば、舞ぶ台たいが真っ正面に広がっている。まさに、演劇鑑かん賞しようには最高の席だった。

「こりゃすげえ」エルバは感かん嘆たんの声を抑おさえられなかった。「世の中には、こんな席を人にプレゼントするようなブルジョワがいるのか」

「そういうことです。……エルバ、あまりはしゃいでいると田舎いなか者だと思われますよ」

「そりゃそうだがよ」

　答えながら、エルバは席に座った。席の上で跳とんだりはねたりして、具合を確かめる。

「おいおい、なんだこの椅子は！　フカフカにもほどがあるぞ」

　テッキは頭を抱えた。

「静かにしていなさい。いずれ、ワタクシ達の敵がやってくるのですからね」

「……そういや、そうだった」

　やっとエルバは我に返り、態度を改めた。

　少しして劇場の照明は落ち、劇は始まった。

　演目は「オルフリート」なる劇だった。貧ひん困こんにあえぐ農村の一青年オルフリートが王女との恋こいに落ちるというもので、ドースでは知らぬ者はほとんどいないという古典である。もっともエルバは「ほとんどいない」方に含ふくまれるのだが。しかしながら、役者達の演技はマーマデューク劇場だけあって超ちよう一流、門外漢のエルバでも思わず引き込まれずにはいられなかった。

　ボックス席に来客が現れたのは、上演開始後三十分の頃ころだった。

　席の奥の大おお扉とびらが開く気配に、劇に夢中になっていたエルバとテッキははっと我に返り、背後を振り返る。

　やってきたのは、二人連れの男だった。

　一人は従者であるらしく、もう一人の男の背後に付き従っている。細い目が印象的な銀ぎん髪ぱつの青年である。

　もう一人の方はというと──

「──まさか」

　その男の姿に、テッキは息を吞のんだ。

「初めまして、契けい約やく者諸君。劇は楽しんでいるかな？」

　ドース連れん邦ぽう議会議員、サイクス・バルヒーヨがそこに立っていた。




　元軍人らしい堂々とした体たい軀く、精せい悍かんな顔立ち、魅み力りよく的な笑え顔がお。

　連邦一の有名人、と言ってもいいであろう人物を目の前にして、テッキは絶句せざるを得なかった。

　彼が二人を劇場に招待した人物──ということは、バルヒーヨが八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者、ネアの契約者、ということだ。

　よもや、連邦議会議員を敵に回すことになろうとは。そのような事態は、想像の埒らち外がいだった。

「──で──」

　その場に降りた沈ちん黙もくを破ったのは、エルバだった。

「テッキ、こいつ知り合いか？」

　テッキはがくりと肩かたを落とした。

「何を間ま抜ぬけたことを言っているのですか」

　エルバの耳をつかんで引き寄せ、小声で説明する。

「サイクス・バルヒーヨですよ！　あの、バルミダの英えい雄ゆうです」
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「バルミダの英雄……」

　エルバは少し考えて、ぽんと手を打った。

「ああ、思い出した。西部連合を負かした野や郎ろうだな」

　挑ちよう発はつ的な視線で、バルヒーヨをねめつける。

「エルバ！」

　不作法をテッキはたしなめたが、

「ハッハッ。事実は事実だ。……座ってくれ」

　バルヒーヨは鷹おう揚ように笑って、テッキの隣となりの席に着いた。

　促うながされるままにテッキは着席し、エルバもその背後の席に着く。

「この劇は、俺のお気に入りでね。ありがちな悲劇だとよく言われるが、そのありがちなところが大好きなのさ」

　オルフリートと王女の恋は成じよう就じゆするかに思われるが、運命の荒あら波なみに巻き込まれて悲劇的な結末を迎むかえる。たしかに、ありがちな話といえばありがちではある。

「それに、非常に教訓的でもある。身の丈たけに合わない夢や望みを持つ者は、やがてしっぺ返しを食くらう、という。とてもいい話じゃないか」

「失礼ですが──」

　テッキは丁てい重ちように話に割り込んだ。

「今日は、劇について語り合うためにワタクシどもを呼んだのですか？」

「……せっかちだな、お嬢さん。せっかくの劇場だ、雰ふん囲い気きを楽しんでいきたまえ」

　バルヒーヨは皿の上からリンゴをつかみ、豪ごう快かいに齧かぶりついた。

「この通り、果物もうまいし」

　同意を求める視線を投げる──が、テッキは黙だまってバルヒーヨを見つめ返す。

「……いいだろう」バルヒーヨは嘆たん息そくした。「では、本題に入ろうじゃないか」

　リンゴを食べながら、バルヒーヨは話を切り出した。

「端たん的てきに言おう。降参してくれ」

「……ははあ。それは、ワタクシ達に、八眼争覇から降りろということですか」

　相手の意図を正確に把は握あくすべく、テッキは詳しよう細さいに言い返した。

「その通り」バルヒーヨは頷うなずく。「俺に、三枚の円盤レンズを渡わたしてもらいたい。氷結の魔ま神じんの円盤、無形の魔神の円盤、そしてしろがねの悪あく竜りゆうの円盤だ」

「悪竜だと……？」

　突とつ然ぜん出てきたその名前に、エルバは戸と惑まどいを覚えた。

　が、よく考えてみれば、不思議な話ではない。

「そうですか」テッキが険悪に目を細める。「先日、ネアが悪竜の円盤を奪うばおうとしたのは、あなたの差し金だったのですね」

「奪う？　それは違ちがうな。正統な所持者が物を取り戻もどそうとしたに過ぎない」

「正統な所持者だあ？　あの悪竜の円盤が、てめえの持ち物だってのか」

「その通りだ」

　バルヒーヨは断言した。

「十年前、俺はあの円盤をなくしてしまったんだ。実験に失敗してね」

　実験、の言葉にエルバとテッキはともに黙り込んだ。エイジの話を思い出して。

「オーラン虐ぎやく殺さつ事件のことか……！」

「その通り。……あの事件、君たちもそれなりに知っているようだな。クラヴリーから教えてもらったか？」

「まあ、そういうことです」

　テッキは適当に言いつくろった。

「だったら隠かくすこともないだろう」バルヒーヨは脚あしを組み換かえた。「あれはお試ためしだったんだ。そもそもあの円盤は悪竜を喚よぶことができるのか。喚べるとすれば、悪竜の力はいかほどのものか。試してみる必要があったのさ。悪竜を喚べる可能性が高いオーラン人、いわゆる竜人がリの一族にいることはわかっていた。だから、俺はクラヴリーの隊にゲリラ退治という表向きの任務を与あたえて、あの地に向かわせたのさ。俺の部下を一人潜もぐり込ませて。そいつは俺の指令と、貸し与えた悪竜の円盤を抱かかえていた」

「つまり……あなたは、クラヴリーをはめたのですか」

「結果から言えば。まさかあそこまでの大事になるとは思っていなかったんでね。ま、万が一の場合に責任をなすりつけられるよう、あいつを選んだんだが。しかし、奴やつが悪竜を倒たおして生せい還かんするとは驚おどろいた。本当に驚いたよ。あいつが魔神の契けい約やく者だったなんて、想像つくか？」

「だが、おまえのせいでクラヴリーはデスドレッド島に流されるはめになった」

　静かな怒いかりの声を、エルバはバルヒーヨにぶつけた。けれども、バルヒーヨの鉄面皮はびくともしない。

「その通り。死し刑けいになりかけていたところを、一等減じて流る罪ざいにさせたのはこの俺だよ。命の恩人と言ってもらいたいね」

「なんのためにそんなことをした？」

「言っただろ。実験で円盤を無くした、と」

　同じ事を言わせるな、という風にバルヒーヨは手を振ふった。

「誰だれが悪竜の円盤の行方ゆくえを知っているか？　第一候補は、悪竜を倒したクラヴリーだ。というか、あいつが知らないはずがない。あれだけの惨さん劇げきを引き起こした悪魔の円盤を、その辺に放ほうり出すような奴がいるか？　だから、あいつを死なせるわけにはいかなかったのよ。で、デスドレッド島に特別監かん察さつ官を遣やって、円盤の在処ありかを話すよう仕向けたんだがね。ところがあの野郎、黙もく秘ひときたもんだ。特別監察官の方がノイローゼになって戻ってくる始末だ。そんなこんなのうちに十年たってしまった。クラヴリーが脱だつ走そうしなかったら、今でも円盤の在処はわからなかったろうな。こんなことなら、さっさとクラヴリーに脱走するよう仕向けるべきだった」

　あふれ出てくるむかつきの念を、エルバは抑おさえることができなかった。バルヒーヨは、自分が虐殺事件の首しゆ謀ぼう者しやであることを、悪びれるどころかむしろ堂々と、誇ほこりをもって語っていた。歪ゆがんでいるにも程ほどがある。

　まさに邪じや悪あくだった。

　エルバは今、邪悪そのものと対たい峙じしているのだ。

「しかし、よもや悪竜の円盤が十年間、ブルティエールにあるとは思ってもみなかった。クラヴリーの件といい、生きていれば色々と面おも白しろいことに出会うもんだな。君たちもそう思うだろう？　魔王様のお計らいってやつかねえ」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑えみを浮うかべながら、バルヒーヨはそう語った。

「あんた、悪竜の円盤を手に入れて、何をするつもりだ」

　エルバの問いに、バルヒーヨは首をひねった。

「んんん～？　君達は悪竜の話を色々知っているんだろ？　だったら、あれを平和利用できると思うかね？」

　わざとぼやかした物言いが、何を意味するのか──それはあまりに明白だった。

「プランは俺の胸の中にある。だが、詳細を語る義務はあるまい。問題は、依より代しろたる竜人を押さえておいたのが、逃にげられてしまってね。君達知らないかね？」

「ネアにも言ってやったはずだ。知らねえってな」

「ほおお。となると、偶ぐう然ぜんってのはあるもんだな」

「……どういう意味だ」

「担当者から報告があった。七十七区あたりで被ひ検けん体たい第五号を──というのは竜人のコードネームだが──捕ほ捉そくしかけたが、金きん髪ぱつの少年とオーラン人の娘むすめの二人組に妨ぼう害がいされた、と。てっきり、君の所の者だと思っていたが、そうではなかったのかね。バベルハイズ君」

　どうやら、博物館でエイジを匿かくまっていることまで、この男にはお見通しらしい。

「なるほど、あなたの主張はわかりました」

　一応無表情を装よそおいつつ、テッキは言った。

「で、ワタクシ達があなたの降こう伏ふく要求を吞のんだら、どのようなメリットがあるのですか」

「メリットならいっぱいあるぞ」バルヒーヨは手て振ぶりを交えて説明する。「まず第一に、……たった今、君の博物館は税務的危機を迎むかえているのではなかったかな？　俺に円盤レンズをよこしてくれたら、その翌日には危機は消え去っているだろう」

「…………！」

　テッキの考えは正しかったらしい──エルバは今いま更さらながらに思った。博物館の申告漏もれ云うん々ぬんの話は、単なるテッキのミスではなかった。計画的に仕し掛かけられた攻こう撃げきだったのだ。

「そして第二に」バルヒーヨは続ける。「戦いを避さけることで、お互たがい痛い思いをしなくて済む。こう見えて、俺は痛いのは嫌きらいでね」

「ほお。だったら、この場でちょっと嫌いやな思いをしてもらおうじゃねえか……」

　エルバは席を立った──が、

「お待ちなさい」

　テッキが片手を上げて制した。

「ここは劇場ですよ。暴力を振るうのは無ぶ粋すいです。……それに、お話は最後まで聞かせて頂きたいですし」

　そう言いつつ、バルヒーヨを視線の先に捉とらえる。

「できれば、デメリットの方も伺うかがいたいのですけれど」

「デメリットかい？」

　そんな質問が来るとは意外だ、という風にバルヒーヨは含ふくみ笑いを見せた。

「三日後だ。三日以内に君たちが返答をよこさない場合、博物館へ深夜十二時に人を遣る。ルシアン」

　控ひかえる従者の名を呼ぶ。ルシアンは頷うなずき、ボックス席入口に歩み寄って扉とびらを押し開けた。

「お待たせしました。どうぞ、お入り下さい……」

　三人の着き飾かざった女性がボックス席に入ってきた。皆みなが側頭部に角を生やし、眼鏡めがねをかけている。オーラン先住民だ。

「紹しよう介かいしよう。税務局徴ちよう税ぜい課か、実戦徴税係所属の税ぜい騎き士し三名だ」

　バルヒーヨの紹介に、まずは先頭に立っている少女が笑顔を見せた。

「ご紹介にあずかりましたあ、ホタル・ヤジマですう」

　フリルいっぱいのドレス、熊くま耳みみつきのカチューシャが特とく徴ちよう的な少女が、元気一いつ杯ぱいに挨あい拶さつする。

「……ランコ・スーパーフォーク」

　次に名乗ったのは、ホタルとは対照的にシンプルなドレスに身を包んだ少女だ。冷たい雰ふん囲い気きを醸かもし出しており、挨拶はしつつもにこりとも笑っていない。

「ツバキ・ナカムラだ。よろしく……」

　興味なさそうに挨拶したのは、一番背の高い女性だった。

「ツバキ君。ここに来る途と中ちゆうで馬車にはねられたのか？」

　バルヒーヨが尋たずねた。ツバキのドレスの袖そで口ぐち、スカートが豪ごう快かいに裂さけ、肌はだが大おお幅はばに露ろ出しゆつしていたからである。

「別に。あたしゃこういう服が好きじゃねえから、いいように改造させてもらったのさあ」

　ツバキは言い切った。裂けた場所から覗のぞく腕うで、脚あしはともに筋肉が浮き上がっていた。おおよそ女性の身体からだとは思えないくらいに。

「そうか。なるほど、君らしい」

　呆あきれ気味にバルヒーヨは言った。それからテッキ達に向き直り、穏おだやかな視線を向ける。

「三日後、君たちの博物館を訪問するのは、彼女ら三名と実戦徴税係員十数名だ。これがどういう意味だか、わかるだろうね」

「実戦徴税係だと──」

　その悪名は、エルバもよく知っていた。

「『砂すな絞しぼり』の派は遣けんですって──」

　テッキの顔も、異常なまでにこわばっていた。

「あ。ほらほらお姉さん、笑え顔がおになるですう」

　それに気づいたホタルがそばに寄り、テッキの表情を和やわらげようと両手を伸のばす。

　テッキは静かに手を上げ、ホタルの手を退けた。

「そうですか。抵てい抗こうするのであれば、本気で叩たたき潰つぶす──ということですか」

「もちろん。俺は今まで、それを原理原則としてやってきた。戦場だろうが政治の場だろうが、変わりない。当然、八眼デイアボリツク争覇パーテイもだ」

「随ずい分ぶんセコい真似まねをしてくれるな」エルバの声に怒いかりがこもる。「俺達に正面から戦っても勝てそうにないから、まずは外そと堀ぼりから埋うめてかかるってか？　八眼争覇ってのは、魔ま神じんと魔神で争うもんじゃねえのか」

「んんん～？　俺がセコい真似をしているだと？」

　ことさら、バルヒーヨは聞き直すふりをした。

「違ちがうね。八眼争覇とは、魔神の契けい約やく者同士が、己おのれの持てる力を振ふり絞って戦うものだ。俺は権力という力を持っているから、権力を振るって戦う。それに何か問題でも？」

「問題でも、って──」

　バルヒーヨの主張は一応筋が通っている。反論しようにも、言葉が出てこない。

「それに君たちはタッグを組んでいるだろう。セコい真似をしているのはそっちじゃあないか？　一対二という状じよう況きようを黙だまって受け入れるほど、俺はお人ひと好よしじゃない」

　有う無むを言わせぬ説得力めいたものが、バルヒーヨの言葉にはこもっていた。政界で野党の論敵と渡わたり合ってきた経験は伊達だてではないらしい。成人年ねん齢れいに達してすらいないエルバには、言い返すのはなかなか難しい。

　せっぱ詰つまり、エルバはテッキに助けを求める。

　テッキは無表情で、バルヒーヨと相対していた。

「さあ、答えを聞かせてもらおうか。バベルハイズ自然史博物館館長殿どの」

　返答を求められて、テッキは静かに息を吐はき出し、

「お答えしましょう──」

　そして返答を口にした。

「ノーです。降こう伏ふくはしません。ワタクシが、組織の手を頼たよるような手合いの言葉に屈くつするような人間に見えますか？」

　意表をつかれたような顔を、バルヒーヨはしてみせた。ここまで強い、揺ゆるぎない言葉で言い返されるとは思っていなかったのだろう。

　しかし、戸と惑まどいの表情はすぐに笑いへと変わる。

「ハッハッ……最近は空耳がひどいようだ。どうも、『降伏はしない』と言ったように聞こえたんだがね」

「少なくとも、あなたの耳は正常みたいですよ」

　テッキは態度を崩くずさずに言った。

「ああ、そうか」バルヒーヨは笑顔を消した。「それは……非常に残念だ。非常に」

「何が残念だというのですか」

「お嬢じようさん、あなたの美しい顔が、どんなことになるか……想像するだけで残念だ」

　顔を鼻先まで近づけて、バルヒーヨは嘆なげいた。

　テッキはあくまでも退ひかず、視線を真っ向から受け止める。

　無言のにらみ合いが続く──が、先に身を引いたのはバルヒーヨだった。

「まあ、いいさ。人は誰だれも、自分の運命を自分で決めるべきだ。それがたとえ断だん崖がいに通じているとしても、だ」

　ルシアンに目配せをする。ルシアンは税ぜい騎き士し三名を連れ、先にボックス席から出て行った。

「聞きたいことがあります」テッキはバルヒーヨに問いかけた。「あなたの望みは何ですか」

「望み？」

「ええ。あなたは戦争の英えい雄ゆうから政治家に転身して、順風満まん帆ぱんな人生を送っているように見えます。いずれは総そう督とく職に登ることも可能なのではないですか？　そのような方が、なにゆえ魔王に望みを叶かなえてもらおうとするのか、少々不思議に思いましたので」

「なるほど。なかなかいい質問だ」

　バルヒーヨは天を仰あおいだ。

「俺の野心は、総督になるだけでは収まらないということだ」

「ハッ。ドースに王政でも敷しいて、自分は王にでもなろうってのか？」

　バカにした口調でエルバが言う──と、バカにした態度でバルヒーヨは首を振る。

「凡ぼん人じんにはその程度の想像しかできまい」

　手を目の高さに掲かかげ、天を指さす。

「俺が目指すのは、この星の王などというちっぽけなものではない。この世に存在する領域全すべてを統すべる支配者だ」

「……違いがよくわからねえんだが」

「無理もない。……だが、ちょっと考えてみろ。オーラン先住民の発はつ祥しようの地、チキュウがこの星のどこかにあるとでも思っているのか？」

　と言われると、エルバは一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。

「チキュウって、伝説か神話の土地じゃねえのか」

「そうではない。今の我々には手の届かない場所だが、チキュウはたしかに存在する場所だ」

　自信たっぷりに、バルヒーヨは語った。

「そもそも、この星には人間など一人も住んではいなかったのだ。星を渡る船によって、オーラン人は二千年前、我々は二百年前にこの星にやってきた。つまり、この世にはドース以外にも少なくとも、人が住んでいる星が二つあるってことだ。俺はこの星のみならず、チキュウ、そして俺達の祖先をドースへと追い出した母星をも統べる、絶対唯ゆい一いつの支配者を目指しているということだ。それは『王』や『皇こう帝てい』などという言葉で表現しきれるものじゃあない。敢あえて肩かた書がきをつけるのならば……『宇宙大将軍』というのはどうかな！」

　あまりに堂々とした物言いに、エルバは危あやうく話を信じかけた──が、思いとどまって発言を吟ぎん味みしてみる。

　というか、吟味するまでもない夢物語にしか思えなかった──冷静になってみると。

「率そつ直ちよくな意見を言わせてもらうと」エルバは正直に言った。「あんたは誇こ大だい妄もう想そうが過ぎるようだな」

「好きなように言えばいいさ」

　挑ちよう発はつ的な言葉に乗ることはせず、バルヒーヨはむしろ憐あわれみを言葉に乗せる。

「一応、三日の猶ゆう予よを置いてある。三日間、よく考えてみてくれよ。気持ちが変わったら、いつでも俺の事務所に来てくれ。菓か子しを用意して待っている」

　バルヒーヨの言葉に、エルバが言い返した。

「俺が思うに、生菓子はやめといた方がいいぜ」

「なんでまた？」

「廃はい棄き処分せざるを得なくなるから」

　エルバの答えに、バルヒーヨはにっと笑った。

「廃棄処分の必要はない。俺が食う」

　最後にそう言い残して、バルヒーヨはボックス席から去っていった。

「…………」

　バルヒーヨが去ったあとも、テッキとエルバは長いこと大おお扉とびらを見つめ続けていた。

　窓外では劇が続いていたが、今いま更さら内容が頭に入ってくるはずもなかった。
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　ある日の朝、軍警察の警察官デイジー・コ・クラストは出勤予定の署に姿を現さなかった。

　それまでの勤務態度はごくまじめなもので、遅ち刻こく一つしなかったというのに、突とつ然ぜんの無断欠勤である。前日に体調を崩くずしていた気配もなかったので、同どう僚りよう達はすぐに訝いぶかしみ、彼女の身に何かあったのではないかと判断した。

　同僚達がパトロールついでにデイジーの自宅を訪おとずれたところ、彼らはデイジーの姿が自宅から消えていることを発見した。

　一人住まいの部屋は、ベッド以外に何もなかった。カーペットのへこみがどこにもないところを見ると、もとより家具類を置いていなかったのだろう。ベッドの上にはマットレスとシーツがあったが、寝ねていたような跡あとはない。デイジーがいなくなったのは昨晩以前のことだろうと察せられた。

　部屋の中に争った跡はなく、同じアパートに住む住人達も晩の内に騒そう音おんは聞いていないと証言した。部屋には鍵かぎがかけられておらず、鍵そのものは郵便受けの中に入れてあった。

　諸事情を勘かん案あんし、同僚達は結論に至った──どういう経けい緯いにせよ、とにかくデイジーは自己の意思でアパートを発たち、そのまま消えていなくなったのだ、と。

　その後、警察に辞職届が郵送されていたことが明らかになって、いよいよデイジーの失しつ踪そうは確定的になった。辞職届には、辞職理由は書かれていなかった。

　同僚達には、まったく意味不明な事象だった。特に不満や問題を抱かかえているわけでもなさそうだったデイジーが、何故なぜ突然に軍警察を抜ぬけて失踪したのか。理由がまったくわからなかった。まじめな仕事ぶりには先せん輩ぱい後輩を問わず一目置かれていたため、単なる一時的な衝しよう動どうやおふざけで消えたとも思えない。同僚達は首をひねりつつも、優ゆう秀しゆうな警官が一人いなくなったという事実に思い至って、大きな失望感を覚えたのだった。

　しかし、デイジーの失踪に意味を見み出いだす者達もいた。

「どうやら、内通者はコ・クラストで間ま違ちがいないようですぜ」

　ボンダーマンがルシアンに注進すると、スパーキンも横で頷うなずく。

「盲もう点てんでしたね。あの地味な娘むすめが、ガーディアンのスパイだったとは」

　ブルティエールの中心に近いコーヒーハウス、常に客がおらずガラガラな店の隅すみに、ルシアン、ボンダーマン、スパーキンはまとまって座っていた。彼らが会合を持つ際に好んで使う場所である。

　バルヒーヨはルシアンを通じ、代理人を連れん邦ぽう内の諸組織内に埋まい伏ふくさせていた。外部から組織に人を派は遣けんすることもあれば、内部の人間を「説得」して代理人とすることもある。ボンダーマンとスパーキンは、バルヒーヨに少々いい目を見せてもらって、代理人となった口である。

　代理人は、ある時はバルヒーヨの手足となって活動、工作を行い、ある時は耳じ目もくとなって情報収集を行う。この自前による簡易諜ちよう報ほう組織の存在は、バルヒーヨの政治家としての強みの一つだった。

「そうでしたか……。しかし、さっさと逃にげられたのは残念でしたね。できれば泳がせて、偽にせ情報でも流させてガーディアン共々一いち網もう打だ尽じん、としたかったのですが。君たちには期待していたんですけれども」

「一言もねえです」

　ボンダーマンは大きな体をちぢこまらせた。

「申し訳ありません」スパーキンも謝る。「正直言って、彼女は内通容疑者リストの埒らち外がいにいました」

「ま、仕方ないものは仕方ありませんが……」

　と呟つぶやいて、ルシアンはあることに気がついた。

「……正体をつかめていなかったというのなら、どうして彼女は逃げ出したのですか？」

「それなんですがねえ」スパーキンが言う。「コ・クラストが逃げた日の晩、フィールディングが彼女を呼び出していたらしいんですよ。霊れい園えんに」

「ほお。フィールディングが、ですか」

「当人に聞いたところ、『告白するために彼女を呼び出したが、振ふられた』などと言ってましたけど──」

「噓うそでしょうね」ルシアンは断じた。「職場で顔を合わせるのがイヤ、という理由で失踪したんなら傑けつ作さくですが。……つまり、フィールディングがコ・クラストの内通行こう為いに気づいて指し摘てきしたものの、彼は彼女を逃がした──ということですかね」

「面おも白しろくねえ。フィールディングの野や郎ろうが俺達より先に内通者を見つけてたとはよお」

　ボンダーマンが顔を歪ゆがめる。

「それが事実だとすれば、重大な背信行為ですね。軍警察に対する」

　ルシアンの指摘に、スパーキンは頷いた。

「そうですね──事実だとすれば、の話ですが。それを証明するには、然しかるべき証言が要いりますよ。当人らに自白させるか、偶ぐう然ぜん話を聞いていた第三者を見つけ出すか」

　簡単なのは後者である。証人を仕立て上げるのは大した手間ではない。ただ、それはフィールディングを裁きの場に引きずり出す必要があるならば、の話だ。そんなことをする必要があるかどうか、と考えると──

「ないでしょうね」ルシアンはひとりごちた。「今までも、フィールディングは僕達の意に染まぬ行動を見せてきました。放ほうっておけば、これからも色々と邪じや魔まをされるでしょうねえ。と、すれば──」

「将来の失敗の芽は早めに摘つんでおいた方がいいと思いますよ」とスパーキン。

「前から、あの野郎は気に入らなかったんでさあ」とボンダーマン。

　二人の意見を聞いた後、ルシアンは決断を下した。

「それがいいでしょう。やり方はあなた達に任せます。条件はただ一つ、後あと腐くされないように」

「任せて下さいよ」スパーキンは自分の胸に手を当てた。「我々の実績を信じて下さい」

「ついこの間も、後腐れを起こしたばかりだったと思いますけどね。税理士を脅おどすだけの予定が傷害事件になって、探たん偵ていの介かい入にゆうを促うながしたのはどこの誰だれですか」

「それは問題ありませんぜ」ボンダーマンは言った。「探偵の方もしばらく口が利きけないようにしておきましたから」

　ルシアンはため息をつくと、硬こう貨かを数枚テーブルに置いて席を立ち、店から去っていった。







「つまり、博物館を丸ごと接収しようということですかあ──」

　テッキの話を聞き終えると、サクラは深刻な表情で考え込んだ。

「ええ……バルヒーヨは徹てつ底てい的にやるつもりのようですよ」

　テッキもまた、静かな怒いかりをたたえながら呟く。

　劇場招待の翌日、テッキは博物館員を招集しての会議を開かい催さいした。ルナやボルはむろんのこと、エイジも列席している。この日のエイジは、比ひ較かく的てき体調が良さそうだった。

「もちろん、俺達は降こう伏ふく勧かん告こくには屈くつしない。そうだよな、テッキ」

　念を押すエルバの声に、テッキは当然だとばかりに頭をもたげる。

「当然です。バベルハイズ一族の本ほん拠きよたるこの博物館を黙だまって明け渡わたすなど、もっての外」

「となると、対策を考えなきゃいけないね。実戦徴ちよう税ぜい係を押し返すための対策を」

　ルナが現実的な指摘をする。テッキは顎あごに手を当てた。

「あさっての晩、ここに籠ろう城じようすることになるでしょうね。向こうの目的は魔神の円盤レンズと悪あく竜りゆうの円盤ですが──」

「悪竜の円盤は別の場所に持ちだしておいた方がいいんじゃねえか？　話を聞くに、バルヒーヨの野郎に円盤が渡るのはなんとしても避さけるべきだぜ」

　ボルが触しよく手しゆを挙あげて発言した。

「そうかもしれませんね──誰に預かってもらうか、が問題ですが。ものの重大性をわかってくれる人でないと、軽々しく悪竜の円盤は渡せませんよ」

「クラヴリーさんに預かってもらうというのはどうでしょうかあ？」サクラが提案した。「あの人から預かっておいて何ですけど、今ならカエデも一いつ緒しよにいますから、かなり安全かなあと思いますけど」

「いいアイデアだ」エルバは言った。「クラヴリー達の居場所がすぐにわかれば、の話だが」

　一ヶ月前に刃やいばを交えて以降、クラヴリーの音おと沙さ汰たをエルバ達はまったく聞かなかった。向こうは脱だつ走そう犯はんとして追い立てられている立場なので、当たり前といえば当たり前である。別段、彼らとの連れん絡らく手段を確保しているわけでもない。

「それは……そうですね」

　エルバの指し摘てきを、サクラは認めた。

「カナティック先生はどうでしょうね？」

　テッキは、自分の師し匠しようの名前を口にした。するとサクラがポンと手を叩たたく。

「あ、それはいいかもですねえ」

「そうか」エルバも頷うなずく。「というか、あの人ならしろがねの悪竜のことも知ってるんじゃねえか？　父さんと同じ隊にいたんだろ、あの人」

「それはそうかもしれません。話を持ちかけてみるべきでしょう。……ただ、クラヴリーに預かってもらうという線も捨てがたいですね。すぐには無理にしても、彼と連絡を取る方法を見つけておいた方がよいかもしれません」

「それは……あれだ、クラヴリーの連れにリデルとかいう野郎がいただろ」エルバが発言する。

「あいつ、マーレボルジュ所属の人間だろ？　マーレボルジュに聞いてみれば、なんかわかるんじゃねえか？」

「……どうやってマーレボルジュの人間と接せつ触しよくを持つんですか」

「前にマーレボルジュの総そう帥すいのアンテノラからの依い頼らいを直接受けた方じゃないですか、アルテキアさんは。どうにかなるんじゃねえの」

「気楽に言ってくれますね……」

「あの……」サクラがおずおずと手を挙げた。「エイジさん、どうしましょう？」

「……あ」

　妙みような声を漏もらすテッキ。すっかり失念していたのだろう。

「仕方ありませんね。エイジの身み柄がらも、カナティック先生に頼たのみ込んでみましょうか。ここに置いておくわけにはいかないし──」

「──待って」

　口を挟はさんだのは、当のエイジだった。

「その必要はない」

「──と言いますと」

「僕も戦おう」

　意外な申し出に、誰もが目を丸くした。

「戦うって──」テッキが口ごもる。「あなたは博物館の人間ではありません。あなたにはそんな義理などありませんよ」

「義理なら、ある」エイジは言い切った。「逃とう走そう中の僕を匿かくまってもらい、その上食事やベッドも提供してもらった。なのに一人で逃にげ出すってのは、僕の沽こ券けんに関かかわる……」

　声は細いが、細い声に込こめられた意志は強固だった。

　どう答えたものか、全員が困こん惑わくしている中、エイジは笑ってみせた。

「竜人の存在意義は戦うことだ。それに、僕の存在が向こうに知れている以上、黙っているわけにはいかないよ。……おそらく研究所も、バルヒーヨの手がかかっている場所なんだろう。逆に言えば、バルヒーヨを倒たおさない限り、僕に安息の日は訪おとずれないということじゃないの。だったら、僕は戦うことをためらわない……」

「でも」サクラが言い返す。「エイジさん、戦ったら身体からだに負担がかかるんじゃ……」

「かかるだろう」エイジは認めた。「でも、そんなことを言っている場合じゃない。それにあいつは──バルヒーヨは、僕をしろがねの悪竜の召喚者として押さえておきたいはずだ。少なくとも、僕を殺すつもりはないだろうよ。その点は、僕に有利に働くはずだ」

「…………」

　納なつ得とくできない、という表情だったが、サクラは引き下がるしかなかった。

「お願いだ、館長」

　エイジはテッキを真っ向から見つめた。

「僕も戦いに加えて欲しい……」

　長らく判断に迷っていたが、テッキはついに言った。

「……わかりました。正直言って、手は多い方がいいですし」

「ありがとう、館長」

　頭を下げるエイジに、テッキは眉まゆをひそめた。

「礼を言うのはこっちの方ですよ。まさか、寝ね場所と食事の提供だけで働き手が一人確保できるだなんて」

「言われてみれば。安売りしすぎたかな」

　そう言って、エイジは笑った。

「さて、ぼーっとしている暇ひまはありませんよ」テッキは手を叩いた。「ワタクシは出かけてきます。皆みなさんは、実戦徴ちよう税ぜい係を歓かん待たいするための出し物を用意しておくように」

「出し物……」エルバは少し考えて言った。「落とし穴とか」

「落石とか」とルナ。

「とらばさみとか」とボル。

「火か計けいとか」とエイジ。

「博物館を燃やしてどうするんですか」

　最後にサクラがツッコミを入れた。







「おや……」

　カナティックの事務所が閉まっているのを見て、テッキは首をひねった。

　カナティックが業務で事務所を空けるのはよくあることだ。が、テッキは嫌いやな予感を覚えた。郵便受けから手紙がはみ出しているのである。几き帳ちよう面めんなカナティックにしては珍めずらしいことだ。

「あんた、カナティックさんの知り合いだね」

　突とつ然ぜんの声に振ふり向くと、そこには中年男性が立っていた。

「あなたは……」

　見覚えがあった。たしか、カナティックの事務所の近所にあるレストランの料理人だ。小さいながらもおいしい料理を出す店で、時折テッキはカナティックとともに食事を摂とっていた。

「知らないみたいだね。カナティックさんが入院していること」

「なんですって？」

　初耳だった。テッキは思わず声を上げる。

「つい昨日の深夜、盛さかり場で襲おそわれたんだって。瓶びんで頭を砕くだかれて、意識不明だとか」

「そんな──」

　突然の話に、テッキは呆ぼう然ぜんとした。が、すぐに我に返ると、

「どちらに入院したか、ご存じですか」

　料理人の肩かたをつかんで問う。

「四十三区のオブリス病院、とか警察の人は言ってたけど」

「ありがとうございます」

　テッキは気もそぞろに一礼すると、すぐさま駆かけ出した。




　三十分後、テッキは大いなる失望感を抱いだきながらオブリス病院の門から出てきた。

　テッキが会えたのは、頭部全体を包帯グルグル巻きにされてベッドに横たわる人物の姿だった。普ふ段だんから悪あく魔まを服代わりに召喚していて、その正体を誰だれにも見せたことのないカナティックは、ここでもさりげなく顔を隠かくしていた。

　もしかして別人ではないのか、という思いがよぎったが、看護師の言葉によりそれは否定された。警察に発見された時、この人物は所持品の中にカナティック探たん偵てい事務所の名めい刺しを大量に所持していたというのである。

　容態は安定しているらしいが、呼吸は浅く、なにやら悪夢に苦く悶もんでもしているようなうなり声を時々上げている。カナティックが意識を取り戻もどすかどうか、それは運次し第だいだ──と、医師は無言のうちに語っていた。

　絶望感にうちひしがれながら、どうしたものかと思わず曇くもり空を仰あおいだ時。

　どすん、と誰かにぶつかった。

　ぶつかってきたのはみすぼらしい中年の男だった。テッキにはね返されて、自分一人だけ尻しり餅もちをつく。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

　テッキが手を伸のばすと、男は照れ笑いを浮うかべながら自力で立ち上がった。

「どうもすいません、お嬢じようさん。これ、落としましたよ」

　と言って、テッキの手に紙切れを押し込む。

「え？　これは、別に──」

　ワタクシのものではありません、という間もなく、男は帽ぼう子しを軽く持ち上げて会え釈しやくし、足早に去っていった。

　なんなんだろう、とテッキはとりあえず紙切れに目をやる。そして、その内側に文字が書かれているのを発見した。




　この先まっすぐ進んだ先の公園、入ってすぐのベンチに座れ。




　たしかに、まっすぐ進んだ先には公園があり、入ってすぐの場所には背中合わせに配置された二台のベンチがあった。一方は見知らぬ人物が占せん拠きよしていたので、反対側のベンチに腰こしを下ろす。

　すると程ほどなくして、背後のベンチに座る人物が声を発した。

「こっちを見るなよ」

　背後の人物は小さな声で警告する。

「……どちら様でしょう？」

　はるか前方に見える噴ふん水すいのあたりに視線をさまよわせながら、テッキは問いかけた。

「マーレボルジュ」

　男の答えに、テッキは顔を険しくした。

「ボスからの伝言だ」男は続ける。「博物館の窮きゆう状じようは知っている、すまない、と」

「すまない……？」

「先日、シンキョウに置いているマーレボルジュ傘さん下かの事務所が実戦徴ちよう税ぜい係にやられた。そこでの調査結果が、そっちの税金の話に影えい響きようを及およぼしている」

　その指し摘てきに、テッキははっと息を吞のんだ。

　数ヶ月前、剛ごう力りきの魔神の契けい約やく者バガテルをエルバは倒たおした。それは八眼デイアボリツク争覇パーテイの皮切りとなる戦いだったが、博物館にとっては別の側面も持っていた。バガテルを打ち倒し、魔神の力をはぎ取ることを、マーレボルジュの首しゆ魁かいアンテノラから依い頼らいされていたのである。

　依頼の報ほう酬しゆうとして、アンテノラは傘下の企き業ぎようの利益の一部を割さいて、博物館に多額の寄付を行った。アンテノラは「節税対策の一いつ環かん」と説明していたが──

　バルヒーヨはそこまで大がかりに事を進めているのか。テッキは驚おどろくしかなかった。

「バルヒーヨは大構想を描えがいている」男は続ける。「マーレボルジュを──ブルティエールに存在する悪の温おん床しようを完かん膚ぷ無きまでに排はい除じよするつもりらしい。マーレボルジュ潰つぶしのついで、ってことであんたらも影響を受けているってわけだ」

　それは半分正しいが、半分間ま違ちがっている──とテッキは思った。マーレボルジュ潰しの影響を食くらっていることは確かだが、バルヒーヨは能動的に博物館をも潰そうとしている。マーレボルジュのおまけに、という程度の表現では済まされない。

「こっちに責任の一いつ端たんがある。だから、あんたらの手助けをしたい、というのがボスの意向だ。こっちも当局への対応で手て一いつ杯ぱいだから、大した援えん助じよはできそうにないが」

「援助……ですか」

「三日後に実戦徴税係が博物館に向かうことは知っている。どうするつもりだ。徹てつ底てい抗こう戦せんか、逃とう走そうかでこちらの対応も変わる」

「当然、抗戦するつもりです」

「なら、『メイス』をやる。当日の昼までに博物館に送り込む」

　そう言った直後、男が立ち上がる気配がした。

「待って下さい」

　テッキは慌あわてて、しかし声が大きくならないように言った。

「リデル・ハンターチャンスという男を知っていますか。マーレボルジュの者ですが」

「…………」

　男は何も答えなかった。

「彼と接せつ触しよくしたいのです。捜さがしていただけませんか」

「善処しよう」

　最後にそう答えると、男はその場を立ち去っていった。

　足音が聞こえなくなってから、テッキもゆっくりと立ち上がり、公園の反対側へと向かった。

　マーレボルジュのバックアップ宣言を得られるとは、思わぬ収しゆう穫かくだった。が、「大した援助はできそうにない」「善処しよう」という言葉から察するに、大きな期待をかけると痛い目を見ることになるかもしれない。

　おのずと、テッキの足取りは重くなった。







「ぬあああっ!?」

　強面こわもての巨きよ漢かんの身体からだが宙に浮うき、数メートルの放物線を描いて、部下達が固まって立っている場所に落ちていく。

「うおおお!?」

「冗じよう談だんじゃねえぞ!?」

　反射神経の良い者はすぐに逃のがれることができたが、しかしほとんどの者は、巨体が空を飛ぶという信じられない光景に見とれてしまった。一いつ瞬しゆんのことだが、その一瞬が命取り。五、六人がまとめて巻き込まれ、巨体の下した敷じきになる。

「さ！　賭かけ金を払はらってもらおうじゃあねえか！　ちゃんとそのデカブツを空に舞まわせてみせたぜえ！」

　倒れた椅い子すに足をかけ、ツバキ・ナカムラは勢いよくタンカを切った。

「こ……この野や郎ろう……！」

　下敷きになるのを免まぬかれたゴロツキ二人がナイフを抜ぬき、ツバキに襲おそいかかる。カタナは鋭えい利りで動きも鋭するどく、なにより二人の憤ふん怒ぬの表情が怖こわすぎる。素人しろうとであれば足がすくんで身動きできず、なす術すべ無く刺さされるところだが──

「そんなヘロい手つきで、あたしを刺せるとでも思ってるのか？」

　ツバキは足あし下もとの椅子を蹴け飛とばした。一人は椅子と抱だき合う格好になり、その場に転てん倒とうする。もう一人は転倒に巻き込まれるのを避さけて、斜ななめにツバキに突つっ込んだ。

　しかしその時には、ツバキはチキュウ空手の構えを取っていた。

　ツバキの腕うでが、ゴロツキを撫なでるように動く。するとゴロツキの身体はまるで魔ま法ほうでもかけられたかのように宙に浮いていた。手からナイフがこぼれ、ゴロツキは頭から床ゆかに激げき突とつする。

　ツバキは空中でナイフを受け取ると、ゴロツキ目がけて投げつけた。

「ヒィ！」

　ナイフは一直線に飛ぶと、ゴロツキの顔のすぐ横に突き立った。ちょっとでも寝ね返がえりを打とうとすれば、顔に切り傷ができるという位置に。

「やれやれだ。マーレボルジュきっての戦せん闘とう集団と聞いていたのに、情けないねえ」

　嘆なげいて、ツバキは室内を見み渡わたした。

　応接間は広く、壁かべ際ぎわにはバーカウンターが設置され、高級酒が棚たなにずらりと並んでいる。調度品は少なめだが、ソファーも椅子もテーブルも全すべてが高級品だ。

　ここはマーレボルジュの傘さん下かの一組織、いわば人材派は遣けん業を営む組織「メイス」の事務所だった。人材派遣といっても、派遣するのは労働者や技術者ではない──兵隊だ。喧けん嘩かに強い、という特性を技術と呼ぶならば、技術者と呼んでもいいかもしれないが。

　たとえ犯罪者組織といえども、基本的にマーレボルジュはトラブルを話し合いで解決することを第一とする。金銭取引や恐きよう喝かつ行こう為いがからむこともままあるだろうが、基本的には平和的対話で物事を解決するのが通常だ。暴力を振ふるってどうにかする、というのは最後の手段である。

　しかし一方で、いざという時には「最後の手段」を使うことをためらわないのが、マーレボルジュである。

　マーレボルジュは諸もろ々もろの犯罪組織のゆるやかな連合体であり、自分の得意業務に特化している組織も多い。詐さ欺ぎ専門、密輸専門、企き業ぎよう経営専門などなど。特に頭を使って業務を行う組織には、腕わん力りよくだけが取り柄えのアホを雇やとう余よ裕ゆうはない。そこで、兵隊派遣業という業務が成り立つわけである。メイスはマーレボルジュ内の各組織に需じゆ要ように応じて兵隊を供給し、大きな利り潤じゆんを上げている。

　しかし今、メイスの事務所は襲しゆう撃げきを受け、押し崩くずされようとしていた。

「なめんなこの野郎！」

　抱いていた椅子を投げ飛ばし、もう一人のゴロツキが遅おくれてツバキに飛びかかる。しかしツバキは余裕の顔で受け流すと、

「ランコ！」

　同どう輩はいの名を叫さけびつつ、真横にゴロツキを投げ飛ばした。

「……承知！」

　受けて声を上げたランコ・スーパーフォークの手には、巨大なフォークが握にぎられていた。

　正確に言うならば、四よん叉さの刃はが生えた戟げきである。刃はかろうじてフォークと呼びうる凶きよう悪あくな形状をしている。

　その刃先をもって、ランコは飛んできたゴロツキを叩たたき落とした。

「あがっ……！」

　真上に噴ふき上がる鮮せん血けつ。ゴロツキは己おのれの血を浴びながら、その場に沈しずんだ。

　血がポンチョにかかるのを避けながら、ランコは次の敵を探した。

「ひ、ひぃぃぃ!?」

　ランコの視線に捉とらえられた男は、悲鳴を上げて逃にげようとする。しかしランコは足あし下もとの血だまりで足を滑すべらせて高速移動すると、一挙に間合いを詰つめて戟を振るった。

「…………！」

　横よこ薙なぎの一撃は、男の背中を深く抉えぐった。勢い余って男は壁かべに激突、その場にずるりと滑り落ちる。

「ナイスフォーク！」

　無表情のままに、ランコは自らを評した。

「戦闘カンは衰おとろえていないようだ。悪くない」

　くるりと身を翻ひるがえして床を踏ふみしめ、ランコは新たなる敵と相対する。ランコは既すでに五、六名のメイスのメンバーを叩きのめしていたが、それでも部屋の奥から次々と人員が姿を現していた。その内、事務所の外からも応おう援えんが駆かけつけてくる可能性もある。ランコらの残ざん虐ぎやくファイトを目まの当たりにしてもなお、メイスメンバーの士気は高かった。

「生身には生身で、なんて言ってる場合じゃねえようだな……！　てめえら、悪魔を喚よべ！」

　リーダー格とおぼしき男が、男達に命令する。応じてゴロツキ達は次々に悪魔を召喚した。次々に塵ちりが実体化し、凶悪な悪魔の姿が露あらわになっていく。キマイラ、デュラハン、ケルベロス、サラマンダー……高段に位置する悪あく魔まばかりである。

「さすが、事務所が立派なら悪魔も立派だな」

　冷静にランコがコメントすると、ツバキもにやりと笑う。

「向こうが悪魔を喚ぶってんなら、こっちもそろそろ悪魔の力を借りようかね？」

　それぞれ円盤レンズを取り出そうとしたが、

「ちょっと待つでーす！」

　後方からホタルが飛び出してきた。

「そろそろホタルにも獲え物ものを分けてほしいですう」

「ああん？　そんなもん、早い者勝ちだろうが」

　ツバキは口元を歪ゆがめたが、ランコは戟の刃先を下げて一歩退いた。

「いいだろう。ちょっと休きゆう憩けいが欲しいと思っていたところだ。行け」

「はーい。任せるでーす」

　嬉き々きとして、ホタルは悪魔の群れの前へと飛び込んでいった。

「……ああん？」

　突とつ然ぜん目の前に現れたかわいらしい熊くま耳みみ少女の姿に、男達は首を傾かしげた。

「なんだコラ！」

「怪け我がしたくなかったら引っ込んでろボケ！」

　男達は口々に怒ど鳴なりつけた。が、ホタルは退くどころか動どう揺よう一つ見せない。税ぜい騎き士しにしてみれば、この程度の罵ば声せいは日常茶さ飯はん事じ、毛け程ほどにも感じない。

「んっふっふー。引っ込むのは皆みなさんの方ですよー。……召喚コンタクト！」

　笑え顔がおで応こたえながら、ホタルはアスラベアを召喚した。小さな身体からだは一いつ瞬しゆんの後に天てん井じように届きそうな巨きよ体たいに変化し、男達は揃そろって頭をもたげた。

「ハーイ！　僕、ティッピー！　趣しゆ味みはミンチ作りなんだ！」

　宣言すると、アスラベアは三本の右みぎ腕うでで悪魔達を半分打ち倒たおし、三本の左腕で悪魔達を半分吹き飛ばした。

　丸太が目で捉えきれない速度で飛んでくる。男達はそんな錯さつ覚かくを覚えたことだろう。突然荒あれ狂くるった嵐あらしのような攻こう撃げきに、ほぼ半分の人間が一撃失神、虚きよ体たいを解放して生身を晒さらした。残り半分はダメージを被こうむりつつも立ち直り、反撃に出るが──

「ふざけんなこの野や郎ろう……うぐああッ!?」

　それより早く、アスラベアは上四本の腕で気絶した男達を一人ずつつかむと、全力でブン回していた。アスラベアの腕わん力りよくで振ふり回される男達の身体は、鉄てつ鞭べん以上の破は壊かい力を生み出した。人間の乱打を食くらって、残った悪魔たちも軽々と吹き飛ばされ、気絶に追い込まれていく。

　もちろん、人間の身体がそのような衝しよう撃げきに耐たえられるはずもない。撲ぼく打だのたびに肉の弾はじける音、骨の砕くだける音が轟とどろき、赤い鮮血が床ゆかを、壁を、天井を染めていく。

「ふう……お疲つかれ様でーす」

　アスラベアが人間達を手放した時、そこには惨さん状じようが広がっていた。

「ミンチというよりは……」

　ツバキが言うと、ランコも冷静に呟つぶやく。

「ミンチになりかけと言うべきか」

「仕方ないでしょー！　本格的なミンチを作るにはもっともっと時間がかかるですー！」

　ホタルは反論した。悪魔を召喚したままだったので、アスラベアが少女めいた所作を見せるのは不気味極きわまりなかった。もちろん、それを笑える者は誰だれ一人としていなかった。

　……いや、一人だけいる。正確には一柱が。

「いやいや、底そこ抜ぬけにも程があるねえ」

　獄ごく炎えんの魔神ネアが、バーカウンターの奥に陣じん取どって、高級酒の瓶びんを思うままにつかんではラッパ飲みしていた。

　本日のメイス襲しゆう撃げきには、二つの目的があった。一つはマーレボルジュ潰つぶしの一いつ環かんだが、もう一つは税騎士三名の腕ならしである。三人がチームを組んで同時に一ヶ所に「取り立て」に行ったことが無かったので、不都合が発生しないかどうか試ためすことにしたのだ。

　三人を統すべる立場として、ネアは監かん督とく役を務つとめていた。なんらかの不都合が発生した場合は魔神の力をもって場をおさめるつもりだった──が、

「これなら、ネアさんが来る必要なんて無かったんじゃないのかねえ」

　すっかりくつろいだ様子で、ネアはカウンターに肘ひじをついていた。マーレボルジュの最大の兵力供給源を敵に回して、税騎士はなんら危なげない戦いを繰くり広げている。手を出す必要は全く感じられなかった。

「てっきり、マーレボルジュの最強軍団が揃っていると思ってたんだけど。こりゃ名前負けってやつかねえ」

　ネアが高級酒を一本空ける間もなく、ホタル達はメイスを沈ちん黙もくさせていた。とうとう静まった事務所内に、いまだ意識を保っているメイス関係者はただ一人だけだった。その一人も顔面を真っ赤な血に染め、今にも気絶しそうである。それでも男は腕を伸のばし、三人に問いかけた。

「てめえら……一体何者だ……？」

　ホタル達三人は横一列に並ぶと、

「公務員です」

　声を揃えて答えた。







「情勢は極めてよろしくないです」

　マーレボルジュの一組織が潰かい滅めつしたという記事が載のった新聞をテーブルに置き、テッキは絞しぼり出すように言った。

　メイス潰滅のニュースは、社会面の隅すみに小さく掲けい載さいされただけではあったが、裏社会には大きな衝撃が走っていた。というのも、当局がマーレボルジュの核かくとも言うべき部分にメスを入れるということは、これまでの「暗黙のうちに共生する」という方針を変へん換かんする、ということだからだ。

　ブルティエール州とマーレボルジュの全面戦争が始まる──誰もが、その可能性を思わずにはいられなかった。

　となると、マーレボルジュからの博物館への援えん助じよはますます望み薄うすとなる。少なくとも、公園での口約束は反ほ故ごになったと見ていいだろう。もとより期待はしていなかったが、いざ道が断たたれたとはっきりすると、焦しよう燥そう感はいや増す。

　有効な手を打てないままに、博物館は三日目の昼を迎むかえていた。

「よろしくねえな」エルバも相あい槌づちを打った。「結局、悪あく竜りゆうの円盤レンズもここに居座ったまんまだ。期限は今日の晩だぞ」

「実戦徴ちよう税ぜい係を撃退できるんなら、ここに置きっぱなしで何の問題もないんだけどねえ」

　とルナは言う。しかしその言葉が示し唆さするのは、「本当に撃退できるのか」という問いかけだった。

「でも、降こう伏ふくは論外ですしねえ……」

　暗い顔のままにサクラは言い、一同の顔を見回す。言外に「降伏という選せん択たく肢しも忘れないで」とほのめかしているのだが、

「論外です」

　サクラの心中を知ってか知らずか、テッキは言い切った。

「この博物館はワタクシの全すべてです。あらゆる手段を使ってでも、守ってみせます」

「問題は、使える手段があんまり多くないってことだがな！　ゲハハハ！」

　身も蓋ふたもないことをボルは言った。

「ボル……！」

　テッキはボルを万力で殴なぐろうとした──が、その万力は空中で止まり、静かに引っ込められた。この場でボルに当たることの愚ぐを悟さとったのだろう。

「ここは一つ、冷静になって考えようぜ」エルバは提案した。「問題解決のためには、問題の正体を正確に知る必要がある。俺達が抱かかえている問題はなんだ。実戦徴税係のどこが問題だ？」

「税ぜい騎き士し……でしょうか」サクラがおずおずと言う。

「ハ！」

　ボルは鼻で笑うような音を出した──ボルには鼻がないので、どうやって音を出したかよくわからないが。

「連中が何人束になってかかってこようが、こっちには魔ま神じん様が二柱もいるんだぜ？　どんな悪魔だろうが、相手になるかよ」

「向こうもバカではないでしょう」テッキがたしなめるように言う。「ボルとルナの存在を知る以上、向こうはネアをよこしてくるでしょうね」

　魔神は悪魔に対して圧あつ倒とう的優位な立場にある。というのも、悪魔単体では魔神の能力逆流スピンオフから身を守る術すべを持たないからだ。魔神が他ほかの魔神の能力逆流から身を守れるのは、紋様クリプト防御ウオールという機構を持っているからである。

　しかし、魔神は悪魔に対して紋様防御を付ふ与よすることができる。魔神自身が持つ紋様防御に比べれば強度は弱くなるが、しかしある程度の耐たい性せいを持つことはできる。こうなると、小指でつついて相手をダウンさせるというわけにはいかなくなる。

「となると、純じゆん粋すいに人数の多た寡かが勝敗を分ける、ということになるんでしょうか……」

　サクラの結論に、エルバは頷うなずいた。

「単純な頭数で言うとこっちは六人、むこうは約二十人。そりゃ苦しいな。戦力差を埋うめるにはどうすりゃいいんだ」

「どうにもなりません」テッキは露ろ骨こつに過ぎる表現をした。「あてにしていたメイスは潰滅、クラヴリーとも連れん絡らくが取れないともなると、もう味方はいませんよ。誰だれが好きこのんで実戦徴税係と事を構えたがりますか」

「どうにもならねえとか言うんじゃねえ！」エルバは思わず怒ど鳴なった。「どうにかするんだ。どんな手段を使ってでも博物館を守るんじゃねえのか」

「もちろんです！」テッキも怒鳴り返す。「でもどうにもならないではないですか！　ワタクシ達にとれる手段は多くないのですよ!?」

「それ、さっき俺が言ったぜ」

　冷静にボルは指し摘てきした。

「議論がループしているようだね」

　ルナも静かに言う。

「あの……お邪じや魔ま、だったかな」

　不意に、か細い声が割り込んできた。全員が振ふり向き、そこにエイジの姿を見み出いだす。

「……っと、お見苦しいところを見せて申し訳ありません」

　一いつ瞬しゆんでクールダウンし、テッキは小さく頭を下げた。

「何かご用でしょうか？」

「その……」エイジは控ひかえめな態度で言った。「跳はね橋の向こう側に、団体客が来てるみたいなんだけど……」

　全員が腰こしを浮うかしかけた。予告より早く実戦徴税係が来たのか、と。

「いや、そうじゃなくて……」エイジは手を振って否定した。「別っぽいんだ。『テッキ姉さんに取り次いでくれ』とかなんとか……」

「姉さん……？」

　妙みような呼ばれ方に、テッキは目をぱちくりさせた。




「姉さん、話は聞かせてもらいましたぜ！」

　博物館の外にいたのは、マーレボルジュの末まつ端たんに所属するであろうならず者達だった。

　ただし、ただのならず者ではない。以前、テッキが会ったことのある者達ばかりだった。

「あなた方は……！」

　テッキはそのことを思い出すと、すぐにエルバに命令した。

「エルバ、今すぐ橋を下ろしなさい」

「任せろ」

　エルバはすぐに応じて、跳ね橋のハンドルに飛びついた。エルバも、彼らのことをよく知っていた。

　やがて橋は下りきり、ならず者達は橋を渡わたって博物館側へやってきた。テッキがそばまで歩み寄ると、

「お久しぶりです、姉さん！」

「博物館の危機と聞いてやってきました！」

　口々に言って、深く頭こうべを下げた。

「あの……この方々は？」

　サクラが戸と惑まどいながらテッキに問いかける。

「この方々は、以前とある事件で力を借りたことがありましてね……」

　と説明するテッキも、驚おどろきを隠かくせずにいた。

　以前、博物館に泥どろ棒ぼうが入り、悪魔サウザンドサーベルタイガーの円盤レンズが盗ぬすみ出される、という事件があった。その際、犯人捜さがしに協力してくれた面々が、たった今この場に揃そろっていた。

「聞いた、って、一体誰から聞いたのですか」

「上の方からですよ」

　と答えたのは、シェイファーだった。彼らが「上」といえば、それはマーレボルジュをさす。

「そんな話が聞こえてきましてね。そこで俺がこいつらを集めたんですよ──テッキ姉さんが困っているようだから手を貸せ、ってね」

　シェイファー、バロク、ヘラルド、ヨーワード、タバラス。あの事件で関かかわり合いになった面々が、全員揃っていた。

　エルバは珍めずらしい光景を目にした。驚きのあまり、テッキが惚ほうけたような表情を見せていたのである。つねに厳しい空気を振りまく彼女にしては、珍しいことだった。

「それは……それは……」

　予想外のことに、言葉すら出てこない様子である。

「わかっているのですか？」やっとのことで声を出す。「悪くすれば、命を落とす可能性もあるのですよ？　あなた方に、そこまでやる義理なんて……」

「冷たいこと言わないで下さいよ」ヨーワードが言う。「俺たちゃ姉さんのためなら命はれますぜ！　なあみんな！」

　声をかけると、一同「そうだそうだ！」「命賭かけますぜ！」と大いに盛り上がる。

　おまえらなんでそこまでテッキに心しん酔すいしてやがるんだ、とエルバは思った。たしか例の事件の時は、テッキがこいつらを一方的に拷ごう問もんにかけ倒たおしただけのような気もするのだが。とはいえ、盛り上がっている連中に水を差すのは賢けん明めいではない。エルバは黙だまっていることにした。

「せっかくこう言ってるんだ。厚こう意いはありがたく受けさせてもらおうぜ」

　代わりに、テッキにそう提案する。

「そう……そうですね」

　迷いを振り払はらい、テッキは決然とした表情を浮かべた。

「わかりました。皆みなさんの命、預からせて頂きます」

　宣言に、男達は口笛や歓かん声せいを上げて盛り上がった。

「よーし、作戦会議開くぞ。これだけの人手があれば、策も敷しけるってもんだ。全員中に入れ。実戦徴ちよう税ぜい係に目に物見せてやるぜ」

　大きく手を振り、エルバは一同を博物館内に招いた。




「少しは光が見えてきたのかな……」

　博物館の上面見取り図を広げつつ、エルバとテッキ、そして男達はラウンジで侃かん々かん諤がく々がくの議論を戦わせている。勝ち目のない戦いに向かおうとしているのに、交かわされる声には妙な活気があった。素人しろうと劇団がデビューに向けて色々と準備しているような、情熱めいたものが。

　その様子を遠巻きに眺ながめ、エイジは手の内で木もく片へんをもてあそんでいた。

「エイジさん、何ですかあ、それ」

　と応じたのは、たまたま通りかかったサクラである。

　エイジはサクラに木片を差し出してみせた。

「手が空いてるから、彫ほってるんだ。何に見える？」

　サクラは木片に顔を寄せる。

「……ん～……わかった。機関車ですね！」

「……いや、ネコのつもりなんだけど……」

「あ……ああ！　言われてみればネコにも見えますねえ」

　慌あわててサクラは言いつくろった。

　はあ、とエイジはため息をついてから、別の質問をした。

「食事の準備かい」

　サクラのエプロンを指さしながら言う。

「はい。突とつ然ぜん人数が増えたから、量が多くて大変ですけどねえ」

「僕も手伝おうか……？」

　エイジは申し出たが、サクラは手を振ふる。

「いえいえ。エイジさんはゆっくりしていて下さいよお。戦力なんですから、今はじっとしていて下さい」

「ああ……」

　エイジはふらりと動いて、窓まど際ぎわの壁かべにもたれかかった。窓の真横から空を見上げる。

「……星、なかなか見えませんね……」

　サクラはエイジの視線を追い、そして呟つぶやいた。数日間、ブルティエールは曇どん天てんに覆おおわれ続けていた。たまに雲の切れ目から日の光が差し込むことはあったが、その切れ目が、星が見えるほどに広がることは一度たりと無かった。

「できれば、今日までに星を見たかったね……」

「今日まで、って」

　エイジの言葉に、サクラは不ふ穏おんな空気を感じる。

「エイジさん、まさか──」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ……僕は、死ぬつもりはないよ」

　弱々しい笑えみをエイジは浮うかべた。

「死ぬ覚かく悟ごで研究所から逃にげてきたのは、確かだけどね。もう一度だけ星を見ることができれば、あとは殺されても構わない。そう思っていた。思っていたんだけど──」

　サクラの顔を真っ向から見つめる。

「今は、そうでもない。もう少し生きていたいと思っている。君に再会できたことで、ちょっと気持ちが変わったみたいだ。この世も捨てたもんじゃない」

「エイジさん……」

　サクラは沈しずんだ声で呟く。しかしすぐに顔を明るくすると、笑い返した。

「そうです。この世も捨てたもんじゃないですよお」

　フッとエイジも笑ってみせる。だがサクラとは逆に、それから真しん剣けんな顔になる。

「ただ……もしもの時は、僕を殺すことをためらうな」

「…………？」

　突然の発言に、サクラは黙り込む。

「バルヒーヨは、僕を悪あく竜りゆうの依より代しろとしたがっている。円盤レンズと僕の身み柄がら、両方ともバルヒーヨの手に落ちそうになったら、僕を殺すんだ」

「そんな」サクラの顔が青ざめた。「そんなこと言わないで下さいよ、エイジさん」
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「いや……これは、言っておかなくちゃならない。僕は、あの円盤の声から逃のがれられないかもしれない。父さんに耐たえられなかったことが、僕に耐えられるとは思えない。悪竜を召喚するよう仕向けられたら、僕は抵てい抗こうできないだろう。だから……もしもの時は、僕を殺して」

「そんなこと、言わないで下さい」

　精せい一いつ杯ぱい懇こん願がんする声で、サクラは言った。

「その時は──その時は、エルバ君達がなんとかしてくれます。最後まで、希望を捨てちゃダメです」

「……サクラちゃん」

　サクラはさらに言い募つのる。

「生きていなければ、シローお兄ちゃんに会うことも、叶かなわなくなるんですよ……？」

「シロー……？」

　エイジの顔から表情が消えた。

「はい。私は信じているんです……お兄ちゃんがきっとどこかで生きているってこと。だから、生きてさえいれば、いつか必ずお兄ちゃんに会えるんです。エイジさんも、会いたいでしょう？」

　力強く言い切るサクラ。

　対照的に、エイジは顔を逸そらして視線をさまよわせる。

「あ……ああ……そうだね……」

「だから、殺せだなんて言わないで下さい。お願いです、エイジさん」

　説得するのに夢中だったので、サクラはエイジの顔に浮かんだ動どう揺ようの色に気づくことができなかった。

「……うん……」

　曖あい昧まいな返事をして、エイジは顔を隠かくすように背そむけ、空を見上げた。晴れる様子は全くない──どころか、雲はさらに厚くたれ込め、降雨の気配を濃こくしていた。







　その晩、ヘンリエッタ・フィールディングは寝ね付つけずにいた。

　夜中、兄に突然招集がかかり、ヘンリエッタは眠ねむい目をこすりながら身み支じ度たくの手伝いをしたのだった。兄を見送った後、ヘンリエッタは改めてベッドに潜もぐり込み、眠ろうとした──が、目が冴さえてしまったのかうまく眠れず、シーツにくるまりながら意識を失ったり取り戻もどしたり、を繰くり返していた。

　何度目かに目を覚ました時、ヘンリエッタは何か物音を聞いたような気がした。

　身体からだを起こし、耳を澄すます。長い沈ちん黙もくの後に、みしりと床ゆかがきしむのをヘンリエッタは聞いた。まるで、誰だれかが忍しのび足で室内を歩いているような音。

「……お兄ちゃん？　帰ってきたの……？」

　ヘンリエッタはそう思った。兄が、妹達の目を覚まさないように気を遣つかっているのだ、と。

　しかし、実のところはそうではなかった。ヘンリエッタがそれに気づいたのは、寝しん室しつのドアが静かに開き、二つの人ひと影かげが侵しん入にゆうしてきた時のことだった──







　時は迫せまる。

　雨の降る暗い森の中を、総勢二十名ほどの人の列が行軍している。

　目的地はバベルハイズ自然史博物館。深夜十二時到とう着ちやくを目指し、彼らは一言たりと口を利きかず、静かに行進を続けている。

　先頭を行くのは隻せき眼がんの魔ま神じん、ネア・ネア。彼女だけは合かつ羽ぱを被かぶらず、雨に打たれるがまま、普ふ段だん通りの陽気な足取りで歩を進めている。

　その次を行くのは三名の税ぜい騎き士し、ホタル、ランコ、ツバキ。三人とも既すでに眼鏡めがねは外している。そしてそのさらに後ろに、十数名の実戦徴ちよう税ぜい係員がついている。

　こんな深夜、博物館を囲む森の中に人ひと気けのあるはずもなく、一行はぬかるむ道以外に何の問題もなく目的地へ到着するはずだった──が。

「……待て……！」

　雨音を縫ぬって届いた人の声に、一行は足を止めた。

　漆しつ黒こくの闇やみの中に、漆黒のコートをまとった一人の男が立っている。抜ぬき身の剣けんを片手に、一同に立ち塞ふさがっていた。

「お……」

　ネアは、その人影に見覚えがあった。

「あはは！　お久しぶりじゃないの、グレン・ダール！」

　その時折良く雷らい光こうが閃ひらめき、闇に覆おおわれた森の中が白い光に染まった。

　白い光に照らし出されたのはマフラーを巻いた男、グレン・ダール・キングスリー。八眼デイアボリツク争覇パーテイの監かん視し者しやだった。

「ネア……！」

　グレン・ダールは鋭するどい眼光を魔神に叩たたきつけた。

「どこへ行こうとしている……！」

「おい」ツバキがネアに問いかける。「あれはあんたの知り合いか」

「昔の彼氏みたいなもんさ」

　と答えて、ネアは一歩踏ふみ出した。

「この先に何があるか、知らないはずはないだろ。グレェェェェン・ダァァァァル」

「懐なつかしい呼ばれ方だな」グレン・ダールはにこりともしなかった。

「ネアさん達を止めにきたのかい？　そりゃ困るんだけどねえ」

「このようなやり方は認められん」

　剣を持ち上げ、グレン・ダールは切っ先をネアに向ける。

「八眼争覇は己おのれの身一つでもって争われるべきだ。権力を笠かさに着るなどもっての外……！」

　ネアは肩かたをすくめて両手を広げた。

「また博物館の肩を持とうってのかい？」

　また、という言葉にグレン・ダールは片かた眉まゆを上げる。

「いや、前の八眼争覇の時のゴタゴタは聞いてるからね、色々と。ま……あんたの気持ちはわかるけどさあ。魔王様がそう言ってんの？」

　問いかけに、グレン・ダールは黙もく秘ひする。

「だったら、まずは魔王様の裁定を仰あおぐべきだと思うよ、このネアさんは。……ねえ、そうでしょ？」

　不意に、横手の茂しげみに声を投げる。

　すると、その茂みの中から一人の少女が姿を現した。

「……こんな人目のある中に出てくるのは、好きじゃないんだがね」

　少女は、妙みように老成した口調で言った。

　奇き妙みようなデザインの白い衣服に身を包み、両目を閉とざしている彼女の名は、ブラナ・ラ・モート。百年前に地上に蘇よみがえった、魔王の意思の残ざん滓しである。

「だめじゃないか、グレン・ダール。八眼争覇の邪じや魔まをしては」

　自分よりはるかに背の高い男に対し、見下ろすように語りかける。

「……しかし……！」

　グレン・ダールは言い返そうとしたが、ブラナは手を振ふって遮さえぎった。

「バルヒーヨは『権力も力の内だ』と言い切っている。そう主張するんなら、私としては『なるほどそうですか』としか答えようがないよ。彼がいかほどの力を発揮できるのか、見てみたくもあるしね」

　主しゆ催さい者しやの意思は全すべてに勝まさる。反論の無意味さを悟さとって、グレン・ダールは口を閉ざした。

　グレン・ダールの顔を見て、ブラナは慰なぐさめを口にする。

「まあまあ。バルヒーヨがもやしで作った人形みたいにひ弱な輩やからだと言うのなら問題だが、彼は屈くつ強きような男だ。君の願いをぶつけるに値あたいする資質を持っているとは思うけどね」

　グレン・ダールは言葉にならないうなり声を出した。しばしの間ブラナを睨にらみつけていたが、やがて剣を一振りして水すい滴てきを払はらい、鞘さやの中へとしまい直す。そして無言のまま、森の奥へと姿を消していった。

「ま、仕事熱心なのはいいことだ」

　グレン・ダールを見送ってから、ブラナはネアに手を振った。

「それでは、頑がん張ばってくれたまえ」

　別れの言葉を口にし、自らも茂みの中に戻もどって姿を消す。

「……なんだったんだ、今のは」

　短い会話を傍ぼう観かんしていたランコが疑問を口にする。

「大したことじゃない、気にすることはないよ」

　説明はせず、ネアは前を向いて行軍を再開した。

　程ほどなくして視界は開け、目の前に博物館の偉い容ようが姿を現した。闇の中にあっても博物館の存在感は圧あつ倒とう的、巨きよ大だいな黒い影かげが頭上にのしかかるようにそびえている。

「よーし、ちょうどお時間さね」

　懐かい中ちゆう時計の針を確かく認にんして、ネアは前方を眺ながめやる。

　妙なことに、跳はね橋は下りていた。まるで外来者を歓かん迎げいするかのように。誰だれがどう見ても罠わなである。人が通った途と端たん重みで底が抜ぬけるとか、そんな仕し掛かけがしてあるに違ちがいなかった。

　打ち合わせ通り、鳥型悪魔を使って直接侵しん入にゆうすべきである。そう判断し、ネアは背後を振り返った。

「この天気なら、向こうも大たい砲ほうは使えねえだろ。行ってきな！」

　ポンと一つ手を打つ。途端、係員達は二手に分かれ、縦列になって小走りに前進を開始した。森の木こ陰かげの内には、ネア、ホタル、ランコ、ツバキの一柱三名が残る。

「待機なんてつまらないですー」

　ホタルが文句を垂れた。ネアはホタルの頭を撫なでて慰める。

「あんたらは切り札だ。切り札はあとから出てきて、おいしいところを持って行くもんさね」

「そうだぜ」ツバキがネアに賛意を示す。「こんな雨の中、仕事なんてやってられるか。動かなくて済むんなら大だい歓かん迎げいだぜ、あたしは」

　ランコも頷うなずく。

「ただし、悪魔は喚よんでおく。濡ぬれたくない」

　そりゃそうだ、とホタルにツバキも応じ、三人は悪魔を召喚した。

　ネアは青い霧きりを放ち、三人の虚きよ体たいを包み込んだ。霧は虚体に取り込まれ、まだら模様を形作る。紋様クリプト防御ウオールが織り込まれたのである。

　誰もが余よ裕ゆうの表情だった。博物館の制圧にさほど時間はかかるまい、と楽観的な見通しを立てていた。

　その楽観的見通しが崩ほう落らくしたのは、間もなくのことだった。

　先行隊が博物館周囲の堀ほりの際きわに到とう着ちやくする。屋上から侵入する班も地上から窓を破って侵入する班も、とりあえずは堀を飛び越こえなければならない。あらかじめ目にはめていた円盤レンズで、彼らは悪魔を喚ぼうとしたが──

　何の前兆も音もなく、足あし下もとが地じ滑すべりを起こした。

　地面が突とつ然ぜん、徴ちよう税ぜい係員達を巻き込んで崩落したのである。




「……今だ！」

　博物館屋上でオウルヘッドを召喚していたエルバは、実戦徴税係が堀の際まで詰つめてきたのを見て、ルナに合図を送った。

「はいは～い」

　軽く返事をして、ルナは能力逆流スピンオフを解除した。

　途端、堀の際の部分が全面的に崩落を開始した。突然のことに係員達は対応できず、次々と滑り落ちる。彼らの悲鳴は土ど砂しやの崩くずれる音、雨音、遠い雷らい鳴めいなどにかき消され、なす術すべ無く堀に水柱を立てていった。

　昼間に作っておいた、落とし穴だった。堀の手前を大おお幅はばに削けずり、その上に板を被かぶせて土を盛って覆おおい隠かくす。肝かん要ようなのは、この落とし穴の蓋ふたをルナの能力逆流、氷結の力で固定しているということだった。これによって、任意のタイミングで地面を滑り台に変えることができる。より多くの人間が罠にはまる時機を選ぶことが可能なのだ。

　実際、このトラップを回かい避ひすることができたのは、運良く後方にいた三、四人に過ぎなかった。あらかたが足を取られ、堀にはまった。

　そして堀の底で待っていたのは、魚型の悪あく魔ま達だった。

「ヒャッホーイ！　大漁だぜェ──ッ！」

　堀の底に沈しずんで待機していたシェイファー達が、獲え物ものの到とう来らいに歓かん喜きの叫さけび声を上げた。

　不気味な形状をした魚群が、降ってきた男達を頭でこづき回し、あるいは嚙かみついて水中に引きずり倒たおす。ハンマーヘッドリバイアサン、その名の通り頭部がハンマーの形状をしている怪かい魚ぎよである。

　係員達はなす術もなく翻ほん弄ろうされるしかなかった。目の中にあらかじめ入れていた円盤レンズで咄とつ嗟さに召喚する者もいたが、用意していたのは堀を越えるための鳥型悪魔である。水中戦で鳥が魚に勝てるはずもない。すぐに溺おぼれて意識を失い、虚体は消え去る。

「死なすんじゃねえぞ！」

　ぐったりとした者を、ハンマーヘッドリバイアサンは片っ端ぱしから水面上に跳ね上げていく。

「おうよ！」

　応じたのは、堀の壁かべのへこみで待機しているバロクとタバラスだ。かつて堀の水位がもっと高かった頃ころに使用していた、今は涸かれている排はい水すい溝こうに潜ひそんでいたのである。オウルヘッドを喚んでいる二人は、水面から跳ね上げられてくる男を拾っては、手早く服を剝はいで所持する円盤を取り上げていく。実戦徴税係員を無力化するのが目的だ──さすがに殺すわけにはいかないので。あっという間に、気絶した裸はだかの徴税係員の山が積み上げられていった。

「……上だ！　上を押さえろ！」

　運良く滑かつ落らくを逃のがれた男四人は、仲間を助けるのではなく、予定通り博物館屋上を押さえることを選んだ。次々と悪魔を召喚し、鳥の姿となる。ヒトクイハゲワシ、人を一人ペロリと丸まる吞のみできそうなサイズの鳥である。

　これ以上好きにさせてたまるか、と一直線に空へ舞まい上がるが──

「待ててめえら！　素すの虚体で魔神にかなうわけねぇだろおがッ！」

　慌あわててネアは霧を放った。ヒトクイハゲワシに紋様防御を組み込もうとしたのだが、鳥達の動きは霧よりもはるかに速かった。男達が冷静な判断力を失っていたこともあるが。ネアは彼らを止めるべく、地を蹴けって空へ飛ぶ。

　四羽の鷲わしは空中でくるりと輪を描えがくと一直線に急降下、縦列になってエルバの頭上を急きゆう襲しゆうする。

「ルナ！　テッキ！」

　しかし、エルバは冷静に呼びかけた。応じてルナは赤い霧を頭上に放ち、テッキは数歩退きつつ、万力でボルの身体からだを搦からめ捕とる。

「それじゃあ、ただ的になるだけだ」

　鷲に語りかけるルナ。

　赤い霧に接せつ触しよくすると、鷲たちは網あみに搦め捕られたかのごとく急激に減速、真下を向いた格好のままで停止してしまった。

「し、しまった……！」

　ネアの事前説明を今いま更さらながらに思い出したが、もう手て遅おくれだ。屋上では、ボルが変形を開始していた。

「こいつはいい的だぜ！　ゲハハハ！」

　けたたましい笑い声を立てながら、ボルはテッキの右手にまとわりつく。触しよく手しゆを四本ずつまとめて上下に伸のばし、自らの身体を弓となした。

「まとめて打ち貫ぬきます！」

　テッキは左手を空中に広げる──と、その手の中に緑色の霧きりが収束し、一本の矢として形を取る。これこそ、無形の魔神ボル・ボルの塵ストラ器イカーだ。

　矢を弦つるにつがえて左手で引っ張ると、テッキは頭上を振ふり仰あおぎ、真上に打ちはなった。

「…………！」

　強ごう弓きゆうから放たれた矢は、一いつ瞬しゆん後に四羽のヒトクイハゲワシをまとめて打ち抜いていた。

「塵ちりより生まれしもの、塵へと還かえれ──」

　テッキとボルが声を揃そろえて文句を唱え出すと同時に、矢を中心に風が集まり始めた。

「チッ！　手遅れか……！」

　風に吸い込まれそうになり、ネアはハゲワシへの接近をあきらめる。

　鷲を貫かん通つうした矢は、すぐにまばゆい緑色の光に染まった。ハゲワシ達の紋様クリプトを読み切った証あかしである。テッキは声高らかに叫んだ。

「紋様アンチクリプト破壊ストライク!!」

　風が逆巻いた。爆ばく風ふうが発生し、爆心地にいる鷲の虚きよ体たいはその風に巻かれて剝がされてゆく。やがて召喚主がその生身を外気に晒さらし、飛行能力を失って、屋上の床ゆかにボトボトと落ちていった。ろくに受け身も取らずに床に激げき突とつし、そのまま伸びる。

　ほぼ数分のうちに、実戦徴ちよう税ぜい係のほとんどが無力化してしまっていた。

「よぉおーし」エルバは小さくガッツポーズを取った。「出だしはなかなか悪くねえぞ」

　しかし、まだまだ油断はできない。ここからが本番だからだ。

「……あはははは」

　乾かわいた笑い声を立てながら、ネアが屋上にゆっくりと降りてきた。

「やるねえ。泣く子も税金を払はらう実戦徴税係をここまで押さえ込むとは。でも、ネアさん達は一ひと筋すじ縄なわではいかないよお？」

　シャキン、と腰こしのサーベルを抜きつつ、屋上から地上を見やる。森の奥から、待機を命じられていた三体の悪魔──税ぜい騎き士し達だ──が、ふらりと進み出てきていた。

「こちらは、ワタクシに任せてもらいましょう」テッキはエルバ達に言う。「下は、あなた達が押さえて下さい」

「わかったぜ。ルナ！」

「はいよ、っと」

　オウルヘッドの背中に、ルナは無造作に手を突つっ込んだ。手を引っこ抜くと、オウルヘッドの虚体がずるりと変化し、ルナの手の中に収まってサーベルの形状へと成り変わる。ルナの塵器である。

「ルゥゥナルナァァ」ネアがねっとりした声で呼びかける。「下に行っちまうのかよお。このネアさんが、わざわざ会いにやって来たってのにさあ」

「来てくれと頼たのんだ覚えはないね」

　と言い返すルナの声に、普ふ段だんの余よ裕ゆうの色はない。

「行くよ、エルバ！」

　ためらうことなく屋上の壁かべを乗り越こえ、飛び降りていく。

「おおよ！」

　オウルヘッドの虚体を剝はがされ、生身を晒したエルバも応じて、足あし下もとに用意しておいた鎖くさりの輪を担かつぐと、ルナの後を追う。

「…………つまんないねえ」

　ネアは舌打ちをした。

「つまんねえだあ？　そんなこと言ってる余裕があるのかよ、ネェェアネァァ！　ゲハハ！」

　テッキの身体に鎧よろい代わりに張り付いたボルが、ネアの口調を真似まねて言う。

　ギッ、といきなりネアは憤ふん怒ぬの形相に変わった。

　右目を隠かくす眼帯をすっと押し上げる。その下から現れたのは──眼がん窩かの中で激しく燃える、青い炎ほのお。

「ネアさんの真似をすんじゃねえ！　苛いらつくだろうがッ!!」

　炎を揺ゆらめかせると、ネアは一瞬で間合いを詰つめて、テッキの脳天にサーベルを振り下ろした。

「……女性のヒステリーは美しくありませんよ。あなたが女性だとしての話ですが……！」

　テッキは万力をかざしてサーベルを受け止め、不敵に言い返した。
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　赤い霧を利用して、エルバは静かに地面に着地した。向こう岸に三体の悪あく魔まの姿を見ながら、橋を渡わたり始める。

　その後背で博物館の玄げん関かんが開き、二人のオーラン先住民が姿を現す。サクラとエイジだ。二人とも既すでに眼鏡めがねを外し、臨戦態勢を取っている。エルバ達の後を追って、静かに歩を進める。

　橋の向こうの広い草地で、三体の悪魔と三人の人間（プラス一柱の魔神）は対たい峙じを果たした。

「一人……珍めずらしい角の人がいるですねえ」

　アスラベアをまとったホタルが、エイジの姿を見とがめて呟つぶやいた。既にネアの紋様クリプト防御ウオールを受けているので、体色には青のまだら模様が刻み込まれている。

「貴様……エイジ・タツミヤだな……？」

　ランコの声を放ったのは、フォークスワローワーだ。ワニの胴どう体たいに人間の四し肢しが生えたような悪魔である。舌が四つに先割れしているため、フォーク吞のみと呼ばれている。また、後頭部から背骨、尻尾しつぽにかけてもフォークのようなヒレが生えており、フォークマニアにはたまらない悪魔だ。ワニのごとき膂りよ力りよくとワニのごとき大口、ワニのごとき鋭するどい牙きばを持ち、八段級に分類されている。

「おー、バルヒーヨが捜さがしていた奴やつか？　こりゃ都合がいいねえ」

　ツバキが喚よんでいるのはデスドレッドデーモンだ。昆こん虫ちゆうのような甲こう殻かくに覆おおわれた人型の悪魔、南海に浮うかぶデスドレッド島でのみ発見されている八段級の悪魔である。

　降りしきる雨に打たれて羽織った上衣が張り付き、エイジの竜りゆう化かした左ひだり腕うでは丸見えになっていた。腕を振ふって水すい滴てきを払い、エイジは三体の悪魔をにらみ返した。

「僕は……二度と研究所には戻もどらない。連れ帰ろうって言うんなら、僕は全力で抵てい抗こうする。……召喚コンタクト……！」

　周囲の塵ちりが渦うずを巻き、エイジはグレーターケルベロスへと変身した。

「そうです」サクラも進み出る。「エイジさんは誰だれにも渡しません……！」

　エイジに続いて、ドリルケラトプスを召喚する。

　高段の悪魔が五種揃そろった。まずもって滅めつ多たに見かけない光景である。

「……なんか、不安にさせられるな」

　ただ一人生身のエルバとしては、圧あつ倒とうされるしかなかった。塵ストラ器イカーを発現している以上、エルバは悪魔を喚ぶことはできない。

「なあに、僕達には能力逆流スピンオフと塵器がある。こいつもあるし」

　ルナは、エルバが背負った十字を撫なでた。ツインハンマーである。エイジが担かついできたのを借りたのだ。生身の人間が扱あつかうには重いが、氷結の能力逆流の力を駆く使しすれば、負担の軽減はできる。二つのハンマーをつなぐ鉄てつ鎖さを利用すれば色々悪さもできるだろう、とエルバは普段愛用の鎖ではなくこちらを選んだのだった。

　気楽な様子で、ルナはサーベルを振り回した。

「さ、始めようじゃないか。……君たちが引き返してくれるっていうんなら、決して止めはしないけど」

「それはこっちのセリフだぜぇ」ツバキが応じる。「あんた方が引っ込んでてくれれば、取り立て業務が簡単で済むんだけどねえ」

「どうも、妥だ協きようの線はなさそうだな」

「そのようだ」

　不意に会話がやみ、沈ちん黙もくが降りる。しばしの間、雨音だけがその場を支配するが──

「サクラ！」

　叫さけんで、エルバがハンマーをつなぐ鎖で地面を叩たたいたのが皮切りとなった。雨に濡ぬれた地面がえぐれて、二つの陣じん営えいの間に一いつ瞬しゆんの壁かべを作る。

「とっかぁぁぁぁ──んッ!!」

　その壁を目くらましにして、ドリルケラトプスが突とつ撃げきした。回転するドリルが狙ねらうのは、デスドレッドデーモンの串くし刺ざしだ。

　だが──

「こいつは回しがいがあるってもんだ！」

　喜びの声を上げると、ツバキは両腕を斜ななめ下四十五度に伸のばした。

　二体の悪魔が激突するかと思われた瞬間、ドリルケラトプスの巨きよ体たいが宙に浮いていた。

「な……!?」

　サクラの視界が反転する。さすがに空高く放ほうるというわけにはいかなかったが、ドリルケラトプスはひっくり返され、腹を空に向けて地に落ちた。

「まさか……！」エルバが目を見開く。「チキュウ空手か……!?」

「おお？　知ってる奴がいるとはうれしいねえ！」

　ツバキは認めて、再びチキュウ空手天動説の構えを取った。

「ハーイ、僕ティッピー！　趣しゆ味みは蛙かえるの解かい剖ぼうさあーッ！」

　仰あお向むけになったドリルケラトプスに、アスラベアが合計三十本の爪つめを剝むいて迫せまる。悪あく魔まの内臓を解剖せんばかりの勢いで。

「やらせるか……！」

　爪が届く寸前、横合いからグレーターケルベロスが体当たりを仕し掛かける。ドリルケラトプスに目を向けていたアスラベアは、もろに食くらってなぎ倒たおされた。グレーターケルベロスはそのままのしかかって押さえ込もうとするが──

「邪じや魔ましないで欲しいですゥゥ──ッ！」

　アスラベアは勢いのままに転がって、どうにかエイジを振り払はらおうとする。マウントポジションを取られるのはごめんとばかりエイジも転がり、結果二体の悪魔はゴロゴロと回転して周囲の草木をなぎ倒していった。細い木はへし折られ、太い木は悪魔をはね返す。しかしはね返されても、優位に立とうとするエイジとホタルの回転は収まらない。

「頭が三つもある悪魔を喚ぶなんて、バカ丸出しですねぇーッ!!」

　回転する間にも、アスラベアはグレーターケルベロスの頭を狙う。右中腕の爪がケルベロスの左首の顎あごの下に突つき刺ささり、ホタルは幻肢フアントム逆流ペインの発生を確信した。

　しかし、ケルベロスはなんら動どう揺ようしなかった。真ん中の首でアスラベアの腕に嚙かみつき、そのまま嚙みちぎる。

「きゃああああ!?」

　幻肢逆流を受けたのはホタルの方だった。右腕周辺に走る激痛に思わず悲鳴を上げつつ、力ちから一いつ杯ぱいケルベロスを突き放す。お互たがい転がりながら姿勢を立て直し、一定の距きよ離りを取って相対する。

「ホタル！」ツバキが呼びかける。「竜りゆう人じんは幻肢逆流が効かねえって教わっただろうが！」

「うるさいです！　たまたま忘れてただけですー！」

　苛いらつきを隠かくさず、ホタルが言い返す。

「そっちこそドリルの相手をしてるです！」

　サクラは体勢を立て直し、再びドリルの先せん端たんをデスドレッドデーモンに向けていた。

「チキュウ空手、恐おそるべしですね……でも、この程度でダウンすると思ったら大おお間ま違ちがいです！」

　これでも投げられるか、とドリルの回転速度をさらに上げていく。

「いいねいいね！　バカみたいに立ち向かってくる奴やつは大だい歓かん迎げいだ！　だが、チキュウ空手には地動説の構えってのもあるんだよ……！」

　斜め上四十五度に手を伸のばす構えに変えて、ツバキは自ら動いた。短い助走をつけ、跳ちよう躍やくする。ドリルを一足で飛び越こえ、ドリルケラトプスの顔面に直接攻こう撃げきを叩き込む狙いだ。

「……この……！」

　サクラは頭をもたげて、ツバキをドリルとドリルの間に挟はさみ込もうとする。回転に巻き込まれれば、いずれかの方向にはね飛ばされるはずだった。デスドレッドデーモンの虚きよ体たいは大きく、ドリルの間をすり抜ぬけることは不可能だ。

　しかしツバキは意外な行動に出た。サクラが頭をもたげたと見るや、自らドリルに接せつ触しよくしに行ったのだ。

　肩かた口ぐちが一本のドリルに触ふれ、デスドレッドデーモンの身体からだは真上に飛ばされる。けれどもそれは、ツバキ自身が姿勢制せい御ぎよできる程度の勢いだった。ドリル二本に接触していれば、制御不能となって吹ふき飛ばされていたことだろうが。

　くるりくるりと回転しながら倒とう立りつの姿勢を取ると、頂点でツバキは組んだ両手をピンと真下に伸ばした。

「チキュウ空手地動説奥おう義ぎ……！」

　そして、自由落下を開始する。悪魔の自重により、その速度は瞬またたく間に増していく。

　サクラはもう一度ドリルではね飛ばそうとしたが、遅おそかった。

「『ガリレオ・ガリレイの鉄球』……!!」

　一個の隕いん石せきとなったツバキは、ドリルケラトプスの脳天に墜つい落らくした。

「…………!?」

　脳天に下された鉄てつ槌ついは、ドリルケラトプスの顎を地面へと叩たたきつけた。

　ひょい、とデスドレッドデーモンが身を引く。数秒して、ドリルケラトプスはその巨体を大地に沈しずめた。

「サクラ……!?」

　叫さけび声を上げるエルバ。ドリルケラトプスの虚体が塵ちりへと戻もどる様子はなく、それはすなわちサクラがまだ意識を保っているということだ。とはいえあのような攻撃を食くらったら、ただでは済まないはず──

「…………ッ!!」

　殺気を感じ、咄とつ嗟さにエルバは鎖くさりを伸ばす。直後、フォークスワローワーの持つ戟げきが鎖に激げき突とつした。

「バッドフォーク……！」

　鎖の向こう側で、ワニ顔が不気味に眼光を放つ。

「よそ見とは大した余よ裕ゆうだな……！」

「そりゃどうも！」

　エルバはわずかに鎖をたわめてからぴんと伸ばし、戟をはね返した。素す早ばやく一歩退いて攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれる。

　代わりに飛び出したのはルナのサーベルだ。肩口を狙ねらって刃は先さきを突き出す──が、ランコは素早く対応して防ぼう御ぎよ、サーベルは戟の握にぎりの表面を滑すべるに留とどまる。

「その武器、邪魔！」

　ルナは赤い霧きりを放ち、戟を固定しようとする。紋様クリプト防御ウオールを操あやつれない以上、これは避さけようがない。戟に霧が絡からむや否いなやランコはすぐに手を放し、素早くバックステップして森の中に身を潜ひそめてしまった。

「逃にげんじゃねえ、この野や郎ろう！」

　エルバは鎖を振ふってフォークスワローワーを追いかけようとする。が、それより早く、森の闇やみの中から鈍にぶい光が飛んできた。

「うおわっ!?」

　本能的にエルバは身をよじろうとした。しかし、鈍い光は赤い霧に搦め捕られると、空中で停止する。

「落ち着いて、エルバ！」

　赤い霧は、ルナから発せられたものだった。

「俺は落ち着いてる！」

　能力逆流スピンオフを放てば避ける必要は無い、と自省しつつ、エルバは鈍い輝かがやきの正体を見み極きわめる。

　フォークだった。よく研とぎ澄すまされたフォークの刃先が、エルバの腹部あたりをまっすぐに狙っていた。勢いを考えると、もし命中していればざっくりと深く肉を貫つらぬいていたことだろう。致ち命めい的てきになるかどうかは微び妙みようだが、少なくとも戦せん闘とうに支障を来きたすダメージにはなる。

　四角ハンマーを振り下ろし、エルバはフォークを地面に叩き落とした。が、さらに後続のフォークが闇の中から放たれる。

「効くかよ！」

　赤い霧を放って盾たてとし、エルバはフォークを受け止め、それからハンマーではね返す。奇き襲しゆうが失敗した以上、あとは怖こわくない。

　しかし、ランコは次から次へとフォークを投げてくる。まるで無限にフォークがわき出る魔ま法ほうの食器入れでも持っているかのような勢いで。森の中へ追っかけていくか、とエルバは踏ふみだし──

「ダメだ」ルナに止められた。「誘さそっている。森の中に入ったら鎖が使いにくくなるし、どこからフォークが飛んでくるかわからなくなる」

「……クソッ」

　ルナの言の正しさを認めて、エルバは舌打ちする。

「だったら、ここで相手をするまでだ！」

　エルバは丸ハンマーをまっすぐに投げ、フォークが飛んでくる方向へと突つき返した。しかし敵もさるもの、フォークは角度を変えて飛んでくる。ランコは森の中を右へ左へ移動し、位置をつかまれないようにしている。そう簡単に捕ほ獲かくすることはできなそうだった。




「燃えなァ！」

　ネアの空いた左手から、炎ほのおが放たれる。大気中の塵を燃やす、獄ごく炎えんの魔神の能力逆流である。

　あたかも導火線で結ばれているかのごとく、ネアの青い炎はまっすぐにテッキへと向かって燃え上がる。

「無む駄だですよ……！」

　テッキは落ち着いて、前面に緑色の霧を放つ。紋様防御で炎は相そう殺さいされ、はるか手前で消しよう滅めつした。通常の悪魔には絶大な力を発揮する能力逆流も、魔神同士の戦いとなると決定打とはなりにくい。

　もちろん、それはお互たがい承知していることである。炎はあくまでも牽けん制せい、本命は続くサーベルの一撃だ。炎の陰かげから回り込むネアの動きを見極めて、テッキは万力で斬ざん撃げきを受け止める。

「そーれよっと！」

　テッキの胴どうに張り付いているボルが声をかけ、触しよく手しゆでネアの身体からだに接触した。かつての契けい約やく者から学んだチキュウ空手の要領で、ネアを「回す」。突っ込んできた勢いを利用して、ネアを放ほうり投げた。

　ぐるり、とネアの天地が逆転する。テッキは追い打ちの万力を振り上げるが、

「はン！」

　そうはさせじとネアは炎の障しよう壁へきを展開する。咄嗟にテッキは霧を放ち、自らの身を守った。炎に触ふれることはなかったが、その間にネアは手の届かない場所まで退いている。

「……フゥーッ」

　ネアは大きく息を吐はき出した。相変わらず右目の炎は激しく燃えさかっているが、それはどちらかといえば、事態が思い通りに進まない焦しよう燥そう感を表しているかのようだった。

「埒らちがあかないねえ。なかなかやるじゃないの、お嬢じようさん！」

「褒ほめてもなにも出ませんよ……！」

　万力を撫なでつつ、テッキは応じた。

　焦あせっているのは、テッキも同様だった。博物館の外に目をやる余よ裕ゆうはないが、物音から一進一退の攻こう防ぼうが続いていることはわかる。できればエルバにこちらに来てもらい、二対一でネアを追いつめるというのが理想だ。だが、なかなかうまくはいっていないらしい。

　どうにか、独力でネアを撃げき退たいしなければならない。紋様アンチクリプト破壊ストライクをぶちかまして倒たおすのがベストだが、塵ストラ器イカーをねじ込むだけの隙すきをネアは見せてくれなかった。向こうが塵器らしきものを持っていないので、こちらが紋様破壊を食くらう恐おそれがないのが幸いだが──

「俺達に勝ちたかったら」ボルがネアに話しかける。「契約者連れてこいや、あの政治家先生をよお！　塵器無しで俺達に勝とうってぇのが間ま違ちがってんだよ！」

「仕方ないだろお？」ネアはニッと笑う。「ネアさんの契約主は、あんたらと違って暇ひまじゃねえんだ。やることがいっぱいあるんだよ……ネアさんはよく知らないけどねえ」

　本当だろうか、とテッキは訝いぶかしむ。政治家とはいえ、自分のために割さける時間が皆かい無むではないはずだ。八眼デイアボリツク争覇パーテイという重要な戦いを他人任せにできるものだろうか？

　その時、不意に光が視界の隅すみをかすめたような気がした。普ふ通つうなら無視するところ、わずかに気にかかったのは、その光源が少々意外な場所にあったからだ。

　森の奥の奥、博物館に至る道の途と上じようだろう。その木こ陰かげの内に、誰だれかがランタンでも持って博物館に向かっているかのような、小さな光の揺ゆらぎが見えた。

　援えん軍ぐんか──そう思った、次の瞬しゆん間かん。

　光源のそばにもう一つ別の光源が生まれたかと思うと、それは青い光の帯となって直進し──そして、博物館の石いし壁かべを粉ふん砕さいした。




　ツバキのチキュウ空手を警けい戒かいしつつ、サクラが大きく踏み出したちょうどその時だった。

　ドリルケラトプスの胴どう部ぶを、青い光の帯が直ちよく撃げきしたのは。

「…………!?」

　炸さく裂れつ音とともに、ドリルケラトプスが軽く浮ういた。

　青い輝かがやきは、ドリルケラトプスの虚きよ体たいを抉えぐり、貫かん通つうした。その奔ほん流りゆうに巻き込まれ、虚体は砂のように散り、消え去っていく。

「サクラ!?」

　エルバは叫さけび、

「……塵器か!?」

　ルナは冷静な断を下した。

　虚体が塵ちりになって消えると、中からサクラの生身が露あらわになり、地面に力無く落ちた。

「サクラ！　サクラァァーッ！」

　エルバはサクラに駆かけ寄ろうとするが、デスドレッドデーモンがその進路に割り込む。

「行かせねえぜ……！」

　天動説の構えで突つっ込んでくる。接触した途と端たんに回されるであろうことは必至だ。

「チッ……！」

　やむなくエルバは急停止をかけた。ぬかるむ地面に足を取られそうになりつつ、丸ハンマーを放ほうってデスドレッドデーモンにぶつけようとする。

「うおっと！」

　ツバキはハンマーを「回した」。鉄球はデスドレッドデーモンを打つはずだったが、見事にすり抜ぬけていった。まるでツバキの姿が幻げん影えいであるかのように。

「……ルナ！」

　この悪あく魔まの横を通り抜けるのは容易ではない、とエルバは魔神に助けを求める。

「ごめん、ちょっと無理！」

　しかし、ルナはフォークスワローワーともみ合っていた。タイミングを見計らい、ランコが森の中から飛び出して魔神に襲おそいかかっていたのである。ワニの破は壊かい的な膂りよ力りよくから身を守るのに必死で、ルナもその場に足止めを食らっている。

「クソ……!!」

　毒づきつつ、エルバはここで疑問に気づく。あの青い光を放ったのは誰なのか、と。

　疑問にはすぐに答えが与あたえられた。程ほどなくして攻こう撃げき者しやが森の奥から姿を現したのである。

「楽勝で踏ふみつぶせると思っていたが、なかなかやるじゃないか……！」

　バルヒーヨだった。

　バルヒーヨの腕うでに、巨きよ大だいな筒つつのようなものがはまっていた。

　大たい砲ほうか、とエルバは直感する。あの青い光を放つ砲が、ネアの塵器であるらしい。

　雨をものともせぬ堂々とした歩調でバルヒーヨはサクラのもとに歩み寄り、彼女の襟えり首くびを片手でつかんで持ち上げた。

「ここいらで一時休戦といこうじゃあないか。んんん～？」

　サクラの身み柄がらを押さえられては、エルバもルナもエイジも、動きようがなかった。

「休戦……？」ツバキが言う。「ここは一気に押し込むところじゃねえの？」

「まあ、待ちたまえ」バルヒーヨはなだめる。「重点目標は、悪あく竜りゆうの円盤レンズの回収だ。こいつらを皆みな殺ごろしにしてしまったら、あとでこのクソでかい博物館内を探して回らなきゃならないだろうが。こいつらに差し出してもらおうってわけよ。人ひと質じちと引き替かえに」

　そう答えて、バルヒーヨはサクラの襟首を揺すった。気絶しているサクラは、少しも意識を取り戻もどす様子を見せない。

「サクラに乱暴するんじゃねえ！」

　エルバは叫んだが、

「うるせェェェェ──ッ!!」バルヒーヨは逆に怒ど鳴なり返した。「人質をどう扱あつかおうがこっちの勝手だこのアホンダラァァ──ッ!!」

　大だい音おん声じように、エルバは退きかけた──が、闘とう志しを奮い立たせ、もう一度にらみ返す。

　すぐにバルヒーヨは表情をゆるめ、笑ってみせた。

「フッフッ……こっちの要求は、悪竜の円盤とエイジ・タツミヤの身柄だ。いやあ、ここに被ひ検けん体たい第五号が居合わせていたとは、なんとも都合のいい話だな！　運命を司つかさどる女め神がみが、俺が宇宙大将軍に上り詰つめる道を整備して下さっているようじゃないか！」

　すぐにすっと表情を消すと、

「この娘むすめの命が惜おしかったら、素す直なおに差し出すこったな。参考までに言っておくと」

　自分の後背、森の奥を指さす。

「第二陣じん、四十名ほどを控ひかえさせている。交こう渉しよう決けつ裂れつとなれば、連中を一挙に突とつ入にゆうさせるので、そのつもりで」

「…………ぐう……！」

　事態の急転に、エルバは言葉に詰まった。

「……てめえ、二つも要求するのか！」

　苦し紛まぎれに指し摘てきする。

「んんん～？」

　バルヒーヨは首をひねったが、すぐに理解の色を表した。

「あ、交こう換かん物件がこっちは一つなのにそっちは二つってことか？　それはそうだな。だったら、こっちは撤てつ収しゆうしてやろうじゃないか。この場から立ち去って、二度と税金取り立てには来ない。なかなかの好条件じゃないかね？」

「…………」

　またもエルバは黙だまり込んだ。自分の一存で決められる問題ではない。

「すぐに答えろとは言わない」

　去れ、バルヒーヨは手をヒラヒラさせた。

「君たちの館長と相談して、話を決めることだ。三十分以内に返事をくれ。それ以上の遅ち延えんは認めない。さもないと──」

　バルヒーヨの眼前に、突然青い炎ほのおが灯ともった。大気中の塵ちりを燃やす、能力逆流スピンオフの炎が。

「この娘の顔の上で、バーベキュー祭りが開かい催さいされることになる。こういう綺き麗れいな顔を焼くのは実に心苦しいんだがね！　なすべき事をなすのに私情を挟はさんではならない、ってのが政治家のつらいところさ」

「三十分、待っていろ」エルバはできるだけ冷静さを装よそおいつつ言った。「サクラを少しでも傷つけてみろ。バーベキュー祭りで焼かれるのはあんたの内臓だからな」

「珍ちん味みをご所しよ望もうかね？　味は保証できないな」

　余よ裕ゆうの体ていで、バルヒーヨは肩かたをすくめた。




「サクラ!?」

　青い光の帯の内にサクラの姿が浮うかび上がるのを、テッキの目は捉とらえていた。ネアと対たい峙じしていることを忘れ、一いつ瞬しゆんの隙すきが生まれる。

「よそ見してんじゃねェェ──ッ!!」

　頭部、肩口、腿もも。一度の踏み込みで三ヶ所を狙ねらう三連突づきを、ネアは放った。

「……な……！」

　テッキはかろうじて頭部への攻撃を防いだ──が、肩口、腿と刃やいばで撫なでられる。

「ぐ……！」

　咄とつ嗟さに引き下がり、追い打ちを避さける。

　間合いをあけてから、切られたあたりを撫でる。痛みはほとんど無かったが、撫でた後の手の平には血がべっとりと付いていた。

　よく見れば、自分がついさっきまで立っていた場所に、小さくない血だまりができていた。

「これは……まずい……!?」

　予想外の出血量に、テッキは焦あせりを覚えた。ネアと長時間打ちあっている内に、大きく体力を消しよう耗もうしている。この傷をきっかけに、一気に崩くずされてしまう──そんな予感を、テッキは覚えた。ここで追い打ちを食くらったら、まずやられる──

　しかしネアは、サーベルの切っ先を下に向け、その場で一息ついた。

「あーあ。バルヒーヨが来ちまったね」

　地上を見下ろしながら、一言呟つぶやく。

「さっき、バルヒーヨは忙いそがしくて来られないって言ったんじゃ……」

　テッキが指摘すると、

「あ？　ありゃ噓うそさ」あっさりネアは認めた。「あんた達を油断させるための。本当は、ネアさん達第一陣が押し切れない時の後ご詰づめで待機してたのさあ……」

　森の奥の光源を指さす。

「そういうことですか……！」

　軽いめまいを覚え、テッキは階段室のドアにもたれかかる。

「下で人ひと質じちを取ったみたいだね」

　エルバ達が博物館に引き返すのを見ながら、ネアは眼帯を元に戻した。青い炎は引っ込み、顔つきにも平静の色が戻る。

「あんたも館内に戻もどりな。お仲間方と相談して、今後の方針を決めるといい」

　優位な戦せん況きようなのに、仕切り直しを挟むとはどういうつもりなのか？　意図のつかめない提案だった──が、テッキとしてはこれ以上の戦せん闘とう継けい続ぞくを望めないのも事実。

「わかりました──」

　不承不承に頷うなずいて、テッキは無形の能力逆流を発動した。

　テッキの全身が緑の光を放ち、ボルの虚きよ体たいと一体化する。形を失い、粘ねん体たいめいたものに成り変わったテッキは、扉とびらの隙間に自らの身体からだを滑すべり込ませた。

　扉を開けることなく、テッキは扉の向こう側へ行った。

　ネアは扉へ歩み寄り、ノブに手をかけた。が、内側から鍵かぎがかかっているらしく、どんなに力をこめても開く気配はない。

「力任せに壊こわしてやってもいいんだが……」

　そうはせず、ネアは背を向けて屋上から飛び出し、バルヒーヨのもとへ向かった。

「やあ、ご苦労、ネア」

　ネアを出で迎むかえて、バルヒーヨは手を振ふった。

「結局、あんたの出番になっちまったな」

　不満げな顔でネアは呟く。

「もうちょいで無形の魔ま神じんを倒たおせるところだったのにさあ。なんであんなタイミングで出てくるんだよ、バァァルヒィィヨォォ」

「ハ！　それは悪かったな」バルヒーヨは言った。「だが、そこでバベルハイズを倒していたら、連中は捨て身になってかかってくるだろうさ。死を恐おそれない奴やつらと戦うのは面めん倒どうだし、あとで悪あく竜りゆうの円盤レンズ捜さがしをするのも面倒だ。奴らにはまず、自分の内から出る恐きよう怖ふと闘たたかってもらう。恐怖に参り、戦う意思が磨ま耗もうしたところを、ひともみに潰つぶしてやる。それが戦術というものだ」

「ふ～ん。ネアさんにゃよくわからないけど」

　戦闘が中断されたことで、税ぜい騎き士し達は悪魔を解放していた。そのうち、ランコがバルヒーヨに近づいて問いかける。

「ところで、徴ちよう税ぜい係を四十人とは、こんな時間によくかき集めたものだな」

「んんん～？」

　バルヒーヨは肩をすくめた。

「まさかだろ。こんな時間に招集をかけられたら、俺は寝ねたふりするぜ。軍じゃあるまいし」

「あなたは元軍指揮官だろう、バルヒーヨ」

「たしかに。だが、俺が得意だったのは、寡か兵へいを大軍に見せかけるハッタリの方でね」




「ム…………」

　糸が切れたように、エイジはその場に膝ひざをついてくずおれた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　エルバがそばにしゃがみこむ。

　エイジの身体に外傷はない。しかし、異常な量の汗あせが流れ出していた。近寄るだけで心臓の鼓こ動どうが感じられると思えるくらいだ。幻肢フアントム逆流ペインを抑おさえるための反動が、エイジの全身にのしかかっているのだろう。

「大丈夫……だよ……」

　まったく大丈夫そうでない声で、エイジは言う。これ以上戦力としてあてにしていいものかどうか、怪あやしいところである。

「かなり……苦しくなってきましたね……」

　テッキはラウンジの隅すみに隠かくれ、ルナの手当を受けていた。ドレスを半はん脱ぬぎにして、傷口に包帯を巻いている。エルバの位置からは白い肩かた口ぐちが見えたが、なまめかしいだのと言っている場合ではなかった。

　ラウンジは重苦しい雰ふん囲い気きに包まれている。シェイファーら義勇軍ですら、落ち込んでいた──奇き策さくで徴税係員を無力化した、という戦果があるにもかかわらず。五人で十数名を倒せたのは罠わなの準備があったからである。その上、さらに四十人の係員が待機しているというのだ。

「四十人というのは、本当なのか？」代表してタバラスが聞く。「ハッタリの可能性はないのか？　あの光は、四十人の部隊にしては弱すぎる」

　今も森の奥で、光は揺ゆらめき続けている。指し摘てき通り、光はさほど強くない。

「いや……」エルバは首を横に振る。「弱すぎる、ってのが問題だ。罠かもしれねえ」

　バルヒーヨは獄ごく炎えんの能力逆流スピンオフを操あやつり、任意の場所で大気中の塵ちりを燃やすことができる。ついさっきやって見せた通りに。

　つまり、あのような光を放つのはお手の物ということである。ならば、四十人どころか百人や二百人が潜ひそんでいそうな大きさの炎ほのおを、森の奥に置いておくことも可能なはずなのだ。

　なのに、見える光はわずかなものだ。となると、実際に四十人程度が潜んでいるという可能性が高い──とエルバには思えた。光の量を絞しぼっているのは、四十人はハッタリだと思わせ、博物館側に捨て身の攻こう撃げきを仕し掛かけさせるためのトラップだ、と。

「そうですね」テッキも和する。「光をあそこに置いておいて、実は博物館の周囲に係員を巡めぐらせているかもしれません。こっちから仕掛けるのは、リスクが大きすぎます」

「しかし、だったらどうするんだよ」ヘラルドが問いかける。「連中の言う通り、取引を吞のむんですかい」

「…………」

　何の考えもわかず、テッキもエルバも黙だまり込んでしまった。

　サクラが人ひと質じちに取られている。見捨てる、という選せん択たく肢しは論外だ。となると、取引を吞むしかないということになる。しかし悪竜の円盤がバルヒーヨの手に渡わたれば、あとでどのような事態をもたらすか？

　目の前のサクラの命と、将来に失われるかもしれない多数の命。

　どちらを取るか、今ここで三十分以内に決めなければならないのだ。当然、たやすく答えは出てこない。

　重苦しい沈ちん黙もくが降りる。

「一つ──」

　その沈黙を破ったのは、エイジだった。

「案を思いついた」

　その声に、全員がエイジを見つめた。

　呼吸を整えつつ、険しい表情をしながら立ち上がる。少し間をおいてから、エイジは言った。

「僕が、円盤を持って取引に応じる。そして君達がサクラちゃんの身み柄がらを取り戻もどしたら、──僕を殺すんだ」

「!!」

　予想外の提案に、テッキとエルバは驚きよう愕がくした。

「簡単なことだろ……？」

　しかしエイジは、それが容易なおつかいであるかのごとく語る。

「悪あく竜りゆうの円盤があっても、喚よべる人間がいなければ意味はない。そして今のところ、僕しか悪竜を喚べる人間はいない。とすれば、これが最善手だと思う」

「……マジで言っているのか？」

「そもそも、僕は死に場所を求めて研究所から逃のがれ出てきた。サクラちゃんを救うために死ねるのならば、本ほん望もうさ。むしろ、このために僕とサクラちゃんは再会したのかもしれない……」

「……いや……いやいやいや」

　テッキは立ち上がった。ドレスを着直しながら、エイジに迫せまる。

「冗じよう談だんではありませんよ。あなたを殺すなんて」

「そうだぜ」エルバも言う。「それは──無理だ」

「しかし、僕が捕つかまってしまえば、あとで何が起こるかわからない──」

「そうだ。あとで何が起こるかは、わからない。何も起きないかもしれないんだぜ。だが、死んじまったら、そこでおしまいだ。間ま違ちがいなく」

「あとのことは、あとのことです。どうにかしてみせますよ……。そもそも、博物館とは無関係のあなたを犠ぎ牲せいにするなど、論外です」

　真しん摯しな二人の眼まな差ざしを、エイジは真っ向から受け止めた。

「……でも、それじゃあどうする……？　サクラちゃんは……？」

「サクラはどうにかして連れ戻します。……でも残念ですが、これ以上の抵てい抗こうは難しいですね」

　苦しい表情を見せながらも、テッキは認めざるを得なかった。

「もはや、逃にげるしかないでしょう──博物館を放ほう棄きします」

　絞り出すような声で、宣言する。

　あれだけ博物館を守ることに血道を上げてきたテッキが、撤てつ退たいを決めた。内心かなりの迷いがあっただろう、とエルバは察した。しかしこれ以上抗あらがったところで、じり貧ひんになって押しつぶされるだけだ。

「正しい判断だ」

　テッキを力づけるよう、エルバは力強く肩かたを叩たたいた。

「あづっ」

　傷口に響ひびき、テッキは思わず悲鳴を上げた。

「あ、すまん」

　謝るエルバをギッとテッキはにらみつけた。

「じゃあ、方針変へん更こうだ……」エイジが言う。「サクラちゃんを取り戻したら、僕はグレーターケルベロスを喚んで暴れる。その隙すきに、君たちは逃げるんだ」

「いいや、おまえ一人にはやらせねえ。陽動なら、俺も出るぜ」

　エルバも名乗り出る。

「しかし──四十人の壁かべを乗り越こえるのは、ただごとではありませんよ」

　テッキの指し摘てきに、エルバもシェイファーたちも思わず頷うなずく。

「他ほかに安全な逃とう走そう経路があるってのか？　この状じよう況きよう、全員が無事脱だつ出しゆつなんて無理だろ。一人でも多く逃げられるよう、俺達が暴れる。その間に、各自が自力でどうにかするんだ」

　エルバがそう言うと、その他の面々も消極的ながら賛意を示す。

　ところが──

「……失礼だが」

　一番端はじっこの方に立っていた人物が、挙手して発言の許可を求めた。

「逃走経路が欲しいなら、私が提供できると思うがね」

　渡りに船の提案に、全員が黙だまり込んだ。そんな都合のいい話があるものか、というのが最初の反応だったが、戸と惑まどいの沈黙は驚おどろきの沈黙へと変わっていった。というのも、その提案をした人物は、この場にいないはずの人物だったからである。特に、彼との面識を持たないシェイファー達は、誰だれだこいつはと目配せを交かわしあった。

「……ちょ……」

　エルバは目をぱちくりさせた。

「なんであんたがこんな所にいるんだよ!?　クラヴリー・ガーディアン！」

　名前を呼ばれて、白はく髪はつの中年男はニカッと笑った。

「偶ぐう然ぜん通りかかったもので」




　休戦から三十分後、四つの人ひと影かげが博物館の玄げん関かんから現れた。

　先頭に立つのは、片手に軍用カバンを抱かかえたエイジである。静かな歩調で跳はね橋のたもとに進み出る。

「待っていたぞ！　エイジ・タツミヤ！」

　バルヒーヨ達は、跳ね橋の向こう側で待っていた。その背後には三人の税ぜい騎き士しとネアが控ひかえている。さらに向こうには、ぐったりとしている徴ちよう税ぜい係員達の姿も見えた。三十分の空き時間の間に、排はい水すい溝こうから引き上げたらしい。

「エイジさん……！」

　サクラは意識を取り戻もどしていた。相変わらずバルヒーヨに首根っこを押さえられ、雨に打たれるがままになっている。

　グ、とエルバは合かつ羽ぱの奥で奥歯を嚙かみしめたが、

「ここは我が慢まんだ」ルナが声をかける。「慌あわてちゃいけないよ」

「わかってる」

「よーし、それじゃあ物々交こう換かんを開始だ！」

　バルヒーヨが呼びかけてくる。彼の大声は、驟しゆう雨うの中にあってもよく轟とどろいていた。

「まず、円盤レンズを橋の真ん中に置け。こちらがそれを回収したら、人ひと質じちを返す。そのあと、エイジにこっちに来てもらう。エイジの身み柄がらを確保したら、こちらは係員を引こう」

　どこまでを宣言通りに履り行こうしてくるのか、知れたものではなかった。少なくとも、最後の撤収の約束はウソッパチだろう。せめてサクラの身柄が確保できるまではスムーズにいってくれればいいのだが──エルバは祈いのるしかなかった。

「それじゃ、お願いします……」

　エイジはカバンを四人目の男に託たくした。合羽を目深に被かぶった男は無言でカバンを受け取ると、橋の真ん中まで進み出た。カバンを橋の上に置き、数歩退いて待機する。

「よしよし」バルヒーヨは頷いた。「本物かどうか、確かく認にんさせてもらおうか！」

　サクラの首根っこをネアに渡わたし、自ら橋に出向いてくる。無言で立ち尽つくす男に十分な注意を払はらいながら、カバンを拾い上げて開けようとする──が、鍵かぎがかけられていて開かない。

「鍵はどうした？　まさか、人質を返してもらうまで鍵は渡さない、なんてふざけたことを言うんじゃないだろうな」

「まさか。鍵はここにある」

　男はそう言って、鍵を持った手を伸のばした。

　バルヒーヨはその鍵を受け取ろうとして、あることに気がついた。男の声は、かつて聞いたことがあるものだということに。

　男の顔を見、そしてバルヒーヨは息を吞のんだ。

「貴様……！　ガーディアンだと!?」

「久しぶりだな、バルヒーヨ。裁判の時以来だな」

　対照的に、不敵な笑えみをガーディアンは返した。

　かつての士官学校の同期生、一方は政治家、一方は囚しゆう人じんという人生を歩んできた二人の、十年ぶりの再会だった。

「何故なぜだ……何故貴様がここにいる！」

　バルヒーヨの問いかけに、クラヴリーは普ふ段だんと変わらぬつかみどころのない態度で答える。

「たまたま通りかかったんだよ。聞けばおまえがバーベキュー祭りをやるというから、肉食いたさに釣つられて出てきたのさ。島じゃめったに食えなかったからな。さあどうした、鍵は要いらないのか？」

　バルヒーヨは手早く鍵を奪うばい取った。

「……どこまで知っている？」

　鍵を鍵穴に突つっ込みながら、クラヴリーに問いかける。

「おまえが俺の量りよう刑けいを流る罪ざいにしたのは、悪あく竜りゆうの円盤レンズの行方ゆくえを吐はかせるため──というくらいは、知っている」

「ほお……」

　鍵穴の奥でカチリと音がして、カバンがぱくりと開く。詰つめられたクッションの中央に、円盤は鎮ちん座ざしていた。

「これは……」

　バルヒーヨはカバンをその場に落とし、円盤をじっと見つめた。表裏をひっくり返したり、表面を撫なでたりしつつ。

「なるほど、間ま違ちがいない。十年ぶりに見る、悪竜の円盤だ……！」

「私も保証するよ。そいつが本物だということは」

　バルヒーヨは円盤を左ひだり腕うでのホルダー──金持ちらしく、こった意い匠しようの施ほどこされた立派なホルダーだ──に円盤をしまうと、再びクラヴリーをにらみつけた。

「貴様の目的はなんだ、ガーディアン！　復ふく讐しゆうか？　よもや、肉食いたさに命がけでデスドレッド島から逃にげてきたわけでもないだろう」

「もちろん」クラヴリーは言い切った。「復讐の美酒は肉の味に勝まさる。だが、それにふさわしい場所は、ここじゃない」

　クラヴリーはカバンを回収すると、バルヒーヨから目を離はなさぬままに後退を始めた。

　この場でやり合う気はないらしい、とバルヒーヨは悟さとり、自らも退き始める。

「結構。ならば、次の再会の日を待つとしようか──そんな日が来れば、の話だが」

「必ず来るさ。期待して待っていろ」

「どうだか。……ネア！」

　魔ま神じんに呼びかける。と、ネアはサクラを手放し、橋の上へと突き出した。

「さっさと行きな」

　突とつ然ぜん自由になったサクラは、へろへろと踏ふみ出して、橋の上で膝ひざをついた。これでいいのか、と周囲を見み渡わたす。

　バルヒーヨは一いち瞥べつだけをくれて、そのまま対岸まで行ってしまった。翻ひるがえって博物館側を見やると、エルバ達がこっちに来いと手招きしている。

　手すりにつかまって身を起こすと、サクラは歩き出した。その歩調はやがて小走りになり、勢いよくエルバの胸に飛び込んでいく。

「エルバ君……！」上うわ目め遣づかいでエルバを見上げる。「エイジさんを渡しちゃダメです！　それだけは絶対に、──」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ……」

　ぽん、とエイジがサクラの肩かたを叩たたく。

「サクラちゃんは、先に行っていてくれ」

「そうだな」

　エルバはサクラを優やさしく引きはがし、クラヴリーの手に委ゆだねた。

「任せたぜ、クラヴリーさんよ」

「任された」

　クラヴリーはサクラの手を取り、博物館内へ引っ張っていこうとする。

「サクラ」戸と惑まどうサクラに、エルバは語りかけた。「あとで会おうぜ。エイジも一いつ緒しよだ」

　疲ひ労ろうしきったサクラには、事態がよく理解できていなかった。だが、どんなに判断力が鈍にぶっている時でも、判断できることはある──エルバは噓うそをつかない、と。無言で頷うなずいて、サクラはクラヴリーに促うながされるまま博物館の玄げん関かんへと向かった。

「……さて……」

　その後ろ姿を見送って、エイジは橋の向こうへ視線を投げた。

「うまくやってくれよ、エルバ……」

「任せろ」

　エルバの言葉にエイジは頷き、橋へと踏み出した。

　バルヒーヨらの注目を一身に受けながら、エイジは歩を進める。

　そして、橋の中央で立ち止まった。

「さ、こっちに来るんだ、エイジ君」バルヒーヨが呼びかける。「研究所の生活に不満があると言うんなら、俺が口を利きいてやろう。待たい遇ぐうを変えさせる」

「それは……ありがとうございます」

　エイジはそう答えた──が、キッと眉まゆをつり上げると、

「でも……僕は二度と研究所には戻もどらない……！」

　竜りゆう化かした左腕を高く掲かかげ、真下に叩きつけた。

　硬こう化かした左腕は、たやすく橋板を貫かん通つうした。破は片へんが飛び、亀き裂れつが走る。

「……何をする!?」

　エイジを確保しようとバルヒーヨは橋に踏み出したが、

「召喚コンタクト！」

　続けざまにエイジは悪魔を召喚した。

　塵ちりが渦うずを巻いた後、現れたのはヘルエレファントだった。地じ獄ごくの炎ほのおのごとき赤黒い表皮を持つ、象型の悪魔。身体からだは大きく、重い──ひびの入った橋では押さえきれないくらいに。

　その上、エイジはその場でジャンプをしてみせた。

　着地と同時にめきょめきょ、と破は砕さい音おんが轟とどろき、橋が崩ほう落らくする。

「……ちょっと待て……！」

　慌あわててバルヒーヨは引き返し、崩落に巻き込まれるのをどうにか回かい避ひした。

　が、エイジの立ち位置は橋の真ん中だった。橋とともに堀ほりに落ちるのは不可避だった──独力では。

「捕つかまえる！」

　ルナが赤い霧きりを放つ。赤い霧は、すぐにヘルエレファントを解放した生身のエイジを捉とらえ、空中に固定した。橋の破片が落下していく中、エイジだけが取り残される。

「捕まえろ！」

　エルバは合かつ羽ぱを脱ぬぎ捨て、その下に背負っていたツインハンマーの鉄球をエイジ目がけて放ほうり投げた。

　鉄球はエイジのそばを通り過ぎる。エイジは、鎖くさりをがっちりとつかんだ。

　ルナは赤い霧を消しよう滅めつさせる。自然とエイジの身体は振ふり子のごとく振れ、堀の博物館側の壁かべに引き寄せられた。エイジは足からぶつかって接地すると、するすると鎖をつかんで壁へき面めんを上り、岸へと戻る。

「逃にげるぞ……！」

　エイジ、エルバ、ルナはバルヒーヨ達に背を向けると、全力で逃げ出した。博物館の玄関をくぐり、内側から閂かんぬきをかける。

「……追いかけろ！　奴やつらを逃のがすな……！」

　エイジ達の意図を悟さとった時点で、バルヒーヨは命令を下していた。が、橋を崩くずされた以上、鳥型悪魔を喚よばないことには向こう岸に渡わたれない。そして、このような事態を想定して鳥型悪魔の円盤レンズを用意していた者はいなかった。税ぜい騎き士し達は慌てて円盤を取り替かえにかかるが、その間にエルバ達は博物館の奥へと消えてしまった。

「逃がすかよ……！」

　魔神として、単独での飛行能力を持つネアはすぐに追った。が、それでも鼻先で閂をかけられてしまった。全力で蹴け飛とばしてみるものの、もう遅おそい。鉄の門はネアの力でも焼き切ることは不可能だ。

「だったら大窓だ……！」

　ネアは中庭に回り込み、大窓を粉砕してラウンジに侵しん入にゆうした。ラウンジは静まりかえり、人の気配はない。

　立てこもり犯達は奥に行ったか、とネアはずんずん奥に入っていった。展示室スペース、生活スペース、階上や地下倉庫を見て回る──が、人っ子一人見あたらなかった。

「連中、どこへ行きやがった……!?」

　ネアは叫さけんだ。しかし、その叫びを聞く者はどこにもいない。

　エルバ達、博物館側の人間の姿はどこかに消え去ってしまっていた。




「しかしまあ、こんな道があったとはな……！」

　その頃ころ、エルバは地下道を走りながら、感心したような呆あきれたような声を出していた。

　三人ほどが横に並んで歩けそうな通路を、エルバは走っていた。床ゆかも壁も真っ平ら、どこにも継つぎ目が無い。知らない材質でできているらしかったが、そのようなことはエルバにとってどうでもいいことだ。

　博物館の地下に、テッキも知らない脱だつ出しゆつ用通路が存在した──それが大事なことだった。

「ブルティエールの地ち下か迷めい宮きゆう伝説というやつだ。知ってるか？」

　先を行くクラヴリーが、エルバに問いかける。

　まったくの偶ぐう然ぜんだった──地下通路の究明に日夜地下に潜もぐり続けていたクラヴリーが博物館への出口を見つけ出し、しかもあのタイミングで博物館に出てきたというのは。幸運だとしかいいようがない。

「知ってた！」エルバは言い返した。「だがまさか、博物館地下にもつながってたとは思わなかったぜ……！」

　しばらくの間一本道が続いたが、やがて分ぶん岐きが現れる。十字路のところに、先行したテッキ達がランタン片手に待機していた。シェイファーらも全員揃そろっている。

「……サクラ！」

　クラヴリーに手を引かれるサクラの姿を見つけて、テッキは駆かけ寄ってきた。応じてサクラも手を伸のばし、二人は抱だき合う。

「心配かけてすみませんでした、テッキ……」

　テッキはほっとした表情を浮うかべ、ただひたすらにサクラの髪かみを撫なでた。

「どうやら……」

　サクラを抱きしめたまま、テッキはクラヴリーに目を向けた。

「今回は、あなたに礼を言わなければならないようですね」

「いやいや」クラヴリーは首を振る。「敵がバルヒーヨとあらば、私は喜んでお手伝いさせてもらうよ。というか、あらかじめ教えてくれれば良かったのに」

「あなた方と連れん絡らくを取る手段がなかったのです」

　テッキはきっぱりと言った。

「しかし、どうするつもりだ？　博物館は、連中の手に落ちてしまったな」

「痛つう恨こんの極きわみです」テッキは唇くちびるを嚙かんだ。「バベルハイズの当主として、これに勝まさる恥ち辱じよくはありません。あらゆる手段を使ってでも、奪だつ回かいしてみせます──！」

「そうですね」とサクラ。「私達の居場所は博物館です。なんとしても、取り返さなくちゃ」

「ああ、そうだ」エルバが和する。「なんとしても、バルヒーヨの野や郎ろうの鼻を明かしてやらなくちゃな」

「僕も戦う」とエイジ。「自由をつかむために、引き続き君たちの力になりたい……」

　捲けん土ど重じゆう来らいを、エルバ達は地の底で誓ちかった。今は最悪の状じよう況きようだった──が、彼らの希望の灯ともしび、闘とう志しの炎ほのおはいまだ消えることを知らなかった。
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　翌日、ルシアン・パラドールは博物館の検分を行った。

　まず調査すべきは、テッキ達博物館一党の行方ゆくえである。彼女らは包囲されている状態で、どのようにして逃にげ出したのか？

　昨晩、バルヒーヨは連れてきた徴ちよう税ぜい係員数名を（四十人と言ったのはもちろんハッタリである）、博物館の周囲をぐるりと巡めぐらせる形で待機させていた。が、その誰だれも、夜や陰いんに紛まぎれて逃とう亡ぼうする博物館員らの姿を見かけてはいなかった。

　博物館の外に出ていないというのならば、博物館の内側に秘密の脱出経路があったに違ちがいない。ルシアンはそう判断して、主に地下倉庫を重点捜そう索さくし、そして脱出口らしき四角い落とし戸を発見した。床の煉れん瓦がの模様にうまくカムフラージュされたその戸は、どんなに力を込こめても開けることはできなかった。どうやら、内側からロープか何かで固定されているらしい。

「なるほど……地下迷宮が博物館にもつながっていたとはね。意外でした──が、よく考えてみれば当たり前かもしれませんね」

　逃亡者の後を追うことはできなかったが、ともかくルシアンは消失の謎なぞを解いた。博物館内の円盤レンズなど、資産類の確定は徴税係員らに任せ、彼は報告のためにバルヒーヨ邸ていに向かった。

　バルヒーヨは自宅の中庭でルシアンの説明を受けると、満足したように頷うなずいた。

「そうか。ま、地下通路しかないだろうな。追いかけられそうにないのは残念だが」

「申し訳ありません。しかし、仮に落とし戸を開けられたとしても、彼らを捕ほ捉そくするのは不可能でしょう。地下迷宮は蜘蛛くもの巣のごとく無限に入り組んでいるという話ですから」

　地下迷宮の全容は謎である。どの程度の規模なのかも、確定できていないのだ。

「こんなことなら、迷宮調査隊でも作っておくべきだったかな」バルヒーヨは肩かたをすくめる。

「ま、逃げられてしまったものは仕方ない。連中も、永遠に地下迷宮に住み着くつもりじゃないだろうし」

「ええ。きっと、博物館の奪回を目指していることでしょう。東番外地にでも潜ひそんでいるんじゃないんでしょうか」

「だろうな」

　懐ふところのうちから、バルヒーヨは悪あく竜りゆうの円盤を取り出した。博物館攻こう城じよう戦せんにおける、重大な戦果である。

「それはそれで都合がいい。東番外地浄じよう化か作戦の最重要フェーズのうちに巻き込んでやろうじゃないか。そのためには、被ひ検けん体たい第五号の回収が必要になるが。……頼たのむぜ、ルシアン」

「わかっています」ルシアンは頭を下げた。「税ぜい騎き士し達を使いましょう。彼女たちも、昨日の戦いにはストレスが溜たまっているようですし」

「ストレスが溜まってるのは、そいつらだけじゃないよ」

　不意にネアの声が割り込んでくる。見やると、獄ごく炎えんの魔ま神じんは酒さか瓶びん片手に、中庭の芝しば生ふに座り込んでいた。

「さっさと決着つけたいねえ。ネアさんとしては！」

　言って、ネアは酒瓶をラッパ飲みする。

「やる気満々だな。いいことだ」

　バルヒーヨは満ち足りた笑えみを浮うかべた。ことは思う通りに運んでいる。博物館の抵てい抗こうはなかなかに強固だが、処理能力の範はん囲い内だ。運命がバルヒーヨのために道を用意してくれている──その確信は、今も途と切ぎれていない。

「神も魔王も御ご照しよう覧らんあれ、だ。俺はこの道を歩ききって、宇宙大将軍に登極してみせる！」

　なんら臆おく面めんもなく、バルヒーヨは言い切った。







　三人の税騎士はブルティエールの最上級ホテルに逗とう留りゆうしていた。

「……ということで、皆みなさんには引き続き仕事をして欲しいのです」

　任務続行の通達をルシアンが伝えると、三人は三様の表情を見せた。

「わかったです」一番前向きな姿勢を見せたのはホタルだった。「こんな立派なホテルに泊とまれる上に、マーレボルジュの奴やつらを好き放題にしていいんでしょ？　夢みたいな仕事ですう」

「めんどくせえなあ」一方、ツバキは苦い表情を隠かくさない。「こんな格式張ったホテルはあたしの性しように合わねえんだよ。信じられるか？　このホテル、あたしが『竹よこせ』つっても出してくれねえんだぜ」

　竹にガリガリ嚙かみつきながら、訴うつたえる。

「……では、その竹は？」

「仕方ねえから自前で刈かってきたのよ。食べる？」

　テーブル上に置いてあった、まだ手をつけていない竹を、ツバキはルシアンに差し出した。

「いえ、結構です」ルシアンは即そく座ざに断った。

「そうかい。こんなにうまいのに。……ランコはどうよ」

　あきらめず、今度はランコに差し出した。

「いいや。私は、フォークで刺させないものは口に入れない主義だ」

　ランコは無表情のままに言った。

「ちなみに、私はこのホテルの食事には満足している」

「……まあ、とにかく、引き続き仕事をして頂けますよね？」

　ルシアンが聞くと、一番ネガティブな態度のツバキが頷いた。

「当たり前だろ。あたしら公務員だぜ？　それに、博物館を落としたとはいえ、博物館員どもを取り逃がしたってのはいただけねえ。税騎士の沽こ券けんに関かかわるってもんだぜ」

「まったくです」ホタルが和する。「奴らをこの手でケチョンケチョンにしてやらなくちゃ気が済まないですう」

「同感」

　手短にランコも賛意を示す。

「というわけで、期待してくれや、ルシアンよ。連中の居場所を見つけたら、真っ先に教えてくれ。あたしらはすぐさま出向いて、やるべきことをやる」

　ツバキの言葉に、ルシアンは愛あい想そ笑いを浮かべた。







「まさか──こんな場所でおまえ達に出くわすことになるとはな」

　ランタンを掲かかげつつ、カエデ・ニカイドウは呆あきれたように呟つぶやいた。

　ブルティエールの地下迷めい宮きゆうのどこかにある広間を、クラヴリーは最重要拠きよ点てんとしていた。

　マーレボルジュの構成員であるリデルのツテも利用し、クラヴリーはブルティエールの各所に隠れ家を造っていた。その隠れ家のほとんどに地下迷宮への入口があり、その全ての通路がこの地下の広場につながっている。いわば、ハブの役割を持つ場所なのだ。

「それは俺達も同感だぜ」

　エルバが言い返すと、テッキも無言で頷うなずいた。

　以前に会った時と比べ、カエデはやや敵意を和やわらげていた。クラヴリーが連れてきたということもあるが、その者達の中にリの一族の人間が二人もいた、というのが大きいのだろう。

「エイジ……、君に再び、生きてまみえることができるとはな」

「……カエデ」

　サクラの後ろに隠れて立っていたエイジだったが、名前を呼ばれてすっと横に出る。

「複雑な気分だよ。君に再会できたのはうれしいけれど、こんな姿を見られるのはね……」

　言いつつ、エイジは軽く竜りゆう化かした左手を掲げる。

「変わっていない」カエデは断言した。「君は変わっていない。君は十年前の君のままだ」

「……そう……かな」

　カエデの言葉を信じてはいないようだったが、そう言われて気分の悪いはずがない。エイジは少しはにかんでみせた。

「なんだかいい感じだな」

　エルバは小声で、無表情のままにサクラに問いかけた。

「それはそうですよ。親が決めた許いいな嫁ずけ同士ですから」

「……なんと」

　驚おどろきの声を上げて、エルバは再び二人を見やる。そう言われてから見ると、二人の態度は逆によそよそしいものに見えた。十年ぶりの再会とあれば無理もないが。

「私は」カエデは説明する。「十年前のあの日、竜が暴れている間に逃にげ出したんだ。だから、君もサクラも死んだものと思っていた」

「僕も、カエデとは二度と会えないと思ってた……」

　お互たがいの空白を埋うめるべく、二人は少しずつ言葉を紡つむいでいく。邪じや魔まをするのも野や暮ぼだ、とエルバとサクラは身を引く。

　ふと横を見ると、真っ白いのっぺらぼうが闇やみに浮うかんでいた。

「おぬしら、博物館を放ほう棄きして逃げてきたそうでおじゃるな？」

「ギャッ!?」

　エルバとサクラはついうっかり悲鳴を上げた。

　電光の魔神、マロ・マロがすぐそばに立っていた。過去三度ほど顔を合わせているのだが、しかし口だけしかない白い顔は何回見ても慣れない。こんな暗がりの中とあれば、なおさらである。

「びっくりさせんな」エルバはマロをどついた。「化け物が出たと思っただろうが」

「化け物？」マロはあきれ果てたかのごとく肩かたを落とした。「マロのごとき美男子を捕つかまえて化け物呼ばわりとは、おぬしの目は腐くさっているようでおじゃるな」

「……鏡を見たことがないってのは、恐おそろしいもんだな」

　まじめに言い返す気にもなれず、エルバはただ呟くしかなかった。

「こいつの言うことをまともに受け止めちゃいけねえぜ。頭がおかしくなるからな」

　横から口を突つっ込んできたのはリデル・ハンターチャンスだった。

「あ、そう言えば」リデルの姿に、テッキがあることを思い出す。「実は、チキュウ空手の使い手に出くわしたのですけど」

「マジか？」リデルは興味を引かれた。「男か女か？」

「女性でした。名前は……」

　劇場で自己紹しよう介かいされた時のことを思い出しながら、テッキは答える。

「ツバキ・ナカムラとか言いましたかね」

「ツバキだあ？」リデルが妙みような顔をする。「あの女、今はそんなことをしてんのか」

「ご存じのようですね」

「おうとも。同じ師し匠しように師事した兄弟弟で子しだからな。あいつ、官憲の手先になってやがんのか？　チキュウ空手家の風上にもおけねえな」

「さて、諸君」クラヴリーがテッキ達に語りかける。「今後どうするつもりかね？　博物館の奪だつ還かんを目指すのかな」

「当然です」テッキは力強く言った。「やむなく彼らに博物館を明け渡わたしはしましたが、このままにはさせませんよ」

「だろうな」クラヴリーは頷く。「そこで提案だが、私達の手を借りる気はないか？　君達に異存がなければ、の話だが」

　唐とう突とつな提案に、テッキはわずかに戸と惑まどった。

「それは──ありがたい話ですけれど、どういうことですか」

「私は、答えを見つけた。『十年前、私が犯おかした真の罪は何だったのか』という問いに対する答えを。そして、何を為なすべきなのか、理解した」

　クラヴリーは朗ほがらかな表情で、しかし重々しく言った。

「──サイクス・バルヒーヨを地じ獄ごくに落とす必要がある」

「私も同じことを思っている」カエデも言う。「奴やつこそ、我らリの一族を滅ほろぼした真の敵だ。私の願いも、バルヒーヨを地獄に落とすこと」

「マロは契けい約やく者しやの言う通りにするだけでおじゃるよ」とマロ。

「ツバキの奴がいるとなったら、俺も黙だまっているわけにはいかねえな」

　最後にリデルが言う。

「──と、いうことだ」クラヴリーは意見をまとめた。「バルヒーヨ許すまじ、という一点で私達は肩を組めると思うんだがね」

「私は、大だい歓かん迎げいです」

　まず、サクラが前に出て言った。

「カエデ達と協力できるって言うんなら、私はそうすべきだと思います」

「僕も同感だ」とエイジ。

「俺も……文句はねえな」

　エルバとしても、これを拒きよ絶ぜつする理由はなかった。単純に戦力は多い方がいいし、なによりさきのクラヴリーとの戦いで、彼が信用するに値あたいする人物であるとわかっていたからだ。八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者同士として戦ったばかりではあるが、味方になるとあれば、これほど頼たよりになる人物もない。

「……ワタクシも、異存はありません」とテッキ。「どうやら、私達は手を組むべきのようですね」

「……僕らには意見を聞いてくれないのかい」

　手先にボルをまとわりつかせたルナが、控ひかえ目に発言する。

　なんか文句でもあるのか、という目でエルバとテッキは魔神達を見つめた。

「いや、まあ、文句なんてねえけどな。ゲハハハ！」

　ボルは大声で笑って誤魔化した。

「いいだろ、同盟成立だ」
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　クラヴリーはテッキに左手を差し出した。

「バルヒーヨ撃げき滅めつのために、ですね」

　テッキはためらわずにクラヴリーの手を握にぎり返した。

「逆ぎやく襲しゆうプランはおいおい練るとして、さしあたりは落ち着く場所だな。ま、隠かくれ家はいくつもあるし、どうにかなるとは思うが」

「そう言えば、まだ指名手配で追われているのでしょう？　大だい丈じよう夫ぶなのですか」

「大丈夫──と言いたいところだが、完全な保証はできないな」クラヴリーは事実を認めた。

「なにしろ、軍警察に潜せん伏ぷくさせていた優ゆう秀しゆうなスパイが、気取られてしまったんでね」

「優秀？」テッキが首をひねる。「ばれてしまったのでは、優秀だとは言えないのでは」

「……申し訳ありません」

　闇やみからの声に、テッキはびくりとした。

「あ……あら、いたのですか」

　闇の奥から、デイジー・コ・クラストが現れた。私服を着てはいたが、ぴんと伸のばした背筋やその所作など、いかにも警察官という空気を醸かもし出している。

「前歴がばれてしまいましたので。もう、私は警察には戻もどれそうにないであります」

「……それはそれは。でも、よく逃にげてこられましたね。スパイとして特定されてしまったのでしょう？」

「ええ。同どう僚りようが、私を逃がしてくれたのであります」

「同僚が……ですか」

　実のところその「同僚」とは二人の共通の知人であるのだが、今のデイジーにはそのようなこと、知るよしもなかった。

「そうですか。その同僚の方、今いま頃ごろひどい目に遭あってなければ良いのですけどね」

　何の気なしに、テッキは言った。







　正午少し手前頃、フィールディングは自宅に戻ってきた──眠ねむい目をこすりながら。

　昨晩は立てこもり事件が発生し、それにフィールディングはかり出されたのだった。普ふ通つうの事件であれば、非番のフィールディングが呼び出されるはずもなかったが、立てこもり犯がデスドレッド島脱だつ走そう犯はんの一人となると別である。対策チームの一人としてフィールディングは出動し、立てこもり犯の逮たい捕ほまで立ち会ったのだった。

「予想外に長引いてしまったな……」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。寝ね入いりばなに同僚が来て、叩たたき起こされたのである。幸いシフトの調整に成功したので、これからベッドに入って丸一日寝ね倒たおすつもりだった。ヘンリエッタは呆あきれるだろうが、大人には大人の事情がある。

　ふと、フィールディングはデイジーのことを思い出す。

　あの時はついムキになって、「君に警察官たる資格はない」などと言ってしまった。思い返してみると、実にうすっぺらい言辞に感じられる。自分は「軍警察の正義」なるものを本当に信じているのだろうか？

　少なくとも、デイジーの言葉には本心からの響ひびきがあった。自分は、デイジーを言い負かしたいあまりに、信じてもいない建前論をぶつけてしまったのではなかろうか。そんな思いに囚とらわれる。

　どちらかが間ま違ちがったことを言った。それはどっちだったのか？

「いや……」フィールディングは重い頭かぶりを振ふった。「今考えても意味のないことだ……」

　ヘンリエッタとトーマはこの時間学校に行っているので、玄げん関かんには鍵かぎがかかっているはずだ。フィールディングは鍵を取り出そうとして、

「…………！」

　玄関扉とびらに錠じようが下りていないことに気がついた。

　す、と警官としての本能が降りてくる。気配を探さぐってみたが、人ひと気けはないように思われた。

「ヘンリエッタ！……誰だれかいるのか？」

　念のため呼びかけるが、何の反応もない。

　フィールディングは目に円盤レンズをはめ、静かに自宅に潜もぐり込んだ。

　空き巣に入られでもしたのか。単にヘンリエッタが鍵をかけ忘れた、というだけならいいのだが──

　しかし、フィールディングの願いは、ヘンリエッタとトーマの寝しん室しつで裏切られることになる。

　そこにあったのは大きな血けつ痕こん、血ち塗ぬられた床ゆかと血塗られた壁かべ。

　そして、変わり果てた二つの遺体だった。







　リの一族旧居住地。石壁に囲われた広大な丘おかの中には、相変わらず二つの人ひと影かげしかなかった。

「ミカル」

　頭のタオルを持ち上げて、マモルが呼びかける。

「そんなに気になるのか、八眼デイアボリツク争覇パーテイの行方ゆくえが」

　エルバ達が去って以降というもの、ミカルは常にそわそわとして何も手につかない状態だった。たった今も、はるか東の空、ブルティエールの方向を見つめながら行ったり来たり、立ったり座ったりしている。

「なら問うが」ミカルは反論する。「おまえは気にならんのか」

　しばらく黙だまり込んだ後、

「……まあ、気にならないといえば噓うそになる」

　渋しぶ々しぶ認めた。

「じゃろ？　で、提案なんじゃが、二人でブルティエールに行くというのはどうかのう！」

　胸を張って、ミカルは提案した。

「ブルティエールだと？　墓はか守もりの義務はどうする」

「少しぐらい良いではないか。一週間や二週間放置してもどうということはあるまいて」

「行ってどうする。俺達は現行の八眼争覇に介かい入にゆうすべきじゃない」

「見るだけ、見るだけじゃって。何も減りゃせん」

「エルバ達に接せつ触しよくするのも厳禁だぞ」

「わかっておる」

　少々考え込んだ後、

「……わかった」マモルはため息をついた。「ま、たまにはよそに行くのもいいだろう」

「やったね」

　ガッツポーズを取るミカル。

「ただし」素す早ばやくマモルは言った。「さっき言った約束は忘れるな。俺達は不ふ干かん渉しようの立場を取る。何があろうと絶対に、だ」

「同じ事を何度も言うな。おまえはワシの保護者か。……しかし、ブルティエールか。久しぶりじゃのう」

　ミカルは楽しげに東の空を見やった。見上げた空の先には、暗い雲が地平線をなめるように漂ただよっていた。







「……今日も、曇くもりか……」

　木もく片へんを削けずる手をふと止めると、エイジは隠かくれ家の窓から外をそっと見上げた。

「珍めずらしいな。こうも曇りが続くってのは」

　ベッドに腰こし掛かけたまま、エルバが応じる。

　二人は東番外地の廃はい屋おくの屋根裏部屋に潜ひそんでいた。テッキ＝クラヴリー同盟は大所帯となったため、一つところにまとまって潜せん伏ぷくしているというわけにはいかなかった。二、三人ずつの小班に分かれてねぐらを確保することになり、エルバはエイジと組むことになったわけである。

「ま、たまにはあるよ。こんな時もね」

　もちろん、ルナも一いつ緒しよだ。ルナは屋根裏部屋を横切ると、壁にもたれて腕うでを組んだ。

「なあに、待っていればそのうち晴れるさ。星空見放題になる」

「そうだね……」

　言って、エイジは息を吐はき出した。それから、真しん剣けんな瞳ひとみでエルバをみつめる。

「すっかり忘れていたけど……ありがとう、僕を助けてくれて」

「……何の話だ」

「博物館で、さ。僕は、君やサクラちゃん達を守るために、命を捨てる覚かく悟ごをしていた。でも結果として、こうしてみんな助かったとなると、随ずい分ぶん無む駄だな覚悟をしたなあと思ってね」

「何を今いま更さら。当たり前のことだろうが。目の前で死なれたら気持ちが悪いぜ」

「……ありがとう」

　フ、と力無くエイジは笑った。しかしすぐに表情を改める。

「でも、一つだけ約束してくれ。相変わらず、僕が悪あく竜りゆうの依より代しろにされる可能性は残っている。その時は、僕が悪竜を喚よぶ前に、僕を殺してくれ……」

「いい加減にしろよ」エルバは眉まゆをひそめる。「俺達はみんなで生き残る。せっかく許嫁いいなずけと会えたんだろうが」

「そんなの、親が勝手に決めたことだよ。あんなことがあって十年たって、有効なのかどうか。……カエデにも、いざという時は僕を殺せ、と言ってある。あとで君がカエデに殺される、なんてことはないから安心して」

「……安心できるのかねえ」

　カエデの剣けん筋すじの鋭するどさを思い出しながら、エルバは呟つぶやいた。

「でも……」エイジは言った。「それは、それ以上どうにもならなくなった時の話だ。そのような事態にならない限り、僕は全力で生き延びる努力をする……」

　そして、もう一度曇どん天てんの空を見上げる。

「サクラちゃんと、カエデと、……もう一度、みんなで星を見るためにもね……」

「ところで」エルバはエイジの手元に視線を落とした。「そいつはなんだ」

　エイジは木片をよく見えるように差し出した。ネコの木彫だ──つい先日、サクラに酷こく評ひようされたものではあるが。しかしあれから結構手を入れ、よりネコに近づいたはずだ、とエイジは確信していた。

「何に見える？」

　エルバとルナに、エイジは意見を求めた。

「……それは……」

　二人はわずかに考え込み、答えを出した。

「ガチョウだな」とエルバ。

「いや、トウモロコシだね」とルナ。

「何を馬ば鹿かなことを。このフォルムはどこからどう見てもガチョウだろ」

「馬鹿はどっちかな。この形といい髭ひげ状の物体といい、トウモロコシに間ま違ちがいないね」

「おまえの目は腐くさってんのか」

「いや、その言葉はそっくりエルバにお返しするよ」

　二人が言い争う中、

「これはますます死ねないな……。前衛芸術家としてみんなの記き憶おくに残るだなんて、耐たえ難がたいにもほどがある」

　エイジは大きく肩かたを落とし、それから朗ほがらかに一笑いした。
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　六塚です。

『レンズと悪魔　Ⅴ魔ま神じん陥かん落らく』をお届けします。







　今回は八眼デイアボリツク争覇パーテイ第四ラウンド、バルヒーヨ先生の登場です。

　八眼争覇における中ちゆう盤ばんのヤマ場となります。

　連れん邦ぽう議会議員という強大な敵を向こうに回して、エルバ達はいかに抗あらがうのか？

　十年前のオーラン人虐ぎやく殺さつ事件に端たんを発する、クラヴリーやカエデ達の因いん縁ねんの戦いの行方ゆくえは？

　決着は次巻です。できるだけ早くお届けできるよう努力しますので、しばらくお待ち頂きたく。







　ジャンルについて。




　時々、『レンズと悪魔』のジャンルは何なのだろうか、と考えることがあります。

　広義で言えばファンタジーなんでしょうけど。連邦議会とか税務局とかいった単語が飛び交かうのはちょっと「ファンタジー」というイメージから外れるんじゃねえか？　などと思ったり。

　じゃあファンタジー以外の何かなのか、と問われると返事に詰つまるところでもある。

　ファンタジーのみならず冒ぼう険けん小説、ＳＦにミステリなど、各ジャンルにおいて自分が面おも白しろいと思った要素をかなり無節操に『レンズと悪魔』へ突つっ込んでいるつもりなので、その結果として、コレというジャンルだと言い難がたい作品になっているのではなかろうか、と最近は思ったりもしています。

　そこが作品の個性だ、と読者に受け止められていればいいんですが。どうなんでしょうね？




　予備知識的なことを言いますと、ドース連邦は一院制による大統領制をとる国家です。連邦議会には十三州が代表を数名ずつ送り込んでおり（割り当て数は州の人口によって異なる）、議員総数は六十～七十名程度、という設定になっています。

　大統領制、と言いつつも国家元首の職名は大統領ではなく「総そう督とく」です。なぜそうなっているのかというと、この国の成り立ちに関係があるのですが──その辺はおいおい語ることになるでしょう。そこまでシリーズが続いたらの話ですが。




　あと税務局云うん々ぬんについてですが、僕自身は日本の国税庁に対してなんら悪感情を抱いだいてはいないので、その辺誤解なきよう。作中であんなことやこんなことをしてはおりますが、小説ならではの誇こ張ちようッスよ誇張。




　熊くまについて。




　作中の某ぼう登場人物が大好きな熊なんですが。

　山を荒あらしたり人を襲おそったりする凶きよう暴ぼうな害がい獣じゆうの割に、一方でファンシーなキャラクターとして通っているのは何なに故ゆえなのか？

　僕は田舎いなかで生まれ育ったので、熊というものはどちらかといえば恐きよう怖ふの対象です。たまに全国ネットで「野生の熊が勝手に民家に入って食料を漁あさっていた」なんてニュースが流れますが、まったく他人ひと事ごととは思えませんね。地元の市の病院のロビーを熊が一周していった、なんて事件もありましたし。

　しかし一方で、熊のぬいぐるみというやつはファンシーグッズの定番です。そんなものを大事に抱いている女の子を見ると「おまえ山なめとるんちゃうか？」とかツッコミたくなるのは僕だけですか？

　僕だけですかそうですか。ま、都会に山なんてありませんものね……。

　よく考えてみれば、イギリスにも蜂はち蜜みつが好物で無職な黄色い熊とかいますし、熊をかわいいと思う心は世界共通なんでしょうか。あの国にだってグリズリーというひときわ凶悪なやつがいるはずなんだがなあ。







　読者の皆みな様さまの支持のおかげで、どうやらこのシリーズ、『タマラセ』より長く続けられそうです。

　八眼争覇の決着にはもうしばらく時間がかかりそうですが、おそらく最後までたどり着けるはずなので、気長にお待ち下さい。

　次巻は決着編です。来年の早い段階に出したいと思っています。お楽しみに！





六　塚　　光　　
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